
業



業　績　目　録

Ⅰ著　書(Book,Bookchapter)

欧文著書

1982年

1. Furukawa, T.. Yama血K., Kushiku, K., Ono. N. (分担執筆)

Taurine in Nutrition and Neurology､ Plenum Press､ 1982.

1992年

2. Kimur孔H.. Yamada, K., Nakaoda. M., Nagashim孔M. (分担執筆)

a -Adrenoceptors : Signal transduction, ionic channels. and effector organs､ 209-212､ Excerpta Medica､

1992.

2009年

3. Ikeda. R.. Yoshida. K., Inoue, Ⅰ. (分担執筆)

Roles of PLZF and FAZF in osteoblast di庁erentiation, Focus on Zinc Finger Protein Research､ 293-301､

2009.

1980年

1.池田　良雄､植木　昭和､大森　義二､山田　勝士(分担執筆)

AndresGoth　薬理学　第9版上､贋川書店､ 1980.

2.池田　良雄､植木　昭和､大森　義二､山田　勝士(分担執筆)

AndresGoth　薬理学　第9版下､贋川書店､ 1980.

1987年

3.古川　達雄､山田　勝士(分担執筆)

医薬品有害作用の予測､ 177-186､ R&Dプランニング､ 1987.

1996年

4.山田　勝士(分担執筆)

疾患と今日の処方､ 133-144､ 225-244､ 331-338､医歯薬出版､ 1996.

1997年

5.下堂薗　権洋(分担執筆)

医薬品情報システムと薬歴管理､医療情報学　第2巻､日本医療情報学会､ 158-163､ 1997.

1998年

6.下堂薗　権洋､下園　拓郎､山田　勝士

DI業務の変遷とインターネットへの展開､医学書院､ 1998.

7.本屋　敏郎､山田　勝士(分担執筆)

薬効別医薬品の適正使用指針､ 98､ 36-42､医薬ジャーナル社､ 1998.

8.宮田　健,本屋　敏郎,山田　勝士(分担執筆)

薬物治療学､ 36-46､朝倉書店､ 1998.

1999年

9.下堂薗　権洋(分担執筆)

科学的薬物療法と患者本位の医療をめざして:｢薬物療法の評価～そのためには～学の立場から｣､薬事日報社､

114-121､ 1999.
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業績

I著書 (Book，Book chapter) 

|欧文著書|

1982年

目

1. Furukawa. T.. Yamada. K.. Kushiku. K叫 Ono.N. (分担執筆)
Taurine in Nutrition and Neurology、PlenumPress、1982.

1992年

録

2. Kimura. H.. Yamada. K.. N akaoda. M.. N agashima. M. (分担執筆)
α-Adrenoceptors : Signal transduction. ionic channels. and effector organs、209-212、ExcerptaMedica、

1992. 

2009年
3. Ikeda. R.. Y oshida. K.. Inoue. 1. (分担執筆)
Roles of PLZF and FAZF in osteoblast di旺erentiation.Focus on Zinc Finger Protein Research、293-301、
2009. 

|和文著書|

1980年
l.池田良雄、植木昭和、大森義二、山田勝士(分担執筆)

Andres Goth 薬理学第9版上、贋川書庖、 1980.

2.池田良雄、植木昭和、大森義二、山田勝士(分担執筆)

Andres Goth 薬理学第9版下、庚川書!吉、 1980.

1987年
3.古川達雄、山田勝士(分担執筆)
医薬品有害作用の予測、 177-186、R&Dプランニング、 1987.

1996年
4. 山田勝士(分担執筆)

疾患と今日の処方、 133-144、225-244、331-338、医歯薬出版、 1996.

1997年
5.下堂薗権洋(分担執筆)

医薬品情報システムと薬歴管理、医療情報学 第2巻、日本医療情報学会、 158-163、1997.

1998年
6.下堂薗権洋、下園拓郎、山田勝士

DI業務の変遺とインターネットへの展開、医学書院、 1998.

7.本屋敏郎、山田勝士(分担執筆)

薬効別医薬品の適正使用指針、 98、36-42、医薬ジャーナル社、 1998.
8.宮田健，本屋敏郎.山田勝士(分担執筆)
薬物治療学、 36-46、朝倉書庖、 1998.

1999年
9. 下堂薗権洋(分担執筆)

科学的薬物療法と患者本位の医療をめざして:I薬物療法の評価~そのためには~学の立場から」、薬事日報社、
114-121、1999.
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10.中村　和男､山田　勝士(分担執筆)

診断･治療の進歩と新しい薬剤､ 446-452､医薬ジャーナル社､ 1999.

ll.下園　拓郎､本屋　敏郎､山田　勝士

病気と薬の説明ガイド1999パーキンソン病､パーキンソン症候群治療薬と患者への説明

薬局､ 50､ 50-61､南山堂､ 1999.

2000年

12.山田　勝士､本屋　敏郎､下堂薗　権洋(分担執筆)

実践医療薬学､ 250-258､じほう､ 2000.

2001年

13.下園　市郎､山田　勝士(分担執筆)

薬の辞典､ 609-624､朝倉書店､ 2001.

14.野田　陽子､下園　拓郎､山田　勝士(分埴執筆)

エクセルナース薬シリーズ　脳神経編､ 116-125､メディカルレビュー社､ 2001.

15.下園　祐郎､本屋　敏郎､山田　勝士

病気と薬の説明ガイド2001高尿酸血症･痛風治療薬と患者への説明

薬局別冊､ 52､ 988-1000､南山堂､ 2001.

2002年

16.下園　満都､山田　勝士(分担執筆)

薬効別医薬品の適正使用指針､ 33-59､医薬ジャーナル社､ 2002.

17.下堂薗　権洋(分担執筆)

薬剤師の臨床業務における情報活用法｢医薬品の評価｣､エルゼビア･サイエンス　ミクス､ 30-35､ 2002.

18.山田　勝士(分担執筆)

カッツング薬理学(原著8版)､ 36-50､ 51-63､ 527-548､ 549-564､丸善株式会社､ 2002.

19.下園　拓郎､本屋　敏郎､山田　勝士

病気と薬の説明ガイド2002　消化性潰蕩治療薬と患者への説明

薬局別冊､ 53､ 843-871､南山堂､ 2002.

2003年

20.下園　拓郎､山田　勝士(分担執筆)

医学大辞典､医学書院､ 2003.

21.下園　布部､本屋　敏郎､山田　勝士

病気と薬の説明ガイド2003虚血性心疾患治療薬(狭心症･心筋梗塞)と患者への説明

薬局､ 54､ 629-658､南山堂､ 2003.

2004年

22.武田　泰生､山田　勝士(分担執筆)

イラストレイテッド薬理学｢中枢神経系作用薬｣､ 101-111､ 133-141､ 142-148､丸善株式会社､ 2004.

23.山田　勝士､屋地　慶子､新川　輝俊､下園　拓郎､有馬　純子(分担執筆)

疾患と今日の処方､ 43-96､ 275-302､ 363-389､ 447-485､医歯薬出版､ 2004.

24.下園　拓郎､桧元　一明､山田　勝士(分担執筆)

病気と薬の説明ガイド2004 ｢糖尿病治療薬と患者への説明｣､薬局別冊､ 55､ 1171-1203､南山堂､ 2004.

2005年

25.有馬　純子､柴山　良彦､大磯　茂､桧元　一明､武田　泰生､山田　勝士(分担執筆)

カッツング薬理学(原著9版)､ 35-49､ 50-62､ 506-527､ 528-542､丸善株式会社､ 2005.

26.松元　一明､仮屋薗　博子､山EET　勝士(分損執筆)

病気と薬の説明ガイド2005 ｢過敏性腸症候群と患者への説明｣､薬局別冊､ 56､ 1026-11042､南山堂､ 2005.

27.下堂薗　梅津､総元　一明(分埴執筆)

医薬品卸からの情報収集､医薬品情報学､ 45-55､南山堂､ 2005.

28.下園　拓郎､山田　勝士(分担執筆)

スタンダード薬学シリーズ　薬と疾病Ⅲ､薬物治療(2)および薬物治療に役立つ情報､ 228･233､東京化学同人､

2005,

2006年

29.宮田　篤郎､牛山　美奈､菅原　英輝(分担執筆)
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10. 中村和男、山田勝士(分担執筆)
診断・治療の進歩と新しい薬剤、 446-452、医薬ジャーナル社、 1999.
11.下園拓郎、本屋敏郎、山田勝士

病気と薬の説明ガイド 1999パーキンソン病、パーキンソン症候群治療薬と患者への説明
薬局、 50、50司61、南山堂、 1999.

2000年
12. 山田勝士、本屋敏郎、下堂薗権洋(分担執筆)
実践医療薬学、 250・258、じほう、 2000.

2001年
13.下園拓郎、山田勝士(分担執筆)
薬の辞典、 609-624、朝倉書庖、 2001.
14.野田陽子、下園拓郎、山田勝士(分担執筆)
エクセルナース薬シリーズ 脳神経編、 116-125、メデイカルレビュー社、 2001.
15.下園拓郎、本屋敏郎、山田勝士
病気と薬の説明ガイド 2001 高尿酸血症・痛風治療薬と患者への説明
薬局別冊、 52、988-1000、南山堂、 2001.

2002年
16.下園拓郎、山田勝士(分担執筆)
薬効別医薬品の適正使用指針、 33・59、医薬ジャーナル社、 2002.
17.下堂薗権洋(分担執筆)
薬剤師の臨床業務における情報活用法 「医薬品の評価」、エルゼピア・サイエンス ミクス、 30-35、2002.
18. 山田勝士(分担執筆)
カッツング薬理学(原著8版)、 36同50、51両63、527同548、549同564、丸善株式会社、 2002.
19.下園拓郎、本屋敏郎、山田勝士
病気と薬の説明ガイド 2002 消化性潰蕩治療薬と患者への説明
薬局別冊、 53、843-871、南山堂、 2002.

2003年
20.下園拓郎、山田勝士(分担執筆)
医学大辞典、医学書院、 2003.
21.下園拓郎、本屋敏郎、山田勝士
病気と薬の説明ガイド 2003虚血性心疾患治療薬(狭心症・心筋梗塞)と患者への説明
薬局、 54、629同658、南山堂、 2003.

2004年
22.武田泰生、山田勝士(分担執筆)
イラストレイテッド薬理学「中枢神経系作用薬J、101-111、133-141、142-148、丸善株式会社、 2004.
23. 山田勝士、屋地慶子、新川輝俊、下園拓郎、有馬純子(分担執筆)
疾患と今日の処方、 43-96、275-302、363-389、447-485、医歯薬出版、 2004.
24.下園拓郎、松元一明、山田勝士(分担執筆)
病気と薬の説明ガイド2004r糖尿病治療薬と患者への説明」、薬局別冊、 55、1171-1203、南山堂、 2004.

2005年
25.有馬純子、柴山良彦、大磯茂、松元一明、武田泰生、山田勝士(分担執筆)
カッツング薬理学(原著9版)、 35-49、50・62、506-527、528-542、丸善株式会社、 2005.
26.松元一明、仮屋薗博子、山田勝士(分担執筆)
病気と薬の説明ガイド2005r過敏性腸症候群と患者への説明」、薬局別冊、 56、1026-11042、南山堂、 2005.
27.下堂薗権洋、松元一明(分担執筆)
医薬品卸からの情報収集、医薬品情報学、 45る5、南山堂、 2005.
28.下園拓郎、山田勝士(分担執筆)
スタンダード薬学シリーズ 薬と疾病E、薬物治療(2)および薬物治療に役立つ情報、 228-233、東京化学同人、

2005. 

2006年
29.宮田篤郎、牛山美奈、菅原英輝(分担執筆)
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多機能神経ペプチドPACAP受容体の構造と機能の多様性､内分泌･糖尿病科､特集｢GPCR研究の最前線｣､

421-428､ 2006.

30.松元　一明､下園

病気と薬の説明ガイ

31.下園　拓郎､山田

よむ薬きく薬､南日

32.下園　拓郎､山田

医学大辞典第19版､

2007年

33.枚元　一明､有馬

病気と薬の説明ガイ

拓郎､山田　勝士(分担執筆)

ド2006 ｢抗不整脈薬｣､薬局別冊､ 57､ 1570-1588､南山堂､ 2006･

勝士

本新聞社､ 2006.

勝士(分担執筆)

南山堂､ 2006.

純子､山田　勝士(分担執筆)

ド2007 ｢抗悪性腫蕩薬｣､薬局別冊､ 58､ 1792-1810､南山堂､ 2007･

2008年

34.有馬　純子､牛之潰　風見､牛山　美奈､池田　龍二､茂見　西里､柴山　良彦､菅原　英輝､藤崎　裕子､

屋地　慶子､松元　一明､武田　寮生､山田　勝士(分担執筆)

病気と薬パーフェクトBOOK 2008､ 100011001､ 1005､ 1008､ 1012-1013､ 1019-1021､ 1024-1025､ 103411036､

1040_1041､ 104も1045､ 1051-1052､ 1058､南山堂､ 2008.

35.園田　純一郎､山田　勝士､本屋　敏郎(分担執筆)

pharmacotherapy (改訂版)､ 447-449､ 460-462､ネオメディカル､ 2008･

36.山田　勝士(分担執筆)

薬剤師生涯研修ガイドープロフェツショナル薬剤師になろう-､薬ゼミ情報教育センター､ 2008･

2009年

37.河内　明夫､柴田　由香里､本屋　敏郎(分担執筆)

今日のOTC薬(小児に柑するOTC薬の選択)､ 386-393､南江堂､ 2009.

38.有馬　純子､柴山　良彦､松元　一明､武田　寮生､山田　勝士(分担執筆)

カッツング薬理学　原書10版､ 36-64､ 493-527､丸善株式会社､ 2009.

39.下堂薗　権洋､松元　一明(分担執筆)

医薬品卸からの情報収集､医薬品情報学　改訂2版､ 52-63､南山堂､ 2009.

Ⅱ総説論文(Review article)

欧文総説

2002年

1. Furukawa. T., Ikeda. RりHaraguchi. M., Akiyama, S.

Thymidine phosphorylase, a new molecular target for anti-cancer therapy･

Current TopicsinBiochemiCalResearch. 4: 90-95, 2002･

2006年

2. Inoue, L Ikeda, R.. Tsukahara, S.

current topics in pharmacological research on bone metabolism: promyelotic leukemia zinc丘nger (PLZF)

and tumor necrosis factor-alpha-stimulated gene 6 (TSG-6) iden比丘ed by gene expression analysis play roles

in the pathogenesis of ossi丘cation of the posterior longitudinal ligament･

J. Pharmacol. S°i., 100: 205-210, 2006.

2008年

3. Furukawa, T.. Komatsu, M.Jkeda. 氏., Tsujikaw孔K., Akiyam孔S.

copper transport systems are involved in multidrug resistance and drug transport･

Curr. Med. Chem., 15: 3268-78, 2008.
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多機能神経ペプチドPACAP受容体の構造と機能の多様性、内分泌・糖尿病科、特集 rGPCR研究の最前線」、

421-428、2006.
30.松元一明、下園拓郎、山田勝士(分担執筆)

病気と薬の説明ガイド2006 r抗不整脈薬J、薬局別冊、 57、1570-1588、南山堂、 2006.
31.下園拓郎、山田勝士
よむ薬きく薬、南日本新聞社、 2006.

32. 下園拓郎、山田勝士(分担執筆)

医学大辞典第19版、南山堂、 2006.

2007年
33.松元一明、有馬純子、山田勝士(分担執筆)
病気と薬の説明ガイド2007 r抗悪性腫蕩薬」、薬局別冊、 58、1792-1810、南山堂、 2007.

2008年
34. 有馬純子、牛之涼風見、牛山美奈、池田龍二、茂見茜里、柴山良彦、菅原英輝、藤崎裕子、

屋地慶子、松元一明、武田泰生、山田勝士(分担執筆)

病気と薬パーフェクト BOOK2008、1000-1001、1005、1008、1012-1013、1019-1021、1024-1025、1034-1036、
1040-1041、1044-1045、1051-1052、1058、南山堂、 2008.
35. 園田純一郎、山田勝士、本屋敏郎(分担執筆)

Pharmacotherapy (改訂版)、 447-449、460-462、ネオメデイカル、 2008.

36. 山田勝士(分担執筆)
薬剤師生涯研修ガイド M プロフェッショナル薬剤師になろう-、薬ゼミ情報教育センター、 2008.

2009年
37.河内明夫、柴田由香里、本屋敏郎(分担執筆)

今日の OTC薬(小児に対する OTC薬の選択)、 386-393、南江堂、 2009.

38. 有馬純子、柴山良彦、松元一明、武田泰生、山田勝士(分担執筆)

カッツング薬理学 原書10版、 36-64、493・527、丸善株式会社、 2009.
39. 下堂薗権洋、松元一明(分担執筆)

医薬品卸からの情報収集、医薬品情報学 改訂2版、 52・63、南山堂、 2009.

i E総説論文 (Reviewar制 e)

2002年
1. Furukawa. T吋 Ikeda.R.. Haraguchi. M.. Akiyama. S. 
Thymidine phosphorylase. a new molecular target for anti-cancer therapy. 

Current Topics in Biochemical Research. 4: 90-95.2002. 

2006年
2. Inoue. I.. Ikeda. R.. Tsukahara. S. 
Current topics in pharmacological research on bone metabolism: promyelotic leukemia zinc finger (PLZF) 

and tumor necrosis factor-alpha-stimulated gene 6 (TSG-6) identified by gene expression analysis play roles 

in the pathogenesis of ossification of the posterior longitudinalligament. 
J. PharmacoL Sci.. 100: 205・210.2006.

2008年
3. Furukawa. T.. Komatsu. M.. Ikeda. R.. Tsujikawa. K.. Akiyama. S. 
Copper transport systems are involved in multidrug resistance and drug transport. 
Curr. Med. Chem.. 15: 3268-78.2008. 
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1973年

1.山田　勝士､小川　暢也､植木　昭和

学習分離効果(dissociation of learning)について

フアルマシア､ 9､ 838-843､ 1973.

1975年

2.武元　和博､福田　健夫､末永　典子､山田　勝士､瀧下　修一

6-hydroxydopamineを幼君時に脳室内に授与したラットのストレス潰蕩

医学のあゆみ､ 95､ 17-18､ 1975.

1980年

3.山田　勝士

鎮痛薬の作用機序-モルヒネおよびモルヒネ様ペプチドによる鎮痛機序

福岡大学医学紀要､ 7､ 377-386､ 1980,

1984年

4.山田　勝士､古川　達雄

抗ドパミン剤の作用機序

日本臨林､ 42､ 40-46､ 1984.

1986年

5.山田　勝士､古川　達雄

TRH, LH-RH

日本臨林､ 44､ 382-383､ 1986,

6.山田　勝士､古川　達雄

甲状腺ホルモン

日本臨林､ 44､ 389-390､ 1986.

7.山田　勝士､古川　達雄

抗甲状腺薬

日本臨林､ 44､ 391-392､ 1986.

1992年

8.山田　勝士

あくび行動の発現機構と中枢神経作用の薬効評価

九州実験動物雑誌､ 8､ 29-36､ 1992.

1994年

9.本屋　敏郎､山田　勝士

鉄欠乏性貧血治療薬の生体内動態

薬局､ 45､ 1277-1281､ 1994.

10.本屋　敏郎､山口　辰哉､山田　勝士

医薬分業の実際　あなたは処方せんを読めますか･処方解析
フアルマシア､ 30､ 378-381､ 1994.

ll,下堂薗　権洋

第13回医療情報学連合大会レポート:薬剤情報システム1

月刊薬事､ 36､ 661-662､ 1994.

12.熊之細　透､夏越　祥次､徳田　和信､島田　麻里緒､相良　光久､新川　輝俊､中村　和男､山田　勝士､

福崎　裕延､愛甲　孝

Bleomycin ･ポリ乳酸固形剤の薬剤徐放性と抗腫蕩効果

痛と化学療法､ 21､ 2248-2250､ 1994.

1995年

13.下園　拓郎､本屋　敏郎､山田　勝士

免疫調節薬の生体内動態

薬局､ 46､ 33-39､ 1995,
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4. 山田勝士、古川達雄
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日本臨林、 42、40-46、1984.
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5.山田勝士、古川達雄
TRH， LH四RH

日本臨林、 44、382-383、1986.
6. 山田勝士、古川達雄
甲状腺ホルモン

日本臨林、 44、389-390、1986.
7.山田勝士、古川達雄
抗甲状腺薬

日本臨林、 44、391-392、1986.

1992年
8.山田勝士
あくび行動の発現機構と中枢神経作用の薬効評価

九州実験動物雑誌、 8、29-36、1992.

1994年
9.本屋敏郎、山田勝士
鉄欠乏性貧血治療薬の生体内動態

薬局、 45、1277-1281、1994.
10.本屋敏郎、山口辰哉、山田勝士
医薬分業の実際 あなたは処方せんを読めますか・処方解析

ファルマシア、 30、378-381、1994.
11.下堂薗権洋
第13回医療情報学連合大会レポート:薬剤情報システム1
月刊薬事、 36、661-662、1994.
12.熊之細透、夏越祥次、徳田和信、島田麻里緒、相良光久、新川輝俊、中村和男、山田勝士、

福崎裕延、愛甲孝

Bleomycin'ポリ乳酸固形剤の薬剤徐放性と抗腫蕩効果

癌と化学療法、 21、2248-2250、1994.

1995年
13.下園拓郎、本屋敏郎、山田勝士
免疫調節薬の生体内動態

薬局、 46、33同39、1995.
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14.下園　拓郎､本屋　敏郎､山田　勝士

プロトンポンプ阻害薬と他剤との薬物相互作用

薬局､ 46､ 43-49､ 1995.

15.中村　和男､仮屋薗　博子､山田　勝士

食事と薬の相互関係:抗血栓薬と食事

臨床と薬物治療､ 14､ 933-935､ 1995.

16.下園　拓郎､若松　弘文､本屋　敏郎､山田　勝士

外来患者の医薬分業に対する意識変化調査

医薬ジャーナル､ 31､ 91-95､ 1995.

17.下園　拓郎､下堂薗　権洋､本屋　敏郎､山田　勝士

鹿児島大学医学部附属病院における抗生物質の使用状況

化学療法の領域､ 11､ 8㌻94､ 1995.

18.平川　亘､門田　紘輝､朝倉　哲彦､横山　俊一､寺田 耕作､春園　明宏､平野　宏文､八代　-孝､

窪田　優子､下堂薗　権洋

Methotrexate封入Fibrin Glueによる悪性脳腫癌に対する局所化学療法

痛と化学療法､ 22､ 805-809､ 1995.

19.永島　真理子､藤川　麻衣子､山田　勝士､古川　達雄

あくび行動に関与する神経性ペプチドおよびムスカリン受容体サブタイプについて

Neurosciences､ 21､ 153-156､ 1995.

1996年

20.徳田　和信､夏越　祥次､島田　麻里緒､熊之細　透､吉揮　秀和､上村　芳三､幡手　泰雄､中村　和男､

山田　勝士､愛甲　孝

ポリ乳酸固形剤の局所化学療法に関する基礎的検討

痛と化学療法､ 23､ 1516-1518､ 1996.

21.中村　和男､豊平　均､仮屋薗　博子､山田　勝士､森山　由紀則､平　明

人工弁置換術後早期におけるプロトロンビンフラグメント1+2測定の有用性

医学と薬学､ 35､ 839-845､ 1996.

22.下堂薗　権洋

第15回医療情報学連合大会レポート:注射オーダリング関連システム2

月刊薬事､ 38､ 1612-1613､ 1996.

1997年

23.仮屋薗　博子､中村　和男､山田　勝士

院内製剤の品質試験と評価

月刊薬事､ 39､ 114ト1145､ 1997.

24.下園　拓郎､新川　輝俊､本屋　敏郎､山田　勝士

軟膏剤混合調剤の実態について

医薬ジャーナル､ 33､ 137-142､ 1997.

25.中村　和男､田中　紘輝､豊平　均､仮屋薗　博子､浜田　信男､門野　潤､森山　由紀則､山田　勝士､

平　明

外科手術後の栄養状態の評価- Rapid turnover proteinを中心に一

医学と薬学､ 38､ 335-342､ 1997.

26.下堂薗　権洋､本屋　敏郎､山田　勝士

すべての患者-の情報提供をめざして

月刊薬事､ 39､ 1821-1825､ 1997.

27.下堂薗　権洋

意志の疎通

薬事新報､ 1941､ 3､ 1997.

1998年

28.山口　辰哉､本屋　敏郎､山田　勝士

塩基性NSAIDとアスピリン噛息

幡息(春季)､ 11､ 45-48､ 1998.

29.下堂薗　権洋､本屋　敏郎､山田　勝士､熊本　一朗

薬剤の適正使用を目指して一薬歴データベースの構築から薬剤疫学への応用一

医療情報学､ 18､ 115-123､ 1998.

30.下堂薗　権洋
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14. 下園拓郎、本屋敏郎、山田勝士

プロトンポンプ阻害薬と他剤との薬物相互作用

薬局、 46、43-49、1995.
15. 中村和男、仮屋薗博子、山田勝士
食事と薬の相互関係:抗血栓薬と食事

臨床と薬物治療、 14、933-935、1995.
16. 下園拓郎、若松弘文、本屋敏郎、山田勝士

外来患者の医薬分業に対する意識変化調査

医薬ジャーナル、 31、91-95、1995.
17. 下園拓郎、下堂薗権洋、本屋敏郎、山田勝士

鹿児島大学医学部附属病院における抗生物質の使用状況

化学療法の領域、 11、83-94、1995.
18. 平川豆、門田紘輝、朝倉哲彦、横山俊一、寺田耕作、春園明宏、平野宏文、八代一孝、

窪田優子、下堂薗権洋

Methotrexate封入FibrinGlueによる悪性脳腫蕩に対する局所化学療法

癌と化学療法、 22、805-809、1995.
19. 永島真理子、藤川麻衣子、山田勝士、古川達雄
あくび行動に関与する神経性ペプチドおよびムスカリン受容体サブタイプについて

N eurosciences、21、153-156、1995.

1996年
20. 徳田和信、夏越祥次、島田麻里緒、熊之細透、吉津秀和、上村芳三、 I幡手泰雄、中村和男、

山田勝士、愛甲孝

ポリ乳酸固形剤の局所化学療法に関する基礎的検討-

癌と化学療法、 23、1516-1518、1996.
21.中村和男、豊平均、仮屋薗博子、山田勝士、森山由紀則、平明

人工弁置換術後早期におけるプロトロンビンフラグメント1+2測定の有用性

医学と薬学、 35、839・845、1996.
22.下堂薗権洋

第15回医療情報学連合大会レポート:注射オーダリング関連システム2

月刊薬事、 38、1612-16日、 1996.

1997年
23. 仮屋薗博子、中村和男、山田勝士

院内製剤の品質試験と評価

月刊薬事、 39、1141・1145、1997.
24. 下園拓郎、新川輝俊、本屋敏郎、山田勝士
軟膏剤混合調剤の実態について

医薬ジャーナル、 33、137-142、1997.
25. 中村和男、田中紘輝、豊平均、仮屋薗博子、浜田信男、門野潤、森山由紀則、山田勝士、
平明

外科手術後の栄養状態の評価-Rapid turnover proteinを中心に一
医学と薬学、 38、335-342、1997.
26. 下堂薗権洋、本屋敏郎、山田勝士

すべての患者への情報提供をめざして

月刊薬事、 39、1821-1825、1997.
27.下堂薗権洋
意志の疎通

薬事新報、 1941、3、1997.

1998年
28. 山口辰哉、本屋敏郎、山田勝士

塩基性NSAIDとアスピリン哨息

端息(春季)、 11、45-48、1998.
29. 下堂薗権洋、本屋敏郎、山田勝士、熊本一朗

薬剤の適正使用を目指してー薬歴データベースの構築から薬剤疫学への応用-

医療情報学、 18、115-123、1998.
30. 下堂薗権洋
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第16回医療情報学連合大会レポート

月刊薬事､ 40､ 1612-1613､ 1998.

31,下堂蘭　権洋

第17回医療情報学連合大会レポート:処方オーダリングシステム

月刊薬事､ 40､ 1652-1653､ 1998,

1999年

32.下園　拓郡､本屋　敏郎､山田　勝士

利尿薬

薬局､ 50､ 1647-1655､ 1999.

33.柴山　良彦､下堂薗　権洋､大磯　茂､本屋　敏郎､山田　勝士

インターネットと副作用情報

総合臨床､ 48､ 1445-1448､ 1999.

34.有馬　純子､本屋　敏郎､山田　勝士､福田　健夫

薬物動態とTDM

臨林透析､ 15､ 1641-1648､ 1999.

35.下園　拓郎､川原　陽子､大磯　茂､本屋　敏郎､山田　勝士

医薬品情報の薬剤使用動向に及ぼす影響

医薬ジャーナル､ 35､ 152-157､ 1999.

2000年

36.下園　布部､本屋　敏郎､山田　勝士

生活習慣病クリニカルガイド　高血圧症治療薬

薬局､ 51､ 461-497､ 2000.

37.下園　拓郎､下堂薗　権洋､本屋　敏郎､山田　勝士

鹿児島大学医学部附属病院における抗癌剤の使用状況

化学療法の領域､ 16､ 824-837､ 2000.

38,下園　拓郎､本屋　敏郎､山田　勝士

鹿児島大学医学部附属病院における医薬品の使用動向について

医薬ジャーナル､ 36､ 1419-1423､ 2000.

2001年

39,中村　和男､仮屋薗　博子､前原　珠代､山田　勝士､浜田　信男､石崎　直樹､中村　登､坂田　隆造

痛患者における遊蕩マーカーと栄養状態との関連性

静脈経腸栄養､ 16､ 53-60､ 2001.

40.下園　拓郎､本屋　敏郎､山田　勝士

新薬展望2001消化器系用薬

医薬ジャーナル､ 37､ 191-199､ 2001,

41.下園　拓郎､本屋　敏郎､山田　勝士

外来患者への外用剤･注射剤の服薬指導　点耳剤

薬局､ 52､ 1385-1395､ 2001.

42.山口　辰哉､大磯　茂､野田　陽子､山田　勝士

糖尿病を合併する高血圧症患者への指導

薬局､ 52､ 2381-2389､ 2001.

2002年

43.屋地　慶子､下堂薗　権洋､山田　勝士

リハビリテーション科における服薬指導一血圧コントロールに対する認識の改善について-

Pharmacy Today､ 15､ 2-6､ 2002.

44　岩下　佳敬､佐多　照正､中尾　承司､本田　香奈恵､山下　カオリ､石田　和久､田辺　元､本屋　敏郎､

山田　勝士

手術前に服用中止を考慮すべき薬剤一覧表｣の作成とその評価一抗凝固薬(抗血小坂薬を含む)を中心に一

医薬ジャーナル､ 38､ 1344-1349､ 2002.

45,大磯　茂

セレン欠乏は腫蕩形成に関与する遺伝子転写を変化させる

フアルマシア､ 890･891､ 2002.
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32.下園拓郎、本屋敏郎、山田勝士
利尿薬

薬局、 50、1647同1655、1999.
33.柴山良彦、下堂薗権洋、大磯茂、本屋敏郎、山田勝士
インターネットと副作用情報

総合臨床、 48、1445-1448、1999.
34.有馬純子、本屋敏郎、山田勝士、福田健夫
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合硫アミノ酸、 2、101-109、1979.

1980年
9.阿部正義、櫛来和司、守下秀治、山田勝士、松木純子、古川達雄
Alprazolamおよびその主要代謝物についての薬学的研究

医学研究、 50、495-507、1980.

1984年
10. 山田勝士、熊谷雅之、田中真理子、柴田和彦、古川達雄

Kainic acidおよぼす TRHanalogue誘発bodyshakingに及ぼす muscimolおよびtaurineの影響

含硫アミノ酸、 7、11-15、1984.

11.山田勝士、徳永恒夫、安倍正弘、古川達雄

Reninの中枢作用に対する GABAおよびtaurineの措抗

含硫アミノ酸、 7、47-53、1984.

1987年
12. 柴田和彦、安倍正弘、松田年浩、山田勝士、古川達雄

自然発症高血圧ラットにおける taurine内服投与による angiotensinIIおよびreninの中枢性血圧作用の減弱

含硫アミノ酸、 10、63-71、1987.

1991年
13. 山田勝士、古川達雄

新規抗うつ薬setiptilineについての行動薬理学的研究

日薬理誌、 97、31-39、1991.

1994年
14.小宅正、太田伸、北津式文、黒山政一、相良悦郎、下堂薗権洋、

政団 幹夫(日本病院薬剤師会第9小委員会)

薬剤疫学に関する調査研究

病院薬学、 20、88・91、1994.

15. 熊之細透、夏越祥次、島田麻里緒、相良光久、徳田和信、愛甲孝、新川輝俊、中村和男、

山田勝士、福崎裕延

ブレオマイシン・ポリ乳酸固形剤の薬剤徐放性と組織移行性に関する実験的検討

リンパ学、 17、15-18、1994.

1995年
16. 本屋敏郎、下園拓郎、山口辰哉、新川輝俊、中村和男、下堂薗権洋、若松弘文、山田勝士

ニューキノロン系抗菌剤の吸収に及ぼす牛乳の影響

TDM研究、 12、263・264、1995.

17. 豊平均、中村和男、仮屋薗博子、山田勝士、森山由紀則、下川新二、西元寺秀明、平明

人工弁置換術後早期における抗凝固剤と抗血小板剤併用の意義

胸部外科、 48、749-755、1995.

18. 平川豆、門田紘輝、朝倉哲彦、横山俊一、寺田耕作、春園明宏、平野宏文、八代一孝、

窪田優子、下堂薗権洋

Methotrexate封入FibrinGlueによる悪性脳腫蕩に対する局所化学療法

癌と化学療法、 22、805-809、1995.

19. 小宅正、太田伸、北津式文、黒山政一、相良悦郎、下堂薗権洋、政田幹夫、

橋本 ひろ美(日本病院薬剤師会第9小委員会)

薬剤疫学に関する調査研究 ー薬剤師による薬剤疫学的研究についてー

病院薬学、 21、14-21、1995.

-148-



1 996年

20.下堂薗　権洋､熊本　一朗､桧崎　聖一､本屋

外来処方集における過去10年間の処方内容推移

薬剤疫学､ 2､ 117-124､ 1996.

21.本屋　敏郎､宮下　正日出､山田　勝士

服薬指導に関する文献情報(1)

日本病院薬剤師会雑誌､ 32､ 1240-1243､ 1996.

敏郎､山田　勝士

1997年

22.本屋　敏郎､宮下　正日出､山田　勝士

服薬指導に関する文献情報(2)

日本病院薬剤師会雑誌､ 33､ 111-113､ 1997.

23.本屋　敏郎､宮下　正日出､山田　勝士

服薬指導に関する文献情報(3)

日本病院薬剤師会雑誌､ 33､ 341-344､ 1997.

24.本屋　敏郎､宮下　正日出､山田　勝士

服薬指導に関する文献情報(4)

日本病院薬剤師会雑誌､ 33､ 627-629､ 1997.

25.本屋　敏郎､宮下　正日出､山田　勝士

服薬指導に関する文献情報(5)

日本病院薬剤師会雑誌､ 33､ 857-859､ 1997.

26.本屋　敏郎､宮下　正日出､山田　勝士

服薬指導に関する文献情報(6)

日本病院薬剤師会雑誌､ 33､ 1179-1182､ 1997.

27.本屋　敏郎､宮下　正日出､山田　勝士

服薬指導に関する文献情報(7) (完)

日本病院薬剤師会雑誌､ 33､ 1461-1464､ 1997.

1999年

28.大磯　茂､下園　拓郎､川原　陽子､本屋　敏郎､山田　勝士

アミノフイリンまたはイソニアジドと整腸剤との配合変化

日本病院薬剤師会雑誌､ 35､ 37A4､ 1999.

2000年

29.佐多　照正､岩下　佳敬､辻　夏織､中尾　承司､本田　香奈恵､井ノ下　陽子､中野　理美子､石田　和久､

本屋　敏郎､山田　勝士

高齢者に対する服薬指導の工夫とその成果一写真付き薬剤情報文書による服薬指導の効果一

日本病院薬剤師会雑誌､ 36､ 907-909､ 2000.

30.石田　和久､中野　理美子､井ノ下　陽子､本田　香奈恵､中尾　承司､辻　夏織､佐多　照正､岩下　佳敬､

本屋　敏郎､山田　勝士

薬剤科による自己血輸血の推進とその成果

日本病院薬剤師会雑誌､ 36､ 1095-1097､ 2000.

2001年

31.下園　拓郎､柴山　良彦､下堂菌　梅津､山田　勝士

医薬品情報としての薬剤使用動向

医薬品情報学､ 3､ 132-133､ 2001.

32.折井　孝男､後藤　仲之､下堂菌　権洋､田中　照夫､政田　幹夫､久保田　潔､清水　直容､

真山　武志(平成12年度学術委員会　学術第5小委員会報告)

薬剤疫学的手法を利用した医薬品適正使用に関する研究

日本病院薬剤師会雑誌､ 37､ 157-160､ 2001.

33,佐多　照正､石田　和久､中野　理美子､井ノ下　陽子､本田　香奈恵､中尾　承司､山下　夏織､

岩下　佳敬､本屋　敏郎､山田　勝士

高齢者の服用薬剤に関する理解度の持続性と再学習に及ぼす写真付き薬剤情報文書の効果

日本病院薬剤師会雑誌､ 37､ 221-223､ 2001,

2002年

34.折井　孝男､後藤　仲之､下堂薗　権洋､田中　照夫､政田　幹夫､久保田　潔､清水　容､

-149-

~畠~包~、島巧~品，中司とt巧F吐包tτ~宮~包〆苛~恒常、出バ~ベ~苛トtν守、~弓守司，...苛守吐』弓手~明~苛ト~苛ト叫と戸常司~叫V苛~シ弓骨、~苛トt与戸苛号、品弓ト"""'"ヲ~苛~ヲ~句~云、~写疋

1996年
20.下堂薗権洋、熊本一朗、松崎聖一、本屋敏郎、山田勝士
外来処方築における過去10年間の処方内容推移
薬剤疫学、 2、117-124、1996.
21.本屋敏郎、宮下正日出、山田勝士
服薬指導に関する文献情報(1)

日本病院薬剤師会雑誌、 32、1240-1243、1996.

1997年
22.本屋敏郎、宮下正日出、山田勝士
服薬指導に関する文献情報(2)

日本病院薬剤師会雑誌、 33、111-113、1997.
23.本屋敏郎、宮下正日出、山田勝士
服薬指導に関する文献情報(3)

日本病院薬剤師会雑誌、 33、341-344、1997.
24.本屋敏郎、宮下正日出、山田勝士
服薬指導に関する文献情報(4)

日本病院薬剤師会雑誌、 33、627-629、1997.
25.本屋敏郎、宮下正日出、山田勝士
服薬指導に関する文献情報(5)

日本病院薬剤師会雑誌、 33、857四859、1997.
26.本屋敏郎、宮下正日出、山田勝士
服薬指導に関する文献情報(6)

日本病院薬剤師会雑誌、 33、1179-1182、1997.
27.本屋敏郎、宮下正日出、山田勝士
服薬指導に関する文献情報(7)(完)

日本病院薬剤師会雑誌、 33、1461向1464、1997.

1999年
28.大磯茂、下園拓郎、川原陽子、本屋敏郎、山田勝士
アミノフイリンまたはイソニアジドと整腸剤との配合変化

日本病院薬剤師会雑誌、 35、37-44、 1999.

2000年
29.佐多照正、岩下佳敬、辻夏織、中尾承司、本田香奈恵、井ノ下陽子、中野理美子、石田和久、
本屋敏郎、山田勝士
高齢者に対する服薬指導の工夫とその成果-写真付き薬剤情報文書による服薬指導の効果一

日本病院薬剤師会雑誌、 36、907同909、2000.
30.石田和久、中野理美子、井ノ下陽子、本田香奈恵、中尾承司、辻夏織、佐多照正、岩下佳敬、
本屋敏郎、山田勝士

薬剤科による自己血輸血の推進とその成果

日本病院薬剤師会雑誌、 36、1095-1097、2000.

2001年
31.下園拓郎、柴山良彦、下堂薗権洋、山田勝士
医薬品情報としての薬剤使用動向

医薬品情報学、 3、132-133、2001.
32.折井孝男、後藤伸之、下堂薗権洋、田中照夫、政団幹夫、久保田潔、清水直容、
真山 武志(平成12年度学術委員会学術第5小委員会報告)
薬剤疫学的手法を利用した医薬品適正使用に関する研究

日本病院薬剤師会雑誌、 37、157-160、2001.
33.佐多照正、石田和久、中野理美子、井ノ下陽子、本田香奈恵、中尾承司、山下夏織、

岩下佳敬、本屋敏郎、山田勝士

高齢者の服用薬剤に関する理解度の持続性と再学習に及ぼす写真付き薬剤情報文書の効果

日本病院薬剤師会雑誌、 37、221-223、2001.

2002年
34.折井孝男、後藤伸之、下堂薗権洋、田中照夫、政団幹夫、久保田潔、清水容、
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真山　武志(平成13年度学術委員会　学術第5小委員会報告)

薬剤疫学的手法を利用した医薬品適正使用に関する研究

日本病院薬剤師会雑誌､ 38､ 1025-1029､ 2002.

35.後藤　仲之､下堂薗　権洋､田中　照夫､政田　幹夫､折井　孝男

病院情報システムに蓄積された薬剤データの薬剤疫学的手法を利用した医薬品適正使用研究

医療情報学､ 22､ 32ト329､ 2002.

2003年

36.栗田　美穂､大磯茂､柴山良彦､下堂薗権洋､本屋敏郎､山田勝士
バンコマイシンの投与設計におけるTDM法とノモグラム法との比較

TDM研究､ 20､ 175-176､ 2003.

37.折井　孝男､鎌田　志乃ぶ､後藤　仲之､下堂薗　権洋､田中　照夫､政田　幹夫､久保田　潔､

清水　直容､真山　武志(平成13年度学術委員会　学術第5小委員会報告)

薬剤疫学的手法を利用した医薬品適正使用に関する研究-中間報告一
日本病院薬剤師会雑誌､ 39､ (1)､ 80-84､ 2003.

2005年

38.宮越　妙子､松元　一明､大磯　茂､下堂薗　権洋､武田　寮生､山田　勝士

ティコプラニン維持量設定ノモグラムの作成

日本病院薬剤師会雑誌､ 41､ 1267-1270､ 2005.

2006年

39.池田　龍二､車　暁芳､牛山　美奈､山口　辰哉､武田　寮生､柴山　良彦､中村　和男､古川　龍彦､

秋山　伸一､山田　勝士

セフアランテンによる抗癌剤のアポトーシス増強作用とそのメカニズム

アルカロイド研究会会誌､ 32､ 111-115､ 2006.

2008年

40.牛山　美奈､池田　龍二､新田　哲也､田賓　祐介､宮脇　昭彦､山口　辰哉､下堂薗　権洋､牛之潰　風見､

松井　竜太郎､杉原　一正､中村　典史､山田　勝士

口腔痛治療時に汎用される院内製剤アズノール含飲水の安定性と細菌学的検討

歯科薬物療法､ 27､ 143-150､ 2008.

41.桐野　友子､緒方　敦子､下堂薗　恵､野元　佳子､川平　和美､茂見　西里

cyp2C19遺伝子多型によるフェニトイン中毒の脳卒中片麻痔の1例

リハビリテーション医学､ 45､ 617-622､ 2008

2009年

42.金子　生､猪川　和朗､福原　慶､森川　則文､福永　直子､深水　知英､松元　一明､下堂薗権洋､

武田寮生､山田勝士
シクロスポリンおよびタクロリムスのTDM支援ソフトウェアの開発

TDM研究､ 26､ 52-58､ 2009.

2010年

43.竹下　鮎美､松元　一明､茂見　西里､猪川　和朗､森川　則文､武田　寮生､山田　勝士

腎機能障害を有する術後MRSA感染症患者2例におけるリネゾリドの体内動態

日本外科感染症学会雑誌､ 7､ 373-376､ 2010.

44.冨重　恵利紗､河内　明夫､柴田　由香里､福森　正郎､園田　純一郎､鳴海　恵子､山田　勝士､

本屋　敏郎

実務実習事前学習における｢薬局製剤実習｣の実施とその評価

医療薬学､ 36､ 817-825､ 2010.
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真山 武志(平成13年度学術委員会学術第5小委員会報告)
薬剤疫学的手法を利用した医薬品適正使用に関する研究

日本病院薬剤師会雑誌、 38、1025旬1029、2002.
35.後藤伸之、下堂薗権洋、田中照夫、政団幹夫、折井孝男
病院情報システムに蓄積された薬剤データの薬剤疫学的手法を利用した医薬品適正使用研究

医療情報学、 22、321-329、2002.

2003年
36.栗田美穂、大磯茂、柴山良彦、下堂薗権洋、本屋敏郎、山田勝士
バンコマイシンの投与設計における TDM法とノモグラム法との比較

TDM研究、 20、175-176、2003.
37.折井孝男、鎌田志乃ぶ、後藤伸之、下堂薗権洋、田中照夫、政団幹夫、久保田潔、
清水直容、真山武志(平成13年度学術委員会学術第5小委員会報告)
薬剤疫学的手法を利用した医薬品適正使用に関する研究-中間報告-

日本病院薬剤師会雑誌、 39、(1)、80・84、2003.

2005年
38.宮越妙子、松元一明、大磯茂、下堂薗権洋、武田泰生、山田勝士
テイコプラニン維持量設定ノモグラムの作成

日本病院薬剤師会雑誌、 41、1267-1270、2005.

2006年
39.池田龍二、車暁芳、牛山美奈、山口辰哉、武田泰生、柴山良彦、中村和男、古川龍彦、
秋山伸一、山田勝士

セファランチンによる抗癌剤のアポトーシス増強作用とそのメカニズム

アルカロイド研究会会誌、 32、111-115、2006.

2008年
40.牛山美奈、池田龍二、新田哲也、田賓祐介、宮脇昭彦、山口辰哉、下堂薗権洋、牛之潰風見、
松井竜太郎、杉原一正、中村典史、山田勝士

口腔癌治療時に汎用される院内製剤アズノーlレ含撒水の安定性と細菌学的検討

歯科薬物療法、 27、143-150、2008.
41.桐野友子、緒方敦子、下堂薗恵、野元佳子、川平和美、茂見茜里
CYP2C19遺伝子多型によるフェニトイン中毒の脳卒中片麻痔のl例
リハビリテーション医学、 45、617-622、2008

2009年
42.金子生、猪川和朗、福原慶、森川則文、福永直子、深水知英、松元一明、下堂薗権洋、
武田泰生、山田勝士

シクロスポリンおよびタクロリムスの TDM支援ソフトウェアの開発

TDM研究、 26、52-58、2009.

2010年
43.竹下鮎美、松元一明、茂見茜里、猪川和朗、森川則文、武田泰生、山田勝士
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高本　和雄

ノルフロキサシン及びシプロフロキサシンの吸収に及ぼすクエン酸第-鉄のNaの影響

日本薬学会第118年会､京都､ 1998.

28,下園　拓郎､若桧　弘文､新川　輝俊､下堂薗　梅津､中村　和男､本屋　敏郎､山田　勝士

処方オーダリングシステムを利用した薬剤情報損供システムの構築

日本薬学会第118年会､京都､ 1998.

29.本屋　敏郎､宮下　正日出､河内　明夫､山田　勝士

鉄剤とセフェム系抗生物質の相互作用

日本薬剤学会第13年会､山梨､ 1998.

30.仮屋薗　博子､中村　和男､森山　由紀則､豊平　均､四元　剛一､平　明､山田　勝士

塩酸サルポグレラートの血小板凝集抑制作用とセロトニンおよびP-セレクチン放出との関連性

第19回日本臨床薬理学会年会､別府､ 1998.

31.中村　和男､仮屋薗　博子､新川　輝俊､山口　辰哉､山下　珠代､森山　由紀則､豊平　均､四元　剛へ

平　明､山田　勝士

H2_受容体括抗剤の血小板凝集およびP-セレクチン放出に及ぼす影響

第19回日本臨床薬理学会､別府､ 1998.

32.山口　辰哉､本屋　敏郎､中村　和男､山田　勝士､森　広安､郡山　暢之､山田　洋､枇榔　貞利､

鄭　忠和､前田　博子

多剤耐性肺結核症における副作用対策の1例

第8回日本病院薬学会年会､横浜､ 1998.

33.仮屋薗　博子､中村　和男､新川　輝俊､山口　辰哉､大磯　茂､山田　勝士､森山　由紀則､豊平　均､

四元　剛-､平　明

In vitr｡におけるアスピリンの血小板凝集およびP-セレクチン放出に及ぼす影響

第15回日本薬学会九州支部大会､福岡､ 1998.

34.中尾　承司,岩下　佳敬,佐多　照正,辻　夏織,本田　香奈恵,井ノ下　陽子,中野　理美子,石田　和久,

本屋　敏郎,山田　勝士

薬剤管理指導業務導入とその成果

第62回九州山口薬学大会､鹿児島､ 1998.

35.宮下　正日出､本屋　敏郎､河内　明夫､山田　勝士

シプロキサンと鉄剤の相互作用

第62回九州山口薬学大会､鹿児島､ 1998,

36.千々和　真由子､仮屋薗　博子､本屋　敏郎､山田　勝士

医療薬剤業務時における手指消毒の持続効果に関する検討

第62回九州山口薬学大会､鹿児島､ 1998.
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21.門野潤、田中紘輝、浜田信男、生駒明、菰方輝夫、西田聖剛、中村登、豊平均、平明、
中村和男、仮屋薗博子

術式別手術侵襲と血中炎症性サイトカイン

第49回日本消化器外科学会総会、福岡、 1997.
22.下堂薗権洋、下園拓郎、本屋敏郎、山田勝士
鹿児島大学病院における抗生物質の使用実態

第3回日本薬剤疫学研究会、東京、 1997.
23.河内明夫、宮下正日出、郷司敦司、本屋敏郎、山田勝士
Arg8-vasopressin及びendothelin-1の脳室内投与による胴体回転行動に関する研究

第27回神経精神薬理学会年会、鹿児島、 1997.
24.高木望、山口辰哉、山下珠代、猪八重潤子、本屋敏郎、山田勝士
治験の特定療養費制度に対する取り組み

第61回九州山口薬学大会、熊本、 1997.

1998年
25.鮎川修、中村和男、仮屋薗博子、山下珠代、山田勝士、豊平均、森山由紀則、浜田信男、
平明

術後早期における好中球エラスターゼ測定の意義について

日本薬学会第118年会、京都、 1998.
26.柴山良彦、若松弘文、新川輝俊、下堂薗権洋、下園拓郎、中村和男、本屋敏郎、山田勝士、
漆原寛和、赤尾茂、細尾智道、衛藤宏

処方オーダリングシステムを利用した薬剤情報提供システムの構.築

日本薬学会第118年会、京都、 1998.
27.本屋敏郎、宮下正日出、河内明夫、山田勝士、藤森浩行、山本康史、坂之上知稔、宇佐美勉、
高本和雄

ノルフロキサシン及びシプロフロキサシンの吸収に及ぼすクエン酸第一鉄のNaの影響
日本薬学会第118年会、京都、 1998.
28.下園拓郎、若松弘文、新川輝俊、下堂薗権洋、中村和男、本屋敏郎、山田勝士
処方オーダリングシステムを利用した薬剤情報提供システムの構築

日本薬学会第118年会、京都、 1998.
29.本屋敏郎、宮下正日出、河内明夫、山田勝士
鉄剤とセフェム系抗生物質の相互作用

日本薬剤学会第13年会、山梨、 1998.
30.仮屋薗博子、中村和男、森山由紀則、豊平均、四元剛一、平明、山田勝士
塩酸サルポグレラートの血小板凝集抑制作用とセロトニンおよびp-セレクチン放出との関連性

第19回日本臨床薬理学会年会、別府、 1998.
31.中村和男、仮屋薗博子、新川輝俊、山口辰哉、山下珠代、森山由紀則、豊平均、四元剛一、

平明、山田勝士

H2-受容体措抗剤の血小板凝集およびP同セレクチン放出に及ぼす影響
第19回日本臨床薬理学会、別府、 1998.
32.山口辰哉、本屋敏郎、中村和男、山田勝士、森広安、郡山陽之、山田洋、枇榔貞利、
鄭忠和、前田博子

多剤耐性肺結核症における副作用対策の1例

第8回日本病院薬学会年会、横浜、 1998.
33.仮屋薗博子、中村和男、新川輝俊、山口辰哉、大磯茂、山田勝士、森山由紀則、豊平均、
四元剛一、平明

In vitroにおけるアスピリンの血小板凝集およびp-セレクチン放出に及ぼす影響

第15回日本薬学会九州支部大会、福岡、 1998.
34.中尾承司，岩下佳敬，佐多照正，辻夏織，本田香奈恵，井ノ下陽子，中野理美子，石田和久，
本屋敏郎，山田勝士

薬剤管理指導業務導入とその成果

第62回九州山口薬学大会、鹿児島、 1998.
35.宮下正日出、本屋敏郎、河内明夫、山田勝士
シプロキサンと鉄剤の相互作用

第62回九州山口薬学大会、鹿児島、 1998.
36.千々和真由子、仮屋薗博子、本屋敏郎、山田勝士
医療薬剤業務時における手指消毒の持続効果に関する検討

第62回九州山口薬学大会、鹿児島、 1998.
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37.猪八重　潤子､山口　辰哉､石塚　史子､本屋　敏郎､山田　勝士

新GCP施行における治験動向の推移

第62回九州山口薬学大会､鹿児島､ 1998.

38.下園　拓郎､川原　陽子､大磯　茂､本屋　敏郎､山田　勝士

鹿児島大学医学部附属病院における医薬品情報と薬剤の使用状況

第62回九州山口薬学大会､鹿児島､ 1998.

39.柴山　良彦､若松　弘文､下堂薗　権洋､梓　恭子､吉村　真､有馬

近年の麻薬の使用動向

純子､本屋　敏郎､山田　勝士

第62回九州山口薬学大会､鹿児島､ 1998.

40.梓　恭子､有馬　純子､吉村　真､若松　弘文､本屋　敏郎､山田　勝士

注射薬返却の実態と検討

第62回九州山口薬学大会､鹿児島､ 1998.

41.吉相　真､新川　輝俊､柴山　良彦､山崎　陽子､野田　陽子､本屋　敏郎､山田　勝士

全自動錠剤分包機内における錠剤の経時的変化

第62回九州山口薬学大会､鹿児島､ 1998.

42.大磯　茂､下園　拓郎､川原　陽子､本屋　敏郎､山田　勝士

アミノフイリンまたはイソニアジドと整腸剤との配合変化

第62回九州山口薬学大会､鹿児島､ 1998.

43.川原　陽子､大磯　茂､下園　拓郎､新川　輝俊､山田　勝士

特殊調剤､特殊製剤の実態について

第62回九州山口薬学大会､鹿児島､ 1998.

44.河内　明夫､宮下　正日出､本屋　敏郎､山田　勝士

アンジオテンシンタイプ1 (ATl)受容体括抗薬ロサルタンの脳室内投与による胴体回転行動

第28回神経精神薬理学会年会､東京､ 1998.

1999年

45.鮎川　修､中村　和男､仮屋薗　博子､山田　勝士､森山　由紀則､平　明

解離性動脈痛における血液凝固系および炎症反応の推移

日本薬学会第119年会､徳島､ 1999.

46.千々和　英由子､仮屋薗　博子､野田　陽子､本屋　敏郎､山田　勝士

調剤における手指消毒の意義

日本薬学会第119年会､徳島､ 1999.

47.梓　恭子､有馬　純子､吉相　真､若松　弘文､本屋　敏郎､山田　勝士

注射薬返却の削減に関する検討

日本薬学会第119年会､徳島､ 1999.

48.中村　和男､仮屋薗　博子､新川　輝俊､山口　辰哉､森山　由紀則､山田　勝士

シロスタゾ-ルの抗血小板作用と顕粒内容物放出抑制作用について

第20回日本臨床薬理学会年会､横浜､ 1999.

49.佐屋薗　博子､中村　和男､新川　輝俊､森山　由紀則､山田　勝士

P-セレクチンおよび血小板内サイクリックAMPに及ぼすシロスタゾ-ルの影響

第20回日本臨床薬理学会年会､横浜､ 1999.

50.山口　辰哉､本屋　敏郎､中村　和男､山田　勝士､川池　陽一､麻生　克己､加計　正文､有馬　直道､

鄭　忠和､前田　博子

服薬指導で経験した大量の清涼飲料水摂取によりケト-シスを発症した糖尿病の一例

第9回日本病院薬学会年会､札幌､ 1999.

51.大磯　茂､本屋　敏郎､下堂薗　権洋､山崎　陽子､梓　恭子､山田　勝士､吉永　正夫､川畑　政治､

川原　元司､自尾　一定､中野　-司､宮之原　弘晃､亀割　成子

バンコマイシン処方モニタリング及び適正使用推進活動による同薬剤使用状況の変化

第9回日本病院薬学会年会､札幌､ 1999.

52.中村　和男､仮屋薗　博子､森山　由紀則､四元　剛一､山田　勝士

サルポグレラートの血小板凝集抑制作用とセロトニンおよびP-セレクチン放出に及ぼす作用について

第52回日本薬理学会西南部会､鹿児島､ 1999.

53.仮屋薗　博子､中村　和男､新川　輝俊､山口　辰哉､山田　勝士

血小板内サイクリックAMPとセロトニン放出に及ぼすシロスタゾ-ルの影響

第52回日本薬理学会西南部会､鹿児島､ 1999.

54.河内　明夫､本屋　敏郎､宮下　正日出､郷司　敦司､小迫　知弘､池田　龍二､下堂園　梅津､山田　勝士

ラットの胴体回転行動の発現機構におけるグルタミン酸受容体の関与

第52回日本薬理学会西南部会､鹿児島､ 1999.
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37.猪八重潤子、山口辰哉、石塚史子、本屋敏郎、山田勝士

新GCP施行における治験動向の推移

第62回九州山口薬学大会、鹿児島、 1998.
38.下園拓郎、川原陽子、大磯茂、本屋敏郎、山田勝士
鹿児島大学医学部附属病院における医薬品情報と薬剤の使用状況

第62回九州山口薬学大会、鹿児島、 1998.
39.柴山良彦、若松弘文、下堂薗権洋、栴恭子、吉村真、有馬純子、本屋敏郎、山田勝士

近年の麻薬の使用動向

第62回九州山口薬学大会、鹿児島、 1998.
40.栴恭子、有馬純子、吉村真、若松弘文、本屋敏郎、山田勝士

注射薬返却の実態と検討

第62回九州山口薬学大会、鹿児島、 1998.
41.吉村真、新川輝俊、柴山良彦、山崎陽子、野田陽子、本屋敏郎、山田勝士
全自動錠剤分包機内における錠剤の経時的変化

第62回九州山口薬学大会、鹿児島、 1998.
42.大磯茂、下園拓郎、川原陽子、本屋敏郎、山田勝士
アミノフィリンまたはイソニアジドと整腸剤との配合変化

第62回九州山口薬学大会、鹿児島、 1998.
43. 川原陽子、大磯茂、下園拓郎、新川輝俊、山田勝士
特殊調剤、特殊製剤の実態について

第62回九州山口薬学大会、鹿児島、 1998.
44.河内明夫、宮下正日出、本屋敏郎、山田勝士
アンジオテンシンタイプ1(ATl)受容体措抗薬ロサルタンの脳室内投与による胴体回転行動

第28回神経精神薬理学会年会、東京、 1998.

1999年
45.鮎川修、中村和男、仮屋薗博子、山田勝士、森山由紀則、平明
解離性動脈癌における血液凝固系および炎症反応の推移

日本薬学会第119年会、徳島、 1999.
46.千々和真由子、仮屋薗博子、野田陽子、本屋敏郎、山田勝士

調剤における手指消毒の意義

日本薬学会第119年会、徳島、 1999.
47.栴恭子、有馬純子、吉村真、若松弘文、本屋敏郎、山田勝士

注射薬返却の削減に関する検討

日本薬学会第119年会、徳島、 1999.
48. 中村和男、仮屋薗博子、新川輝俊、山口辰哉、森山由紀則、山田勝士
シロスタゾールの抗血小板作用と頼粒内容物放出抑制作用について

第20回日本臨床薬理学会年会、横浜、 1999.
49.仮屋薗博子、中村和男、新川輝俊、森山由紀則、山田勝士
P-セレクチンおよび血小板内サイクリック AMPに及ぼすシロスタゾールの影響
第20回日本臨床薬理学会年会、横浜、 1999.
50.山口辰哉、本屋敏郎、中村和男、山田勝士、川池陽一、麻生克己、加計正文、有馬直道、
鄭忠和、前田博子

服薬指導で経験した大量の清涼飲料水摂取によりケトーシスを発症した糖尿病の一例

第9回日本病院薬学会年会、札幌、 1999.
51.大磯茂、本屋敏郎、下堂薗権洋、山崎陽子、栴恭子、山田勝士、吉永正夫、川畑政治、

川原元司、白尾一定、中野一司、宮之原弘晃、亀割成子

バンコマイシン処方モニタリング及び適正使用推進活動による同薬剤使用状況の変化

第9回日本病院薬学会年会、札幌、 1999.
52.中村和男、仮屋薗博子、森山由紀則、四元剛一、山田勝士
サルポグレラートの血小板凝集抑制作用とセロトニンおよびP-セレクチン放出に及ぼす作用について
第52回日本薬理学会西南部会、鹿児島、 1999.
53.仮屋薗博子、中村和男、新川輝俊、山口辰哉、山田勝士
血小板内サイクリックAMPとセロトニン放出に及ぼすシロスタゾールの影響
第52回日本薬理学会西南部会、鹿児島、 1999.
54.河内明夫、本屋敏郎、宮下正日出、郷司敦司、小迫知弘、池田龍二、下堂園権洋、山田勝士

ラットの胴体回転行動の発現機構におけるグルタミン酸受容体の関与

第52回日本薬理学会西南部会、鹿児島、 1999.
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55.郷司　敦司､小過　知弘､本屋　敏郎､山田　勝士

ラットにおける体温調節に対するドパミンD3受容体作動薬の影響

第29回神経精神薬理学会年会､広島､ 1999.

56.佐多　照正､岩下　佳敬､辻　夏織､本田　香奈恵､中尾　承司､井ノ下　陽子､中野　理美子､石田和久､

本屋　敏郎､山田　勝士

高齢者に対する服薬指導の工夫とその成果

第63回九州山口薬学大会､宮崎､ 1999.

57.山崎　陽子､下堂薗　権洋､大磯　茂､柴山　良彦､稀　恭子､本屋　敏郎､山田　勝士

バンコマイシンTDMによる適正使用の向上

第63回九州山口薬学大会､宮崎､ 1999.

58.下畝　千恵､中村　和男､仮屋薗　博子､山田　勝士､後藤　俊弘､八木　静男､常盤　光弘

生体腎移植患者におけるタクロリムスのトラフ億の推移

第63回九州山口薬学大会､宮崎､ 1999.

59.川原　陽子､中村　和男､仮屋薗　博子､山下　珠代､山田　勝士

血小板作用の保存条件と凝集能に関する検討

第63回九州山口薬学大会､宮崎､ 1999.

2000年

60.小迫　知弘､河内　明夫､程　世斌､本屋　敏郎､口岩　聡､中河　志朗､山田　勝士

Endothelin_1誘発胴体回転行動におけるC-Fos蛋白の発現

第30回日本神経精神薬理学会年会､仙台､ 2000.

61.大磯　茂､本屋　敏郎､宮下　正日出､河内　明夫､山田　勝士

鉄吸収及び薬物相互作用に関するクエン酸第-鉄ナトリウムと硫酸第一鉄の比較

日本薬学会第120年会､岐阜､ 2000.

62.仮屋薗　博子､中村　和男､新川　輝俊､山口　辰哉､大磯　茂､坂田　隆造､山田　勝士

コルフォルシンダロバートの血小板機能に及ぼす影響

第21回日本臨床薬理学会年会､札幌､ 2000.

63.中村　和男､仮屋薗　博子､新川　輝俊､山口　辰哉､増田　宏､坂田　隆造､山田　勝士

アスピリンの血小板機能に及ぼす影響

第21回日本臨床薬理学会年会､札幌､ 2000.

弘　山口　辰哉､本屋　敏郎､中村　和男､山田　勝士､時任　紀明､鴨川　奉之､竹中　俊宏､山口　昭彦､

鄭　恩和､前田　博子
ベラプロスト投与により肺高血圧の著明な改善が得られ社会復帰に成功した原発性肺高血圧症の-症例

第21回日本臨床薬理学会､札幌､ 2000.

65,古川　裕之､北川　明､工藤　正純､中尾　泰史､手島　みどり､山口　辰哉､西原　茂樹､比嘉　保､

手塚　春樹､宮本　謙一､中野　寅汎

被験者の治験に対する意識に関する多施設共同調査の試み

第21回日本臨床薬理学会､札幌､ 2000.

66.屋地　慶子､宮下　正日出､室屋　チエ子､本屋　敏郎､山田　勝士

リハビリテーション科における服薬指導一血圧コントロールに対する認識の改善について一

第10回日本病院薬学会年会､京都､ 2000.

67.佐多　照正､石田　和久､中尾　承司､岩下　佳敬､本屋　敏郎､山田　勝士

写真付き薬剤情報文書を用いた高齢者への服薬指導

第10回日本病院薬学会年会､京都､ 2000.

68.千々和　真由子､下堂薗　権洋､本屋　敏郎､山田　勝士

薬剤部卒前実習生の医療薬剤業務に対する認識度

第10回日本医療薬学会年会､京都､ 2000.

69.池田　龍二､北薗　正樹､石塚　賢治､奥村　浩､谷　綾子､住揮　知之､原口　みさこ､古川　龍彦､

本屋　敏郎､山田　勝士､秋山　伸一

低酸素で誘導されるアポトーシスの2-デオキシーD-リボ-スによる抑制機構

平成12年度日本生化学会九州支部例会､福岡､ 2000.

70.住滞　知之､北薗　正樹､池田　龍二､秋山　伸一

LRP (lung resistance-related protein)の関与する薬剤耐性の克服

平成12年度日本生化学会九州支部例会､福岡､ 2000.

71,住揮　知之､北薗　正樹､池田　龍二､古川　龍彦､奥村　浩､長山　周一､愛甲　孝､秋山　伸一

LRP (lung resistance-related protein)の関与する薬剤耐性の克服

第59回日本癌学会､横浜､ 2000.

72.池田　龍二､北薗　正樹､石塚　賢治､奥村　浩､谷　綾子､小松　正治､住揮　知之､原口　みさこ､
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55.郷司敦司、小迫知弘、本屋敏郎、山田勝士
ラットにおける体温調節に対するドパミン D3受容体作動薬の影響

第29回神経精神薬理学会年会、広島、 1999.
56.佐多照正、岩下佳敬、辻夏織、本田香奈恵、中尾承司、井ノ下陽子、中野理美子、石田和久、
本屋敏郎、山田勝士

高齢者に対する服薬指導の工夫とその成果

第63回九州山口薬学大会、宮崎、 1999.
57. 山崎陽子、下堂薗権洋、大磯茂、柴山良彦、栴恭子、本屋敏郎、山田勝士
パンコマイシンTDMによる適正使用の向上
第63回九州山口薬学大会、宮崎、 1999.
58.下畝千恵、中村和男、仮屋菌博子、山田勝士、後藤俊弘、八木静男、常盤光弘
生体腎移植患者におけるタクロリムスのトラフ値の推移

第63回九州山口薬学大会、宮崎、 1999.
59.川原陽子、中村和男、仮屋薗博子、山下珠代、山田勝士
血小板作用の保存条件と凝集能に関する検討

第63回九州山口薬学大会、宮崎、 1999.

2000年
60.小迫知弘、河内明夫、程世斌、本屋敏郎、口岩聡、中河志朗、山田勝士
Endothelin-1誘発胴体回転行動における c-Fos蛋白の発現
第30回日本神経精神薬理学会年会、仙台、 2000.
61.大磯茂、本屋敏郎、宮下正日出、河内明夫、山田勝士
鉄吸収及び薬物相互作用に関するクエン酸第一鉄ナトリウムと硫酸第一鉄の比較

日本薬学会第120年会、岐阜、 2000.
62.仮屋薗博子、中村和男、新川輝俊、 JIJ口辰哉、大磯茂、坂田隆造、山田勝士
コルフオルシンダロパートの血小板機能に及ぼす影響

第21回日本臨床薬理学会年会、札幌、 2000.
63.中村和男、仮屋薗博子、新川輝俊、山口辰哉、増田宏、坂田隆造、山田勝士
アスピリンの血小板機能に及ぼす影響

第21回日本臨床薬理学会年会、札幌、 2000.
64. 山口辰哉、本屋敏郎、中村和男、山田勝士、時任紀明、鴨川泰之、竹中俊宏、山口昭彦、
鄭忠和、前田博子

ベラプロスト投与により肺高血圧の著明な改善が得られ社会復帰に成功した原発性肺高血圧症のー症例

第21回日本臨床薬理学会、札幌、 2000.
65.古川裕之、北川明、工藤正純、中尾泰史、手島みどり、山口辰哉、西原茂樹、比嘉保、
手塚春樹、宮本謙一、中野員汎

被験者の治験に対する意識に関する多施設共同調査の試み

第21回日本臨床薬理学会、札幌、 2000.
66.屋地慶子、宮下正日出、室屋チエ子、本屋敏郎、山田勝士
リハビリテーション科における服薬指導ー血圧コントロールに対する認識の改善についてー

第10回日本病院薬学会年会、京都、 2000.
67.佐多照正、石田和久、中尾承司、岩下佳敬、本屋敏郎、山田勝士
写真付き薬剤情報文書を用いた高齢者への服薬指導

第10回日本病院薬学会年会、京都、 2000.
68.千々和真由子、下堂薗権洋、本屋敏郎、山田勝士
薬剤部卒前実習生の医療薬剤業務に対する認識度

第10回日本医療薬学会年会、京都、 2000.
69.池田龍二、北薗正樹、石塚賢治、奥村浩、谷綾子、住津知之、原口みさこ、古川龍彦、
本屋敏郎、山田勝士、秋山伸一

低酸素で誘導されるアポトーシスのZデオキシ -D-リボースによる抑制機構

平成12年度日本生化学会九州支部例会、福岡、 2000.
70.住津知之、北薗正樹、池田龍二、秋山伸一
LRP (lung resistance-related protein)の関与する薬剤耐性の克服
平成12年度日本生化学会九州支部例会、福岡、 2000.
71.住津知之、北薗正樹、池田龍二、古川龍彦、奥村浩、長山周一、愛甲孝、秋山伸一
LRP (lung resistance時relatedprotein)の関与する薬剤耐性の克服
第59回日本癌学会、横浜、 2000.
72.池田龍二、北薗正樹、石塚賢治、奥村浩、谷稜子、小松正治、住津知之、原口みさこ、
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古川　龍彦､本屋　敏郎､山田　勝士､秋山　伸一

低酸素で誘導されるアポトーシスの2-デオキシ｣}リボ-スによる抑制機構

第59回日本癌学会､横浜､ 2000.

73.奥村　浩､住揮　知之､西山　賢龍､古川　龍彦､原口　みさこ､池田　龍二､小松　正治､愛甲　孝､

秋山　伸一

LRPはMXR発現細胞における薬剤耐性に関与する

第59回日本癌学会､横浜､ 2000.

74.小松　正治､古川　龍彦､住滞　知之､寺田　邦彦､奥村　浩､池田　龍二､杉山　俊博､秋山　伸一

ATP7Bの銅結合ドメインがシスプラチン耐性に与える影響

第59回日本癌学会､横浜､ 2000.

75.小松　正治､住揮　知之､古川　龍彦､寺田　邦彦､武藤　昌図､奥村　浩､任　暁琴､池田　龍二､

杉山　俊博､秋山　伸一

ATP7Bの銅結合ドメインがシスプラチン耐性に与える影響

第73回日本生化学会大会､横浜､ 2000.

76.鬼丸　俊司､中村　和男､坂田　隆造､山田　勝士

人工弁置換術後の抗凝固療法とフォン･ビルブランド因子の推移

第53回日本薬理学会西南部会､福岡､ 2000.

77.岩下　佳敬､佐多　照正､井ノ下　陽子､本田　香奈恵､中尾　承司､辻　夏織､中野　理美子､石田和久､

本屋　敏郎､山田　勝士

自己血輸血推進への取り組みとその成果

医療薬学フォーラム2000/第8回クリニカルファーマシーシンポジウム､仙台､ 2000.

2001年

78.下畝　千恵､谷　由紀､下堂薗　権洋､若松　弘文､新川　輝俊､梓　恭子､柴山　良彦､山田　勝士

鹿児島大学病院薬剤部における調剤過誤柑策

日本薬学会第121年会､札幌､ 2001.

79.有馬　純子､中村　和男､仮屋薗　博子､新川　輝俊､山口　辰哉､大磯　茂､増田　宏､坂田　隆造､

山田　勝士

血小板凝集能測定におけるScreen Filtration Pressure法の有用性

日本薬学会第121年会､札幌､ 2001.

80.下堂薗　権洋､本屋　敏郎､若松　弘文､中村　和男､新川　輝俊､山口　辰哉､佐屋薗　博子､山田　勝士

鹿児島大学病院薬剤部における医学･薬学教育

日本薬学会第121年会､札幌､ 2001.

81.喜田　久美子､下畝　千恵､谷　由紀､下堂薗　権洋､若松　弘文､山田　勝士

注射薬調剤童における疑義照会とリスクマネジメント柑策

第11回日本医療薬学会年会､東京､ 2001.

82.屋地　慶子､宮下　正日出､郷司　敦司､下堂園　権洋､山田　勝士

脳血管障害患者に対する薬剤管理指導の標準化一質の向上と効率化をめざして-

第11回日本医療薬学会年会､東京､ 2001.

83.川原　陽子､中村　和男､仮屋薗　博子､新川　輝俊､山口　辰哉､大磯　茂､有馬　純子､野田　陽子､

鬼丸　俊司､山田　勝士

血小板機能に及ぼす温度の影響一可溶型P-セレクチンおよびトロンボキサンB2を指標として一

第11回日本医療薬学会年会､東京､ 2001.

84.野田　陽子､山口　辰哉､大磯　茂､山田　勝士

鹿児島大学病院におけるモニタリングの現状及び問題点

第11回日本医療薬学会年会､東京､ 2001.

85.糸嶺　達､鏡平名　恵子､平良　智子､山内　祐子､芳原　年男､比嘉　保､有馬　秀樹､神谷　晃､

西田　朋子､大石　了三､藤戸　博､森　昌斗､中村　伸理子､佐々木　均､北川明､中野　其汎､

倉成　正恵､武山　正治､小野　浩重､有森　和彦､山口　辰哉､山田　勝士

九州地区における治験業務の実態について

第11回日本医療薬学会年会､東京､ 2001.

86.山内　祐子､鏡平名　恵子､平良　智子､糸嶺　達､芳原　年男､比嘉　保､有馬　秀樹､神谷　晃､

西田　朋子､大石　了三､藤戸　博､森　昌斗､中村　伸理子､佐々木　均､北川　明､中野　箆汎､

倉成　正恵､武山　正治､小野　浩重､有森　和彦､山口　辰哉､山田　勝士

九州地区における治験コーディネーター(CRC)活動の現状

第11回日本医療薬学会年会､東京､ 2001.

87.中村　和男､仮屋薗　博子､新川　輝俊､山口　辰哉､大磯　茂､有馬　純子､野田　陽子､山田　勝士

全血による血小板凝集と多血小板血祭による血小板凝集の比較
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古川龍彦、本屋敏郎、山田勝士、秋山伸一

低酸素で誘導されるアポトーシスの 2-デオキシ -D-リボースによる抑制機構

第59回日本癌学会、横浜、 2000.
73.奥村浩、住津知之、西山賢龍、古川龍彦、原口みさこ、池田龍二、小松正治、愛甲孝、
秋山伸一

LRPはMXR発現細胞における薬剤耐性に関与する
第59回日本癌学会、横浜、 2000.
74.小松正治、古川龍彦、住津知之、寺田邦彦、奥村-浩、池田龍二、杉山俊博、秋山伸一
ATP7Bの銅結合ドメインがシスプラチン耐性に与える影響

第59回日本癌学会、横浜、 2000.
75.小松正治、住津知之、古川龍彦、寺田邦彦、武藤昌図、奥村浩、任暁琴、池田龍二、
杉山俊博、秋山伸一

ATP7Bの銅結合ドメインがシスプラチン耐性に与える影響

第73回日本生化学会大会、横浜、 2000.
76.鬼丸俊司、中村和男、坂田隆造、山田勝士
人工弁置換術後の抗凝固療法とフォン・ビルブランド因子の推移

第53回日本薬理学会西南部会、福岡、 2000.
77.岩下佳敬、佐多照正、井ノ下陽子、本田香奈恵、中尾承司、辻夏織、中野理美子、石田和久、
本屋敏郎、山田勝士

自己血輸血推進への取り組みとその成果

医療薬学フォーラム2000/第8回クリニカルファーマシーシンポジウム、仙台、 2000.

2001年
78. 下畝千恵、谷由紀、下堂薗権洋、若松弘文、新川輝俊、栴恭子、柴山良彦、山田勝士
鹿児島大学病院薬剤部における調剤過誤対策

日本薬学会第121年会、札幌、 2001.
79.有馬純子、中村和男、仮屋薗博子、新川輝俊、山口辰哉、大磯茂、増田宏、坂田隆造、
山田勝士

血小板凝集能測定における ScreenFiltration Pressure法の有用性

日本薬学会第121年会、札幌、 2001.
80.下堂薗権洋、本屋敏郎、若松弘文、中村和男、新川輝俊、山口辰哉、仮屋薗博子、山田勝士

鹿児島大学病院薬剤部における医学・薬学教育

日本薬学会第121年会、札幌、 2001.
81.喜田久美子、下畝千恵、谷由紀、下堂薗権洋、若松弘文、山田勝士
注射薬調剤室における疑義照会とリスクマネジメント対策

第11回日本医療薬学会年会、東京、 2001.
82.屋地慶子、宮下正日出、郷司敦司、下堂園権洋、山田勝士
脳血管障害患者に対する薬剤管理指導の標準化-質の向上と効率化をめざして-

第11回日本医療薬学会年会、東京、 2001.
83. 川原陽子、中村和男、仮屋薗博子、新川輝俊、山口辰哉、大磯茂、有馬純子、野田陽子、
鬼丸俊司、山田勝士

血小板機能に及ぼす温度の影響-可溶型P-セレクチンおよびトロンボキサン B2を指標として-
第11回日本医療薬学会年会、東京、 2001.
84. 野田陽子、山口辰哉、大磯茂、山田勝士

鹿児島大学病院におけるモニタリングの現状及び問題点

第11回日本医療薬学会年会、東京、 2001.
85.糸嶺達、鏡平名恵子、平良智子、山内祐子、芳原隼男、比嘉保、有馬秀樹、神谷晃、
西田朋子、大石了三、藤戸博、森昌斗、中村伸理子、佐々木均、北川明、中野虞汎、

倉成正恵、武山正治、小野浩重、有森和彦、山口辰哉、山田勝士

九州地区における治験業務の実態について

第11回日本医療薬学会年会、東京、 2001.
86. 山内祐子、健平名恵子、平良智子、糸嶺達、芳原隼男、比嘉保、有馬秀樹、神谷晃、
西国朋子、大石了三、藤戸博、森昌斗、中村伸理子、佐々木均、北川明、中野虞汎、

倉成正恵、武山正治、小野浩重、有森和彦、山口辰哉、山田勝士

九州地区における治験コーデイネーター (CRC)活動の現状

第11回日本医療薬学会年会、東京、 2001.
87. 中村和男、仮屋薗博子、新川輝俊、山口辰哉、大磯茂、有馬純子、野田陽子、山田勝士

全血による血小板凝集と多血小板血柴による血小板凝集の比較
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第74回日本薬理学会年会､横浜､ 2001.

88.仮屋薗　博子､中村　和男､新川　輝俊､鬼丸　俊司､川原　陽子､井畔　能文､坂田　隆造､山田　勝士

非ステロイド抗炎症薬の血小板機能抑制作用とシクロオキシゲナ-ゼ選択性との関連性

第22回日本臨床薬理学会年会､横浜､ 2001.

89.下園　拓郡､柴山　良彦､下堂薗　権洋､山田　勝士

医薬品情報としての薬剤使用動向

第4回日本医薬品情報学研究会総会学術大会､福島､ 2001.

90.下堂薗　権洋､宇部　由美子､村永　文学､熊本　一朗､山田　勝士

入院患者のリスクマネジメント支援　一処方オーダ内容と指示変更の実態調査一

第21回医療情報学連合大会(第2回日本医療情報学会学術大会)､東京､ 2001,

91.池田　龍二､北薗　正樹､石塚　賢治､奥村　浩､谷　綾子､小桧　正治､住滞　知之､原口　みさこ､

古川　龍彦､本屋　敏郎､山田　勝士､秋山　伸一

低酸素で誘導されるアポトーシスの2-デオキシーD-リボ-スによる抑制機構

第60回日本癌学会､横浜､ 2001.

92.佐多　照正､石田　和久､中野　理美子､井ノ下　陽子､本田　香奈恵､中尾　承司､山下　カオリ､

岩下　佳敬､本屋　敏郎､山田　勝士

薬剤管理指導業務におけるビジュアル的効果

医療薬学フォーラム2001/第9回クリニカルファーマシーシンポジウム､熊本､ 2001.

93.栗田　美穂､下堂薗　権洋､下畝　千恵､新川　輝俊､若桧　弘文､山田　勝士

葉菜連携におけるリスクマネジメント

第65回九州山口薬学大会､山口､ 2001.

2002年

94.下堂薗　権洋､田中　照夫､後藤　仲之､折井　孝男､政田　幹夫､久保田　潔､清水　直容､真山　武志

薬剤疫学的手法を利用した塩酸バンコマイシン適正使用に関する研究

日本薬学会第122年会､千葉､ 2002.

95.有馬　純子､中村　和男､仮屋薗　博子､増田　宏､井畔　能文､坂田　隆造､山田　勝士

バイパス術後の血小板機能におけるフローサイトメトリーの有用性

日本薬学会第122年会､千葉､ 2002.

96.柴山　良彦､池田　龍二､本屋　敏郎､山田　勝士

ラットにおけるセイヨウオトギリソウ慢性投与による多剤耐性蛋白質2(MRP2)の過剰発現誘導

第75回日本薬理学会年会､熊本､ 2002.

97.菅原　英輝､清水　隆雄､岩田　慎一､山田　勝士､宮田　篤郎

pituitary adenylate cyclase-activating polypeptide (PACAP)遺伝子の神経特異的発現の制御機構

第75回日本薬理学会年会､熊本､ 2002.

98.谷　由紀､内村　聖子､下堂薗　権洋､喜田　久美子､若松　弘文､山田　勝士

注射剤調剤時の疑義照会とリスクマネジメント

第12回日本医療薬学会年会､福岡､ 2002.

99.大磯　茂､山口　辰哉､喜田　久美子､小倉　さと子､山田　勝士､愛甲　孝

鹿児島大学病院における治験コーディネーター活動の現況

第12回日本医療薬学会年会､福岡､ 2002.

100.下堂薗　権洋､栗田　美穂､大磯　茂､若桧　弘文､山田　勝士

薬学生早期体験学習の試み一大学1､ 2年生を対象とした1日病院見学会一

第12回日本医療薬学会年会､福岡､ 2002.

101.年之演　風見､柴山　良彦､本屋　敏郎､山田　勝士

ラットにおけるMRP2発現量に及ぼすmethotrexateの影響

第23回日本臨床薬理学会年会､大阪､ 2002.

102.菅原　英輝､清水　隆雄､岩田　慎一､山田　勝士､森　望､宮田　篤郎

pc12細胞でのPituitary adenylate cyclase-activating polypeptide (PACAP)遺伝子の神経特異的発現の制御機

構の解析

第75回日本生化学会大会､京都､ 2002.

103.下堂薗　権洋､山口　辰哉､中村　和男､本屋　敏郎､山田　勝士

鹿児島大学病院薬剤部における　医学部ならびに大学院教育への取組み

医療薬学フォーラム2002/第10回クリニカルファーマシーシンポジウム､千葉､ 2002.

104.中村　和男､仮屋薗　博子､山田　勝士

無菌調製における問題点-TPN未実施施設の現状と今後の対応一

第17回日本静脈経腸栄養学会､熊本､ 2002.

105.園田　純一郎､小過　知弘､屋敷　伸治､藤吉　利信､園田　俊郎
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第74回日本薬理学会年会、横浜、 2001.
88.仮屋薗博子、中村和男、新川輝俊、鬼丸俊司、川原陽子、井畔能文、坂田隆造、山田勝士
非ステロイド抗炎症薬の血小板機能抑制作用とシクロオキシゲナーゼ選択性との関連性

第22回日本臨床薬理学会年会、横浜、 2001.
89.下園拓郎、柴山良彦、下堂薗権洋、山田勝士
医薬品情報としての薬剤使用動向

第4回日本医薬品情報学研究会総会学術大会、福島、 2001.
90.下堂薗権洋、宇都由美子、村永文学、熊本一朗、山田勝士
入院患者のリスクマネジメント支援 ー処方オーダ内容と指示変更の実態調査一

第21回医療情報学連合大会(第2回日本医療情報学会学術大会)、東京、 2001.
91.池田龍二、北薗正樹、石塚賢治、奥村浩、谷綾子、小松正治、住津知之、原口みさこ、
古川龍彦、本屋敏郎、山田勝士、秋山伸一

低酸素で誘導されるアポトーシスの2-デオキシ・D司リボースによる抑制機構

第60回日本癌学会、横浜、 2001.
92.佐多照正、石田和久、中野理美子、井ノ下陽子、本田香奈恵、中尾承司、山下カオリ、
岩下佳敬、本屋敏郎、山田勝士

薬剤管理指導業務におけるビジュアル的効果

医療薬学フォーラム2001/第9回クリニカルファーマシーシンポジウム、熊本、 2001.
93.栗田美穂、下堂薗権洋、下畝千恵、新川輝俊、若松弘文、山田勝士
薬薬連携におけるリスクマネジメント

第65回九1'1'luJ口薬学大会、山口、 2001.

2002年
94.下堂薗権洋、田中照夫、後藤伸之、折井孝男、政団幹夫、久保田潔、清水直容、真山武志
薬剤疫学的手法を利用した塩酸パンコマイシン適正使用に関する研究

日本薬学会第122年会、千葉、 2002.
95.有馬純子、中村和男、仮屋薗博子、増田宏、井畔能文、坂田隆造、山田勝士
バイパス術後の血小板機能におけるフローサイトメトリーの有用性

日本薬学会第122年会、千葉、 2002.
96.柴山良彦、池田龍二、本屋敏郎、山田勝士
ラットにおけるセイヨウオトギリソウ慢性投与による多剤耐性蛋白質2(MRP2)の過剰発現誘導
第75回日本薬理学会年会、熊本、 2002.
97.菅原英輝、清水隆雄、岩田慎一、山田勝士、宮田篤郎
Pituitary adenylate cyclase同activatingpolypeptide (P ACAP)遺伝子の神経特異的発現の制御機構
第75回日本薬理学会年会、熊本、 2002.
98.谷由紀、内村聖子、下堂薗権洋、喜田久美子、若松弘文、山田勝士
注射剤調剤時の疑義照会とリスクマネジメント

第12回日本医療薬学会年会、福岡、 2002.
99.大磯茂、山口辰哉、喜田久美子、小倉さと子、山田勝士、愛甲孝
鹿児島大学病院における治験コーデイネーター活動の現況

第12回日本医療薬学会年会、福岡、 2002.
100.下堂薗権洋、栗田美穂、大磯茂、若松弘文、山田勝士
薬学生早期体験学習の試み一大学1、2年生を対象とした1日病院見学会一
第12回日本医療薬学会年会、福岡、 2002.
101.牛之演風見、柴山良彦、本屋敏郎、山田勝士
ラットにおける MRP2発現量に及ぼすmethotrexateの影響
第23回日本臨床薬理学会年会、大阪、 2002.
102.菅原英輝、清水隆雄、岩田慎一、山田勝士、森望、宮田篤郎
PC12細胞でのPituitaryadenylate cyclase-activating polypeptide (P ACAP)遺伝子の神経特異的発現の制御機
構の解析

第75回日本生化学会大会、京都、 2002.
103.下堂薗権洋、山口辰哉、中村和男、本屋敏郎、山田勝士
鹿児島大学病院薬剤部における 医学部ならびに大学院教育への取組み

医療薬学フォーラム2002/第10回クリニカルファーマシーシンポジウム、千葉、 2002.
104.中村和男、仮屋薗博子、山田勝士
無菌調製における問題点-TPN未実施施設の現状と今後の対応-

第17回日本静脈経腸栄養学会、熊本、 2002.
105.園田純一郎、小迫知弘、屋敷伸治、藤吉利信、園田俊郎
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緑茶飲用によるATL予防介入-HTLV-1プロウイルスDNA量の追跡評価一

第61回日本癌学会､東京､ 2002.

106.池田　龍二､古川　龍彦､北薗　正樹､奥村　浩､住揮　知之､原口　みさこ､井ノ上　逸朗､山田　勝士､

秋山　伸一

チミジンホスホリラ-ゼ(TP)は抗癌剤によって誘導されるアポトーシスに対して抵抗性を賦与する

第61回日本癌学会､東京､ 2002.

107.菅原　英輝､清水　隆雄､岩田　慎一､山田　勝士､森　望､宮田　篤郎

pc12細胞でのPituitary adenylate cyclase-activating polypeptide (PACAP)遺伝子発現調節における神径選択

的サイレンサーの役割

第55回日本薬理学会西南部会､北九州､ 2002.

108.清水　隆雄､菅原　英輝､宮田　篤郎

マウス脊髄における下垂体アデニル酸シクラーゼ活性化ペプチド(PACAP)受容体の痛覚への役割: PACAP

とVIPの比較検討

第55回日本薬理学会西南部会､北九州､ 2002.

109.屋地　慶子､下堂園　権洋､河内　明夫､新川　輝俊､山田　勝士

重大な処方ミスに対する疑義照会と診療科への報告制度

第66回九州山口薬学大会､沖縄､ 2002.

110.下園　拓郎､山田　勝士

適正使用推進のための使用実態調査

第66回九州山口薬学大会､沖縄､ 2002.

2003年

111.中村　和男､仮屋薗　博子､有馬　純子､鬼丸　俊司､増田　宏､四元　剛一､井畔　能文､坂田　隆造､

山田　勝士
バイパス術後の薬物療法とサイトカインレセプター､接着分子､増殖因子および炎症性マーカーの推移

日本薬学会第123年会､長崎､ 2003.

112.鮎川　修､中村　和男､仮屋薗　博子､菰方　輝夫､浜田　信男､坂田　隆造､山田　勝士

TNF RIの炎症性マーカーとしての有用性

日本薬学会第123年会､長崎､ 2003.

113.鬼丸　俊司､中村　和男､仮屋薗　博子､上野　隆幸､福元　祥浩､坂田　隆造､山田　勝士

ェダラボンの活性酸素種産生と細胞接着分子放出に及ぼす影響

第76回日本薬理学会年会､福岡､ 2003.

114.菅原　英輝､清水　隆雄､岩田　慎一､山田　勝士､森　望､宮田　篤郎

pACAP遺伝子発現制御機構における神径選択的サイレンサー(NRSE)の関与

第76回日本薬理学会年会､福岡､ 2003.

115.宮田　篤郎､菅原　英輝､岩田　慎一､清水　隆雄､二川　俊隆､寒川　賢治

pACAP遺伝子の神経特異的発現調節機序

第76回日本薬理学会年会､福岡､ 2003.

116.清水　隆雄､片平　光昭､菅原　英輝､宮田　篤郎

マウス脊髄に於けるPACAPの痛覚への作用:痛覚過敏発現の検討

第76回日本薬理学会年会､福岡､ 2003.

117.中村　和男､佐屋薗　博子､有馬　純子､鬼丸　俊司､増田　宏､四元　剛-､井畔　能文､坂田　隆造､

山田　勝士

バイパス術後の薬物療法とサイトカインレセプター､接着分子､増殖因子および炎症性マーカーの推移

第13回日本医療薬学会年会､神戸､ 2003.

118.仮屋薗　博子､中村　和男､武田　寮生､菰方　輝夫､浜田　信男､坂田　隆造､山田　勝士

各種パラメータを用いた消化器病患者のimmunonutritionの評価

第13回日本医療薬学会年会､神戸､ 2003.

119.西田　健太朗､下堂薗　権洋､山口　辰哉､藤本　貞毅､山田　勝士

性差医学に柑する医師の意識調査

第13回日本医療薬学会年会､神戸､ 2003.

120.仮屋薗　博子､中村　和男､武田　寮生､菰方　輝夫､浜田　信男､坂田　隆造､山田　勝士

各種パラメータを用いた消化器病患者のimmunonutritionの評価

第13回日本医療薬学会年会､神戸､ 2003.

121.中村　和男､仮屋薗　博子､有馬　純子､鬼丸　俊司､増田　宏､四元　剛一､井畔　能文､坂田　隆造､

山田　勝士

バイパス術後の薬物療法とサイトカインレセプター､接着分子､増殖因子および炎症性マーカーの推移

第13回日本医療薬学会年会､神戸､ 2003.
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緑茶飲用による ATL予防介入 -HTLV・.1プロウイルス DNA量の追跡評価ー

第61回日本癌学会、東京、 2002.
106.池田龍二、古川龍彦、北薗正樹、奥村浩、住津知之、原口みさこ、井ノ上逸朗、山田勝士、
秋山伸一

チミジンホスホリラーゼ (TP)は抗癌剤によって誘導されるアポトーシスに対して抵抗性を賦与する

第61回日本癌学会、東京、 2002.
107.菅原英輝、清水隆雄、岩田慎一、山田勝士、森望、宮田篤郎
PC12細胞でのPituitaryadenylate cyc1ase-activating polypeptide (P ACAP)遺伝子発現調節における神径選択
的サイレンサーの役割

第55回日本薬理学会西南部会、北九州、 2002.
108.清水隆雄、菅原英輝、宮田篤郎
マウス脊髄における下垂体アデニル酸シクラーゼ活性化ペプチド (PACAP)受容体の痛覚への役割 :PACAP
とVIPの比較検討

第55回日本薬理学会西南部会、北九州、 2002.
109.屋地慶子、下堂園権洋、河内明夫、新川輝俊、山田勝士
重大な処方ミスに対する疑義照会と診療科への報告制度

第66回九州山口薬学大会、沖縄、 2002.
110.下園拓郎、山田勝士
適正使用推進のための使用実態調査

第66回九州山口薬学大会、沖縄、 2002.

2003年
111.中村和男、仮屋薗博子、有馬純子、鬼丸俊司、増田宏、四元剛一、井畔能文、坂田隆造、
山田勝士

バイパス術後の薬物療法とサイトカインレセプター、接着分子、増殖因子および炎症性マーカーの推移

日本薬学会第123年会、長崎、 2003.
112.鮎川修、中村和男、仮屋薗博子、菰方輝夫、浜田信男、坂田隆造、山田勝士
TNFRIの炎症性マーカーとしての有用性

日本薬学会第123年会、長崎、 2003.
113.鬼丸俊司、中村和男、仮屋薗博子、上野隆幸、福元祥浩、坂田隆造、山田勝士
エダラボンの活性酸素種産生と細胞接着分子放出に及ぼす影響

第76回日本薬理学会年会、福岡、 2003.
114.菅原英輝、清水隆雄、岩田慎一、山田勝士、森望、宮田篤郎
PACAP遺伝子発現制御機構における神径選択的サイレンサー (NRSE)の関与
第76回日本薬理学会年会、福岡、 2003.
115.宮田篤郎、菅原英輝、岩田慎一、清水隆雄、二川俊隆、寒川賢治
PACAP遺伝子の神経特異的発現調節機序
第76回日本薬理学会年会、福岡、 2003.
116.清水隆雄、片平光昭、菅原英輝、宮田篤郎
マウス脊髄に於ける PACAPの痛覚への作用:痛覚過敏発現の検討
第76回日本薬理学会年会、福岡、 2003.
117.中村和男、仮屋薗博子、有馬純子、鬼丸俊司、増田宏、四元剛一、井畔能文、坂田隆造、
山田勝士

バイパス術後の薬物療法とサイトカインレセプタ一、接着分子、増殖因子および炎症性マーカーの推移

第13回日本医療薬学会年会、神戸、 2003.
118.仮屋薗博子、中村和男、武田泰生、菰方輝夫、浜田信男、坂田隆造、山田勝士
各種パラメータを用いた消化器癌患者の immunonutritionの評価
第13回日本医療薬学会年会、神戸、 2003.
119.西田健太朗、下堂薗権洋、山口辰哉、藤本貞毅、山田勝士
性差医学に対する医師の意識調査

第13回日本医療薬学会年会、神戸、 2003.
120.仮屋薗博子、中村和男、武田泰生、菰方輝夫、浜田信男、坂田隆造、山田勝士
各種パラメータを用いた消化器癌患者の immunonutritionの評価
第13回日本医療薬学会年会、神戸、 2003.
121.中村和男、仮屋薗博子、有馬純子、鬼丸俊司、増田宏、四元剛一、井畔能文、坂田隆造、
山田勝士

バイパス術後の薬物療法とサイトカインレセプター、接着分子、増殖因子および炎症性マーカーの推移

第13回日本医療薬学会年会、神戸、 2003.
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122.有馬　純子､中村　和男､仮屋薗　博子､武EET　寮生､山田　勝士､四元　剛-､井畔　能文､坂EET　隆造

ヘパリン起因性血小板減少症患者の血小板凝集能の評価

医療薬学フォーラム2003/第11回クリニカルファーマシーシンポジウム､広島､ 2003.

123.大磯　茂､下堂薗　権洋､茂見　西里､宮越　妙子､山田　勝士､上峯　和子､吉永　正夫

新人職員及び実習生等の水痘､麻疹､風疹､ムンブス抗体価の確認及び抗体陰性者のワクチン接種の必要性に
ついて

医療薬学フォーラム2003/第第11回クリニカルファーマシーシンポジウム､広島､ 2003.

124.柴山　良彦､武田　寮生､山田　勝士

アメリカにおける医療薬剤業務に関する調査

医療薬学フォーラム2003/第第11回クリニカルファーマシーシンポジウム､広島､ 2003.

125.山口　辰哉､柴田　由香里､大磯　茂､小倉　さと子､山田　勝士､高桧　英夫

鹿児島大学病院における重篤な有害事象への対応

第24回日本臨床薬理学会年会､横浜､ 2003.

126.有馬　純子､中村　和男､仮屋薗　博子､武田　寮生､四元　剛一､井畔　能文､坂田　隆造､山田　勝士

ヘパリン起因性血小板減少症と血小板凝集能について

第24回日本臨床薬理学会年会､横浜､ 2003.

127.牛山　美奈､菅原　英輝､井上　和彦､山田　勝士､宮田　篤郎

マウス心臓に発現するPACAP特異的受容体PAClバリアントの機能解析

第56回日本薬理学会西南部会､大分､ 2003.

128.武田　寮生､二川　俊隆､大磯　茂､柴山　良彦､李　順姫､Lemmom,Ⅴ､渡遼　和恩､山田　勝士

後シナプス肥厚部におけるGPI-アンカー塑神経凄着分子コンタクテン群の局在と機能について

第56回日本薬理学会西南部会､大分､ 2003.

129.清水　隆雄､井上　和彦､菅原　英輝､宮田　篤郎

マウス脊髄に於けるPACAPの痛覚への作用: Substance P及びNMDAによる痛み棟反応に及ぼすPACAP

前処置の効果

第56回日本薬理学会西南部会､大分､ 2003.

130.小倉　さと子､山口　辰哉､大磯　茂､柴田　由香里､山田　勝士､高桧　英夫

鹿児島大学医学部附属病院におけるCRC活動の現状

第3回CRCと臨床試験のあり方を考える会議2003､東京､ 2003.

2004年

131.中村　和男､仮屋薗　博子､菰方　輝夫､横田　信男､坂田　隆造､山田　勝士

免疫栄養剤の術前投与と術後のn-6系脂肪酸/n-3系脂肪酸比および炎症反応マーカーの推移について

第19回日本静脈経勝栄養学会､大阪､ 2004,

132.鬼丸　俊司､中村　和男､仮屋薗　博子､有馬　純子､増田　宏､井畔　能文､坂田　隆造､山田　勝士

バイパス術後のアスピリン･アトルパスタテン併用療法の意義

第77回日本薬理学会年会､大阪､ 2004.

133.宮田　篤郎､子亀　浩市､井上　和彦､菅原　英輝､岩田　慎一､寒川　賢治

ラットアストロサイ吊こおいてPACAPにより発現誘導される遺伝子群の網羅的解析

第77回日本薬理学会年会､大阪､ 2004.

134.柴山　良彦､李　順姫､ Vance,L.､武田　泰生､山田　勝士

神経細胞接着分子Llの軸索伸長における細胞内ドメインの役割

第77回日本薬理学会年会､大阪､ 2004.

135.中村　和男､仮屋薗　博子､山田　勝士

抗凝固療法における薬剤管理指導業務の更なる向上

日本薬学会第124年会サテライトシンポジウム､名古屋､ 2004.

136.有馬　純子､仮屋薗　博子､武田　泰生､山田　勝士

国際的に活躍できる薬剤師養成への取り組み

日本薬学会第124年会サテライトシンポジウム､名古屋､ 2004.

137.柴山　良彦､宮内　希弥子､新川　輝俊､武田　寮生､山田　勝士

外国人向けの服薬指導マニュアルの作成について

日本薬学会第124年会サテライトシンポジウム､名古屋､ 2004.

138.仮屋薗　博子､中村　和男､有馬　純子､鬼丸　俊司､増田　宏､井畔　能文､坂田　隆造､山田　勝士

抗血小板作用の評価における血小坂凝集能測定の意義

日本薬学会第124年会､大阪､ 2004.

139.鮎川　修､中村　和男､仮屋薗　博子､有馬　純子､鬼丸　俊司､山田　勝士

血小板の反応性に及ぼす保存温度の影響

日本薬学会第124年会､大阪､ 2004.
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122.有馬純子、中村和男、仮屋薗博子、武田泰生、山田勝士、四元剛一、井畔能文、坂田隆造
ヘパリン起因性血小板減少症患者の血小板凝集能の評価

医療薬学フォーラム2003/第11回クリニカルファーマシーシンポジウム、広島、 2003.
123.大磯茂、下堂薗権洋、茂見茜里、宮越妙子、山田勝士、上峯和子、吉永正夫
新人職員及び実習生等の水痘、麻疹、風疹、ムンプス抗体価の確認及び抗体陰性者のワクチン接種の必要性に

ついて

医療薬学フォーラム2003/第第11回クリニカルファーマシーシンポジウム、広島、 2003.
124.柴山良彦、武田泰生、山田勝士
アメリカにおける医療薬剤業務に関する調査

医療薬学フォーラム2003/第第11回クリニカルファーマシーシンポジウム、広島、 2003.
125.山口辰哉、柴田由香里、大磯茂、小倉さと子、山田勝士、高松英夫
鹿児島大学病院における重篤な有害事象への対応

第24回日本臨床薬理学会年会、横浜、 2003.
126.有馬純子、中村和男、仮屋薗博子、武田泰生、四元剛一、井畔能文、坂田隆造、山田勝士
へパリン起因性血小板減少症と血小板凝集能について

第24回日本臨床薬理学会年会、横浜、 2003.
127.牛山美奈、菅原英輝、井上和彦、山田勝士、宮田篤郎
マウス心臓に発現する PACAP特異的受容体PAC1バリアントの機能解析
第56回日本薬理学会西南部会、大分、 2003.
128.武田泰生、二川俊隆、大磯茂、柴山良彦、李順姫、 Lemmon，V、渡遼和忠、山田勝士
後シナプス肥厚部における GPI伺アンカー型神経接着分子コンタクチン群の局在と機能について
第56回日本薬理学会西南部会、大分、 2003.
129.清水隆雄、井上和彦、菅原英輝、宮田篤郎
マウス脊髄に於ける PACAPの痛覚への作用:Substance P及びNMDAによる痛み様反応に及ぼすPACAP
前処置の効果

第56回日本薬理学会西南部会、大分、 2003.
130.小倉さと子、山口辰哉、大磯茂、柴田由香里、山田勝士、高松英夫
鹿児島大学医学部附属病院における CRC活動の現状
第3回CRCと臨床試験のあり方を考える会議2003、東京、 2003.

2004年
131.中村和男、仮屋薗博子、菰方輝夫、演田信男、坂田隆造、山田勝士
免疫栄養剤の術前投与と術後の任6系脂肪酸/n-3系脂肪酸比および炎症反応マーカーの推移について
第19回日本静脈経腸栄養学会、大阪、 2004.
132.鬼丸俊司、中村和男、仮屋薗博子、有馬純子、増田宏、井畔能文、坂田隆造、山田勝士
バイパス術後のアスピリン・アトルパスタチン併用療法の意義

第77回日本薬理学会年会、大阪、 2004.
133.宮田篤郎、子亀浩市、井上和彦、菅原英輝、岩田慎一、寒川賢治
ラットアストロサイトにおいてPACAPにより発現誘導される遺伝子群の網羅的解析
第77回日本薬理学会年会、大阪、 2004.
134.柴山良彦、李順姫、 Vance，1.、武田泰生、山田勝士
神経細胞接着分子L1の軸索伸長における細胞内ドメインの役割

第77回日本薬理学会年会、大阪、 2004.
135.中村和男、仮屋薗博子、山田勝士
抗凝固療法における薬剤管理指導業務の更なる向上

日本薬学会第124年会サテライトシンポジウム、名古屋、 2004.
136.有馬純子、仮屋薗博子、武田泰生、山田勝士
国際的に活躍できる薬剤師養成への取り組み

日本薬学会第124年会サテライトシンポジウム、名古屋、 2004.
137.柴山良彦、宮内希弥子、新川輝俊、武田泰生、山田勝士
外国人向けの服薬指導マニュアルの作成について

日本薬学会第124年会サテライトシンポジウム、名古屋、 2004.
138.仮屋薗博子、中村和男、有馬純子、鬼丸俊司、増田宏、井畔能文、坂田隆造、山田勝士
抗血小板作用の評価における血小板凝集能測定の意義

日本薬学会第124年会、大阪、 2004.
139.鮎川修、中村和男、仮屋薗博子、有馬純子、鬼丸俊司、山田勝士
血小板の反応性に及ぼす保存温度の影響

日本薬学会第124年会、大阪、 2004.
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140.下園　拓郎､松元　一明､下堂薗　権洋､山田　勝士

ワルフアリンと経腸栄養剤との併用に関する実態調査

日本薬学会第124年会､大阪､ 2004.

141.茂見　西里､桐野　友子､久津輪　久世､谷　由紀､宮越　妙子､下堂薗　権洋､田中　信行､山田　勝士

原因解明に至ったフェニトイン中毒患者の症例と薬剤師の関わり

日本薬学会第124年会､大阪､ 2004.

142.有馬　純子､中村　和男､仮屋薗　博子､鮎川　修､鬼丸　俊司､井畔　能文､坂田　隆造､山田　勝士

スタテン系薬剤の冠動脈バイパス術後の凝固･線溶系に及ぼす影響

第25回日本臨床薬理学会年会､静岡､ 2004.

143.柴山　良彦､松元　一明､宮越　妙子､栗田　美穂､下堂薗　権洋､本屋　敏郎､武田　寮生､山田　勝士

メトトレキサート大量療法における血清尿酸値およびメトトレキサート血中濃度に関する遡及的研究

第14回日本医療薬学会年会､千葉､ 2004.

144.河内　明夫､大久保　具明､本屋　敏郎､山田　勝士

英国スコットランドにおける病院薬剤師事情

第14回日本医療薬学会年会､千葉､ 2004.

145.柴田　由香里､山口　辰哉､大磯　茂､小倉　さと子､山田　勝士､高松　英夫

病院総合および独立法人化に伴う治験業務の改善

第14回日本医療薬学会年会､千葉､ 2004.

146.二川　俊隆､大磯　茂､武田　寮生､山田　勝士

ヒト神経系におけるContactin associated protein (Caspr) 4の分子間相互作用の解析

第27回日本神経科学大会･第47回日本神経化学会大会合同大会､大阪､ 2004･

147.武田　寮生､渡連　和患､山田　勝士

高次脳機能におけるGPI-アンカー型神経接着分子NB-3の機能解析

第34回日本神経精神薬理学会､第26回日本生物学的精神医学会合同年会､東京､ 2004･

148.二川　俊隆､大磯　茂､三浦　岳彦､南　淳一､武田　寮生､山田　勝士

ヒト神経系におけるContactin associated protein (Caspr) 4の分子間相互作用解析

第57回日本薬理学会西南部会､福岡､ 2004.

149.武田　寮生､ Zhi-cheng,X.､渡速　和忠､山田　勝士

中枢ミエリン形成におけるGPI-アンカー型神経接着分子NB-3の役割

第57回日本薬理学会西南部会､福岡､ 2004.

150.池田　龍二､山口　辰哉､牛山　美奈､柴山　良彦､武田　寮生､中村　和男､秋山　伸一､山田　勝士

セプアランテンによる抗癌剤アポトーシス増強作用とそのメカニズム

第57回日本薬理学会西南部会､福岡､ 2004.

151.池田　龍二､山口　辰哉､牛山　美奈､柴山　良彦､武田　寮生､中村　和男､秋山　伸一､山田　勝士

低酸素で誘導されるアポトーシスのテミジンホスホリラ-ゼによる抑制機構

第21回日本薬学会年会九州支部大会､長崎､ 2004.

152.岩下　佳敬､柴山　良彦､佐多　照正､中尾　承司､石田　和久､武田　寮生､山田　勝士

フルオロウラシルは多剤耐性蛋白質2の過剰発現を誘導する

第21回日本薬学会年会九州支部大会､長崎､ 2004.

153.屋地　慶子､下堂園　権洋､新川　輝俊､山田　勝士

処方せんの疑義照会とキャンセル内容の解析

医療薬学フォーラム2004/第12回クリニカルファーマシーシンポジウム､札幌､ 2004.

154.谷　由紀､茂見　西里､牛之潰　風見､下堂薗　権洋､山田　勝士

リハビリテーション科におけるリスクマネジメント

医療薬学フォーラム2004/第12回クリニカルファーマシーシンポジウム､札幌､ 2004.

155.菅原　英輝､山田　勝士､寒川　賢治､宮田　篤郎

多機能神径ペプチドPituitary adenylate cyclase-activating polypeptide (PACAP)遺伝子の精巣における特異

的発現調節機構の解析

第77回日本内分泌学術総会､京都､ 2004.

156.菅原　英輝､井上　和彦､森　望､寒川　賢治､山田　勝士､宮田　篤郎

神径選択的サイレンサーによるPACAP遺伝子の発現調節機序の解析

平成16年度日本生化学会九州支部例会､熊本､ 2004.

157.園田　純一郎､郡山　千早､馴脊　俊郎､小迫　知弘､秋葉　澄伯､園田　俊郎

緑茶カプセル服用によるHTLV-1キャリアの末梢血リンパ球中HTLV-1プロウイルス減少効果

第63回日本癌学会､福岡､ 2004.

158.中村　和男､仮屋薗　博子､菰方　輝夫､渡田　信男､坂田　隆造､山田　勝士

免疫栄養剤インパクトの免疫能および炎症反応に及ぼす影響

第42回痛治療学会総会､京都､ 2004.
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140.下園拓郎、松元一明、下堂薗権洋、山田勝士
ワルファリンと経腸栄養剤との併用に関する実態調査

日本薬学会第124年会、大阪、 2004.
141.茂見茜里、桐野友子、久津輪久世、谷由紀、宮越妙子、下堂薗権洋、田中信行、山田勝士
原因解明に至ったフェニトイン中毒患者の症例と薬剤師の関わり

日本薬学会第124年会、大阪、 2004.
142.有馬純子、中村和男、仮屋薗博子、鮎川修、鬼丸俊司、井畔能文、坂田隆造、山田勝士
スタチン系薬剤の冠動脈バイパス術後の凝固・線溶系に及ぼす影響

第25回日本臨床薬理学会年会、静岡、 2004.
143.柴山良彦、松元一明、宮越妙子、栗田美穂、下堂薗権洋、本屋敏郎、武田泰生、山田勝士
メトトレキサート大量療法における血清尿酸値およびメトトレキサート血中濃度に関する遡及的研究

第14回日本医療薬学会年会、千葉、 2004.
144.河内明夫、大久保具明、本屋敏郎、山田勝士
英国スコットランドにおける病院薬剤師事情

第14回日本医療薬学会年会、千葉、 2004.
145.柴田由香里、山口辰哉、大磯茂、小倉さと子、山田勝士、高松英夫
病院総合および独立法人化に伴う治験業務の改善

第14回日本医療薬学会年会、千葉、 2004.
146.二川俊隆、大磯茂、武田泰生、山田勝士
ヒト神経系における Contactinassociated protein (Caspr) 4の分子間相互作用の解析
第27回日本神経科学大会・第47回日本神経化学会大会合同大会、大阪、 2004.
147.武田泰生、渡遼和忠、山田勝士
高次脳機能における GPI-アンカー型神経接着分子NB-3の機能解析
第34回日本神経精神薬理学会、第26回日本生物学的精神医学会合同年会、東京、 2004.
148.二川俊隆、大磯茂、三浦岳彦、南淳一、武田泰生、山田勝士
ヒト神経系における Contactinassociated protein (Caspr) 4の分子間相互作用解析
第57回日本薬理学会西南部会、福岡、 2004.
149.武田泰生、 Zhi-cheng，X.、渡逢和忠、山田勝士
中枢ミエリン形成における GPI-アンカー型神経接着分子NB-3の役割
第57回日本薬理学会西南部会、福岡、 2004.
150.池田龍二、山口辰哉、牛山美奈、柴山良彦、武田泰生、中村和男、秋山伸一、山田勝士
セブアランチンによる抗癌剤アポトーシス増強作用とそのメカニズム

第57回日本薬理学会西南部会、福岡、 2004.
151.池田龍二、山口辰哉、牛山美奈、柴山良彦、武田泰生、中村和男、秋山伸一、山田勝士
低酸素で誘導されるアポトーシスのチミジンホスホリラーゼによる抑制機構

第21回日本薬学会年会九州支部大会、長崎、 2004.
152.岩下佳敬、柴山良彦、佐多照正、中尾承司、石田和久、武田泰生、山田勝士
フルオロウラシルは多剤耐性蛋白質2の過剰発現を誘導する
第21回日本薬学会年会九州支部大会、長崎、 2004.
153.屋地慶子、下堂園権洋、新川輝俊、山田勝士
処方せんの疑義照会とキャンセル内容の解析

医療薬学フォーラム2004/第12回クリニカルファーマシーシンポジウム、札幌、 2004.
154.谷由紀、茂見茜里、牛之演風見、下堂薗権洋、山田勝士
リハビリテーション科，におけるリスクマネジメント

医療薬学フォーラム2004/第12回クリニカルファーマシーシンポジウム、札幌、 2004.
155.菅原英輝、山田勝士、寒川賢治、宮田篤郎
多機能神径ペプチドPituitaryadenylate cyclase-activating polypeptide (P ACAP)遺伝子の精巣における特異
的発現調節機構の解析

第77回日本内分泌学術総会、京都、 2004.
156.菅原英輝、井上和彦、森望、寒川賢治、山田勝士、宮田篤郎
神径選択的サイレンサーによる PACAP遺伝子の発現調節機序の解析
平成16年度日本生化学会九州支部例会、熊本、 2004.
157.園田純一郎、郡山千早、獄l崎俊郎、小迫知弘、秋葉澄伯、園田俊郎
緑茶カプセル服用による HTLV-1キャリアの末梢血リンパ球中 HTLV-1プロウイルス減少効果

第63回日本癌学会、福岡、 2004.
158.中村和男、仮屋薗博子、菰方輝夫、演田信男、坂田隆造、山田勝士
免疫栄養剤インパクトの免疫能および炎症反応に及ぼす影響

第42回癌治療学会総会、京都、 2004.
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159.小倉　さと子､山口　辰哉､大磯　茂､柴田

cRC活動における関連部門との連携

由香里､山田　勝士､高桧　英夫

第4回CRCと臨床試験のあり方を考える会議2004､山口､ 2004.

2005年

160.南　淳一､二川　俊隆､大磯　茂､三浦　岳彦､賓釆　佐和子､町田　武生､渡蓮　和忠､武田　寮生､

山田　勝士

中枢神経系におけるコンタクテン関連蛋白質4の発現と相互作用分子の探索

第78回日本薬理学会年会､横浜､ 2005.

161.鬼丸　俊司､中村　和男､仮屋薗　博子､池田　龍二､山田　勝士

心筋虚血再港流障害後のTNF一α産生と接着分子放出反応におけるユダラボンの作用

第78回日本薬理学会年会年会､横浜､ 2005.

162.岩下　佳敬､石田　和久､佐多　照正､中尾　承司､本田　香奈恵､山下　カオリ､福元　雅子､中日　和彦､

賓　操二､堀之内　圭子､川畑　彩子､北野　夏子､高橋　友子､福元　博､木場　雄一､柴山　良彦

TPN輸液ルートの見直しによる影響(シェアプラグ輸液セットの有用性)

第20回日本静脈経腸栄養学会､名古屋､ 2005.

163.柴山　良彦､牛之演　風見､本屋　敏郎､武田　寮生､山田　勝士

ラツ吊こおいてメトトレキサートが多剤耐性蛋白質2および有機アニオントランスポーターの発現に与える影響

医療薬学フォーラム2005/第13回クリニカルファーマシーシンポジウム､鹿児島､ 2005.

164.茂見　西里､中村　和男､仮屋薗　博子､山田　勝士

痛化学療法における服薬指導の向上を目指して

医療薬学フォーラム2005/第13回クリニカルファーマシーシンポジウム､鹿児島､ 2005.

165.池田　龍二､青田　健一､牛山　美奈､山口　辰哉､別府　俊一､武田　寮生､中村　和男､柴山　良彦､

塚原　聡､井ノ上　逸朗､山田　勝士

opLL敬帯細胞の骨芽細胞への分化制御機構の解明

医療薬学フォーラム2005/第13回クリニカルファーマシーシンポジウム､鹿児島､ 2005.

166.大磯　茂､下堂薗　権洋､石塚　洋一､山口　辰哉､武田　寮生､山田　勝士

鹿児島大学病院における抗生物質使用量の推移

医療薬学フォーラム2005/第13回クリニカルファーマシーシンポジウム､鹿児島､ 2005.

167,二川　俊隆､大磯　茂､三浦　高彦､武田　寮生､山田　勝士

ヒト神経系におけるContactin associated protein 4 (Caspr)の分子間相互作用の解析

医療薬学フォーラム2005/第13回クリニカルファーマシーシンポジウム､鹿児島､ 2005.

168.三浦　高彦､大磯　茂､二川　俊隆､賓釆　佐和子､武田　寮生､山田　勝士

中枢ミエリン形成におけるCaspr2分子間相互作用の解析

医療薬学フォーラム2005/第13回クリニカルファーマシーシンポジウム､鹿児島､ 2005.

169.別府　俊一､住滞　知之､島元　裕一､古川　龍彦､原口　みさこ､池田　龍二､山口　辰哉､武田　寮生､

秋山　伸一､山田　勝士

MVPの発現先進を指標にした細胞内オルガネラvaultの機能解析

医療薬学フォーラム2005/第13回クリニカルファーマシーシンポジウム､鹿児島､ 2005･

170.松元　一明､宮越　妙子､宮内　希弥子､大磯　茂､下堂薗　権洋､武田　寮生､山田　勝士

ノモグラムを用いたティコプラニンの投与設計

第22回日本TDM学会､沖縄､ 2005.

171.柴山　良彦､河内　明夫､鬼丸　俊司､徳永　仁､池田　龍二､高村　徳人､本屋　敏郎､武田　寮生､

山田　勝士

西洋オトギリソウがシスプラチンの腎毒性に及ぼす影響

第26回臨床薬理学会年会　別府､ 2005.

172.池田　龍二､青田　健一､牛山　美奈､山口　辰哉､別府　俊一､武田　寮生､中村　和男､柴山　良彦､

塚原　聡､井ノ上　逸朗､山田　勝士

opLL敷帯細胞の骨芽細胞への分化制御機構の解明

第58回日本薬理学会西南部会､長崎､ 2005,

173.佐多　照正､中村　和男､仮屋薗　博子､有馬　純子､新川　輝俊､山田　勝士

ホスホジェルテラーゼ阻害剤の全血凝集および多血小板血祭凝集に及ぼす影響

第58回日本薬理学会西南部会､長崎､ 2005.

174.池田　龍二､牛山　美奈､山口　辰哉､柴山　良彦､武田　寮生､中村　和男､秋山　伸一､山田　勝士

低酸素で誘導されるアポトーシスの2-デオキシーD-リボ-スによる抑制機構

第22回日本薬学会年会九州支部大会､福岡､ 2005.

175.別府　俊一､住揮　知之､島元　祐一､古川　龍彦､原口　みさ子､池田　龍二､山口　辰哉､武田　寮生､

秋山　伸一､山田　勝士
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159.小倉さと子、山口辰哉、大磯茂、柴田由香里、山田勝士、高松英夫
CRC活動における関連部門との連携
第4回CRCと臨床試験のあり方を考える会議2004、山口、 2004.

2005年
160.南淳一、二川俊隆、大磯茂、三浦岳彦、賓来佐和子、町田武生、渡遺和忠、武田泰生、
山田勝士

中枢神経系におけるコンタクチン関連蛋白質4の発現と相互作用分子の探索
第78回日本薬理学会年会、横浜、 2005.
161.鬼丸俊司、中村和男、仮屋薗博子、池田龍二、山田勝士
心筋虚血再濯流障害後の TNF-α産生と接着分子放出反応におけるエダラボンの作用

第78回日本薬理学会年会年会、横浜、 2005.
162.岩下佳敬、石田和久、佐多照正、中尾承司、本田香奈恵、山下カオリ、福元雅子、中日和彦、
賓操二、堀之内圭子、川畑彩子、北野夏子、高橋友子、福元博、木場雄一、柴山良彦

TPN輸液ルートの見直しによる影響(シェアプラグ輸液セットの有用性)

第20回日本静脈経腸栄養学会、名古屋、 2005.
163.柴山良彦、牛之演風見、本屋敏郎、武田泰生、山田勝士
ラットにおいてメトトレキサートが多剤耐性蛋白質2および有機アニオントランスポーターの発現に与える影響
医療薬学フォーラム2005/第13回クリニカルファーマシーシンポジウム、鹿児島、 2005.
164.茂見茜里、中村和男、仮屋薗博子、山田勝士
癌化学療法における服薬指導の向上を目指して

医療薬学フォーラム2005/第13回クリニカルファーマシーシンポジウム、鹿児島、 2005.
165.池田龍二、吉田健一、牛山美奈、山口辰哉、別府俊一、武田泰生、中村和男、柴山良彦、
塚原聡、井ノ上逸朗、山田勝士

OPLL靭帯細胞の骨芽細胞への分化制御機構の解明
医療薬学フォーラム2005/第13回クリニカルファーマシーシンポジウム、鹿児島、 2005.
166.大磯茂、下堂薗権洋、石塚洋一、山口辰哉、武田泰生、山田勝士
鹿児島大学病院における抗生物質使用量の推移

医療薬学フォーラム2005/第13回クリニカルファーマシーシンポジウム、鹿児島、 2005.
167.二川俊隆、大磯茂、三浦岳彦、武田泰生、山田勝士
ヒト神経系における Contactinassociated protein 4 (Caspr)の分子間相互作用の解析
医療薬学フォーラム2005/第13回クリニカルファーマシーシンポジウム、鹿児島、 2005.
168.三浦岳彦、大磯茂、二川俊隆、賀来佐和子、武田泰生、山田勝士
中枢ミエリン形成における Caspr2分子間相互作用の解析
医療薬学フォーラム2005/第13回クリニカルファーマシーシンポジウム、鹿児島、 2005.
169.別府俊一、住津知之、島元裕一、古川龍彦、原口みさこ、池田龍二、山口辰哉、武田泰生、
秋山伸一、山田勝士

MVPの発現允進を指標にした細胞内オルガネラ vaultの機能解析
医療薬学フォーラム2005/第13回クリニカルファーマシーシンポジウム、鹿児島、 2005.
170.松元一明、宮越妙子、宮内希弥子、大磯茂、下堂薗権洋、武田泰生、山田勝士
ノモグラムを用いたテイコプラニンの投与設計

第22回日本TDM学会、沖縄、 2005.
171.柴山良彦、河内明夫、鬼丸俊司、徳永仁、池田龍二、高村徳人、本屋敏郎、武田泰生、
山田勝士

西洋オトギリソウがシスプラチンの腎毒性に及ぼす影響

第26回臨床薬理学会年会 別府、 2005.
172.池田龍二、吉田健一、牛山美奈、山口辰哉、別府俊一、武田泰生、中村和男、柴山良彦、
塚原聡、井ノ上逸朗、山田勝士

OPLL靭帯細胞の骨芽細胞への分化制御機構の解明
第58回日本薬理学会西南部会、長崎、 2005.
173.佐多照正、中村和男、仮屋薗博子、有馬純子、新川輝俊、山田勝士
ホスホジエルテラーゼ阻害剤の全血凝集および多血小板血柴凝集に及ぼす影響

第58回日本薬理学会西南部会、長崎、 2005.
174.池田龍二、牛山美奈、山口辰哉、柴山良彦、武田泰生、中村和男、秋山伸一、山田勝士
低酸素で誘導されるアポトーシスの2-デオキシ心"リボースによる抑制機構
第22回日本薬学会年会九州支部大会、福岡、 2005.
175.別府俊一、住津知之、島元祐一、古川龍彦、原口みさ子、池田龍二、山口辰哉、武田泰生、
秋山伸一、山田勝士
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高浸透圧によるMajor Vault Protein (MVP)の発現克進の機構

第22回日本薬学会年会九州支部大会､福岡､ 2005.

176三浦　岳彦､二川　俊隆､大磯　茂､賓来　佐和子､武田　寮生､山田　勝士

pDZドメインを介したCaspr2細胞内分子機構の解析

第22回日本薬学会九州支部大会､福岡､ 2005.

177.仮屋薗　博子､中村　和男､池田　龍二､有馬　純子､鮎川　修､菰方　輝夫､中村　登､山田　勝士

n-3系脂肪酸の炎症反応および免疫能に及ぼす影響

日本薬学会第125年会､東京､ 2005.

178.大磯　茂､二川　俊隆､三浦　岳彦､南　淳一､賓来　佐和子､武田　寮生､山田　勝士

ヒト神経系におけるContactin associated protein (Caspr) 2の分子間相互作用の解析

日本薬学会第125年会､東京､ 2005.

179∴二川　俊隆､大磯　茂､三浦　岳彦､賓乗　佐和子､渡速　和忠､武田　泰生､山田　勝士

Tissue distribution and functional analysis for contactin associated protein4 (Caspr4) in central nervous

system.

第48回日本神経化学会大会､福岡､ 2005.

180.池田　龍二､山口　辰哉､牛山　美奈､車　暁芳､別府　俊一､武田　寮生､中村　和男､柴山　良彦､

原口　みさ子､古川　龍彦､住揮　知之､秋山　伸一､山田　勝士

低酸素で誘導されるアポトーシスのチミジンホスホリラ-ゼによる抑制機構

第64回日本癌学会､札幌､ 2005.

181.屋地　慶子､下堂薗　梅津､新川　輝俊､山田　勝士

調剤エラーから学ぶリスクマネジメントと新人教育

第15回日本医療薬学会年会､岡山､ 2005.

182.菅原　英輝､山田　勝士､宮田　篤郎

多機能神径ペプチドPACAP遺伝子の神経特異的発現調節機序における神経選択的サイレンサーの関与

第35回日本神径精神薬理学会､大阪､ 2005.

183.中村　和男､仮屋薗　博子､菰方　輝夫､中村　登､坂田　隆造､山田　勝士

免疫栄養剤インパクトの手術前投与と手術後の炎症反応および免疫応答について

第20回日本静脈経腸栄養学会､名古屋､ 2005.

184.鮎川　修､中村　和男､仮屋薗　博子､池田　龍二､山田　勝士

フローサイトメトリーおよびウエスタンプロットを用いた温度の血小板機能に及ぼす影響の検討

日本薬学会第125年会､東京､ 2005.

185.尾花　圭太郎､中村　和男､池田　龍二､仮屋薗　博子､有馬　純子､茂見　西里､菅原　英輝､新川　輝俊､

山田　勝士

血小板と白血球の複合体形成に及ぼす薬物の影響

第22回日本薬学会九州支部大会､福岡､ 2005.

186.若松　弘文､中村　千鶴子､下堂薗　権洋､千田　直三､福岡　龍一､加世田　良一､松元　一明

医師に対する薬剤師の疑義照会の実態と問題点

第69回九州山口薬学大会､長崎､ 2005.

187.小倉　さと子､山口　辰哉､大磯　茂､上片平　恵､山田　勝士､河野　嘉文

鹿児島大学病院におけるCRC活動一被験者ケアを中心に一

第5回CRCと臨床試験のあの方を考える会議2005､横浜､ 2005.

2006年

188.武田　寮生､二川　俊隆､大磯　茂､三浦　岳彦､山田　勝士

Molecular interaction of contactin- associated protein (Caspr) 2 intracellular domain analyzed by Yeast Two-

Hybrid system

3学会合同年会第28回日本生物学的精神医学会､第36回日本神経精神薬理学会､第49回日本神経化学会大会､

名古屋､ 2006.

189.大磯　茂､二川　俊隆､西田　健太朗､石原　義久､口岩　聡､武田　寮生､山田　勝士

character- ization and molecularinteraction of contactin associated protein 2 (Caspr2) in the central nervous

system.

3学会合同年会第28回日本生物学的精神医学会･第36回日本神経精神薬理学会･第49回日本神経化学会大会､

名古屋､ 2006.

190.久津輪　久世､普房　優子､有馬　純子､下堂薗　権洋､若松　弘文､山田　勝士

鹿児島大学病院における注射薬調剤エラー減少への取り組み

第16回日本医療薬学会年会､金沢､ 2006.

191.草留　千恵､柴山　良彦､山口　真理子､西　八重乃､武田　恵視､吉川　好美､武田　寮生､山田　勝士

大量メチルコバラミン注射液の安定性に関する研究
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高浸透圧による MajorVault Protein (MVP)の発現充進の機構

第22回日本薬学会年会九州支部大会、福岡、 2005.

176.三浦岳彦、二川俊隆、大磯茂、賓来佐和子、武田泰生、山田勝士

PDZドメインを介した Caspr2細胞内分子機構の解析

第22回日本薬学会九州支部大会、福岡、 2005.

177.仮屋薗博子、中村和男、池田龍二、有馬純子、鮎川修、菰方輝夫、中村-登、山田勝士

n-3系脂肪酸の炎症反応および免疫能に及ぼす影響

日本薬学会第125年会、東京、 2005.

178.大磯茂、二川俊隆、三浦岳彦、南淳一、賓来佐和子、武田泰生、山田勝士

ヒト神経系における Contactinassociated protein (Caspr) 2の分子間相互作用の解析

日本薬学会第125年会、東京、 2005.

179.二川俊隆、大磯茂、三浦岳彦、賓来佐和子、渡法和忠、武田泰生、山田勝士

Tissue distribution and functional analysis for contactin associated protein4 (Caspr4) in central nervous 

system. 

第48回日本神経化学会大会、福岡、 2005.

180.池田龍二、山口辰哉、牛山美奈、車暁芳、別府俊一、武田泰生、中村和男、柴山良彦、

原口みさ子、古川龍彦、住津知之、秋山伸一、山田勝士

低酸素で誘導されるアポトーシスのチミジンホスホリラーゼによる抑制機構

第64回日本癌学会、札幌、 2005.

181.屋地慶子、下堂薗権洋、新川輝俊、山田勝士

調剤エラーから学ぶリスクマネジメントと新人教育

第15回日本医療薬学会年会、岡山、 2005.

182.菅原英輝、山田勝士、宮田篤郎

多機能神径ペプチドPACAP遺伝子の神経特異的発現調節機序における神経選択的サイレンサーの関与

第35回日本神径精神薬理学会、大阪、 2005.

183.中村和男、仮屋薗博子、菰方輝夫、中村登、坂田隆造、山田勝士

免疫栄養剤インパクトの手術前投与と手術後の炎症反応および免疫応答について

第20回日本静脈経腸栄養学会、名古屋、 2005.

184.鮎川修、中村和男、仮屋薗博子、池田龍二、山田勝士

フローサイトメトリーおよびウエスタンプロットを用いた温度の血小板機能に及ぼす影響の検討

日本薬学会第125年会、東京、 2005.

185.尾花圭太郎、中村和男、池田龍二、仮屋薗博子、有馬純子、茂見茜里、菅原英輝、新川輝俊、
山田勝士

血小板と白血球の複合体形成に及ぼす薬物の影響

第22回日本薬学会九州支部大会、福岡、 2005.

186.若松弘文、中村千鶴子、下堂薗権洋、千田直三、福岡龍一、加世田良一、松元一明

医師に対する薬剤師の疑義照会の実態と問題点

第69回九州山口薬学大会、長崎、 2005.

187.小倉さと子、山口辰哉、大磯茂、上片平恵、山田勝士、河野嘉文

鹿児島大学病院における CRC活動一被験者ケアを中心に-

第5回CRCと臨床試験のあの方を考える会議2005、横浜、 2005.

2006年
188.武田泰生、二川俊隆、大磯茂、三浦岳彦、山田勝士

Molecular interaction of contactin-associated protein (Caspr) 2 intracellular domain analyzed by Yeast Two-

Hybrid system 

3学会合同年会第28回日本生物学的精神医学会、第36回日本神経精神薬理学会、第49回日本神経化学会大会、

名古屋、 2006.

189.大磯茂、二川俊隆、西田健太朗、石原義久、口岩聡、武田泰生、山田勝士

Character-ization and molecular interaction of contactin associated protein 2 (Caspr2) in the central nervous 
system. 

3学会合同年会第28回日本生物学的精神医学会・第36回日本神経精神薬理学会・第49回日本神経化学会大会、

名古屋、 2006.

190.久津輪久世、首房優子、有馬純子、下堂薗権洋、若松弘文、山田勝士

鹿児島大学病院における注射薬調剤エラー減少への取り組み

第16回日本医療薬学会年会、金沢、 2006.

191.草留千恵、柴山良彦、山口真理子、西八重乃、武田恵視、吉川好美、武田泰生、山田勝士

大量メチルコパラミン注射液の安定性に関する研究
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第16回日本医療薬学会年会､金沢､

192.有馬　純子､久津輪　久世､普房

2006.

優子､柴山　良彦､下堂薗　権洋､武田　泰生､柳　正和､河野　嘉文､

山田　勝士

鹿児島大学病院におけるがん化学療法への参画と課題～薬剤師のレジメンテェックによるリスク回避～

第16回日本医療薬学会年会､金沢､ 2006,

193.菅原　英輝､仮屋薗　博子､大磯　茂､永野　みのり､田中　沙也任､武田　泰生､山田　勝士

鹿児島大学病院における持参薬チェック業務の現状把握と医療経済学的解析

第16回日本医療薬学会年会､金沢､ 2006.

194.下堂薗　権洋､桧元　一明､恩田　光子､折井　孝男､伊賀　立二

｢病院薬剤部門の現状調査｣解析による病院薬剤師適正配置の検討

第16回日本医療薬学会年会､金沢､ 2006,

195.中村　和男､仮屋薗　博子､池田　龍二､菅原　英輝､鮎川　修､坂田　隆造､山田　勝士

手術侵嚢と血小板･白血球複合体形成

第16回日本医療薬学会年会､金沢､ 2006,

196.仮屋薗　博子､菅原　英輝､武田　寮生､山田　勝士

入院時患者情報収集における栄養スクリーニングの試み

第16回日本医療費学会年会､金沢､ 2006.

197,下堂薗　権洋､折井　孝男､恩田　光子､松元　一明､山田　勝士

疑義照会における薬剤師の果たす役割とその意義一全国5施設の調査結果をもとに一

日本薬学会第126年会､仙台､ 2006,

198.河内　明夫､柴田　由香里､山田　勝士､マイヤンク　デュティア､本屋　敏郎

薬物誘発胴体回転行動とその発現機構

日本薬学会第126年会､仙台､ 2006,

199,池田　龍二､別府　俊一､住揮　知之､古川　龍彦､車　暁芳､牛山　美奈､山口　辰哉､山本　雅達､

柴山　良彦､武田　寮生､岩下　健一､山田　勝士､秋山　伸一

高浸透圧ストレスによるMajor Vault Protein (MVP)の発現克進機能

第65回日本癌学会学術総会､横浜､ 2006.

200.柴山　良彦､牛ノ潰　風見､池田　龍二､吉川　好美､本屋　敏郎､武田　寮生､山田　勝士

メトトレキサートがラットにおいてMrp2､ Bcrp､ Oatl､ Oat2およびOatの発現に与える影響

第59回日本薬理学会西南部会､那覇､ 2006.

201.池田　龍二､吉田　健一､牛山　美奈､山口　辰哉､武田　泰生､柴山　良彦､塚原　聡､岩下　健一､

井ノ上　逸郎､山田　勝士

opLL敬帯細胞の骨芽珊胞-の分化抑制機構の解明

第59回日本薬理学会西南部会､那覇､ 2006.

202.西田　健太朗､口岩　聡､大磯　茂､石原　義久､中河　志朗､武田　泰生､山田　勝士

パクリタキセルによるTRP受容体への影響

第59回日本薬理学会西南部会､那覇､ 2006.

203.柴山　良彦､河内　明夫､徳永　仁､池田　龍二､西田　健太朗､口岩　聡､中河　志朗､高村　徳人､

本屋　敏郎､武田　寮生､山田　勝士

西洋オトギリソウがシスプラチンの腎毒性に与える影響

第23回日本薬学会九州支部会､熊本､ 2006.

204.池田　龍二､牛山　美奈､宮脇　昭彦､山口　辰哉､比地岡　浩志､武田　寮生､岩下　健一､有馬　純子､

松元　一明､柴山　良彦､田畑　千穂子､中村　典史､山田　勝士

歯科領域での超選択的動注化学療法に伴う副作用対策

第23回日本薬学会年会九州支部大会､熊本､ 2006.

205.石原　義久､二川　俊隆､大磯　茂､西田　健太朗､武田　寮生､山田　勝士

C｡ntactin associated protein (Casprl)の細胞内部分に結合する機能タンパク質の検索

第23回日本薬学会年会九州支部大会､熊本､ 2006,

206.構於　和子､松元　一明､西田　健太朗､大磯　茂､下堂薗　権洋､武田　寮生､山田　勝士

ポリコナゾ-ルの血中濃度測定及び遺伝子多型解析による至適投与量の設計

第23回日本薬学会年会九州支部大会､熊本､ 2006.

207.茂見　西里､西　八重乃､仮屋薗　博子､大磯　茂､総元　一明､下堂薗　権洋､武田　泰生､山田　勝士

入院時全患者持参薬調査の試みと持参薬の使用状況の実態調査

医療薬学フォーラム2006/第14回クリニカルファーマシーシンポジウム､大阪､ 2006･

208.下堂薗　権洋､松元　一明､探水　知英､武田　寮生､山田　勝士

鹿児島県下におけるグループ実習に対する取り組みと学生の評価

医療薬学フォーラム2006/第14回クリニカルファーマシーシンポジウム､大阪､ 2006.

209.下堂薗　権洋､松元　一明､深水　知英､武田　泰生､山田　勝士
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第16回日本医療薬学会年会、金沢、 2006.
192.有馬純子、久津輪久世、嘗房優子、柴山良彦、下堂薗権洋、武田泰生、柳正和、河野嘉文、
山田勝士

鹿児島大学病院におけるがん化学療法への参画と課題~薬剤師のレジメンチェックによるリスク回避~

第16回日本医療薬学会年会、金沢、 2006.
193.菅原英輝、仮屋薗博子、大磯茂、永野みのり、田中沙也佳、武田泰生、山田勝士
鹿児島大学病院における持参薬チェック業務の現状把握と医療経済学的解析

第16回日本医療薬学会年会、金沢、 2006.
194.下堂薗権洋、松元一明、思田光子、折井孝男、伊賀立二
「病院薬剤部門の現状調査」解析による病院薬剤師適正配置の検討

第16回日本医療薬学会年会、金沢、 2006.
195.中村和男、仮屋薗博子、池田龍二、菅原英輝、鮎川修、坂田隆造、山田勝士
手術侵襲と血小板・白血球複合体形成

第16回日本医療薬学会年会、金沢、 2006.
196.仮屋薗博子、菅原英輝、武田泰生、山田勝士
入院時患者情報収集における栄養スクリーニングの試み

第16回日本医療薬学会年会、金沢、 2006.
197.下堂薗権洋、折井孝男、思田光子、松元一明、山田勝士
疑義照会における薬剤師の果たす役割とその意義一全国5施設の調査結果をもとに一
日本薬学会第126年会、仙台、 2006.
198.河内明夫、柴田由香里、山田勝士、マイヤンク デュテイア、本屋敏郎
薬物誘発胴体回転行動とその発現機構

日本薬学会第126年会、仙台、 2006.
199.池田龍二、別府俊一、住津知之、古川龍彦、車暁芳、牛山美奈、山口辰哉、山本雅達、
柴山良彦、武田泰生、岩下健一、山田勝士、秋山伸一

高浸透圧ストレスによる MajorVault Protein (MVP)の発現充進機能

第65回日本癌学会学術総会、横浜、 2006.
200.柴山良彦、牛ノ演風見、池田龍二、古川好美、本屋敏郎、武田泰生、山田勝士
メトトレキサートがラットにおいて Mrp2、Bcrp、Oat1、Oat2およびOatの発現に与える影響

第59回日本薬理学会西南部会、那覇、 2006.
201.池田龍二、吉田健一、牛山美奈、山口辰哉、武田泰生、柴山良彦、塚原聡、岩下健一、
井ノ上逸郎、山田勝士

OPLL靭帯細胞の骨芽細胞への分化抑制機構の解明
第59回日本薬理学会西南部会、那覇、 2006.
202.西田健太朗、口岩聡、大磯茂、石原義久、中河志朗、武田泰生、山田勝士
パクリタキセルによる TRP受容体への影響

第59回日本薬理学会西南部会、那覇、 2006.
203.柴山良彦、河内明夫、徳永仁、池田龍二、西田健太朗、口岩聡、中河志朗、高村徳人、
本屋敏郎、武田泰生、山田勝士

西洋オトギリソウがシスプラチンの腎毒性に与える影響

第23回日本薬学会九州支部会、熊本、 2006.
204.池田龍二、牛山美奈、宮脇昭彦、山口辰哉、比地岡浩志、武田泰生、岩下健一、有馬純子、
松元一明、柴山良彦、田畑千穂子、中村典史、山田勝士

歯科領域での超選択的動注化学療法に伴う副作用対策

第23回日本薬学会年会九州支部大会、熊本、 2006.
205.石原義久、二川俊隆、大磯茂、西田健太朗、武田泰生、山田勝士
Contactin associated protein (Caspr1)の細胞内部分に結合する機能タンパク質の検索
第23回日本薬学会年会九州支部大会、熊本、 2006.
206.楕松和子、松元一明、西田健太朗、大磯茂、下堂薗権洋、武田泰生、山田勝士
ボリコナゾールの血中濃度測定及び遺伝子多型解析による至適投与量の設計

第23回日本薬学会年会九州支部大会、熊本、 2006.
207.茂見茜里、西八重乃、仮屋薗博子、大磯茂、松元一明、下堂薗権洋、武田泰生、山田勝士
入院時全患者持参薬調査の試みと持参薬の使用状況の実態調査

医療薬学フォーラム2006/第14回クリニカルファーマシーシンポジウム、大阪、 2006.
208.下堂薗権洋、松元一明、深水知英、武田泰生、山田勝士
鹿児島県下におけるグループ実習に対する取り組みと学生の評価

医療薬学フォーラム2006/第14回クリニカルファーマシーシンポジウム、大阪、 2006.
209.下堂薗権洋、松元一明、深水知英、武田泰生、山田勝士
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鹿児島県下におけるグループ実習に対する受け入れ施設側の評価

医療薬学フォーラム2006/第14回クリニカルファーマシーシンポジウム､大阪､ 2006.

210.大磯　茂､下堂薗　権洋､小迫　晶寛､松元　一明､山口　辰哉､武田　寮生､宮之原　弘晃､山田勝士

鹿児島大学病院における抗生物質使用量および検出菌の推移

医療薬学フォーラム2006/第14回クリニカルファーマシーシンポジウム､大阪､ 2006.

211.大磯　茂､二川　俊隆､三浦　岳彦､西田　健太朗､石原　義久､武田　寮生､山田　勝士

中枢神経系におけるcontactin associated protein (Caspr) 2の蛋白質問相互作用の解析

第79回日本薬理学会年会､横浜､ 2006.

212.仮屋薗　博子､中村　和男､池田　龍二､有馬　純子､尾花　圭太郎､山本　裕之､坂田　隆造､山田　勝士

開胸術前後の血小板一白血球複合体形成に及ぼすw l3系脂肪酸の影響

第79回日本薬理学会年会､横浜､ 2006.

213.武田　泰生､二川　俊隆､大磯　茂､賓乗　佐和子､西田　健太朗､三浦　岳彦､石原　義久､楕松　和子､

渡速　和忠､山田　勝士

ミエリン形成に関わるコンタクテン関連蛋白質の分子間相互作用の解析

日本薬学会第126年会､仙台､ 2006.

214.枚元　一明､荒木　美名､楕松　和子､宮越　妙子､大磯　茂､下堂薗　権洋､武田　寮生､山田　勝士

ティコプラニン維持量設定ノモグラムの有用性について

第23回日本TDM学会､東京､ 2006.

215.富永　愛子､菅原　英輝､井上　和彦､岩田　真一､清水　隆雄､宮田　篤郎

pituitary adenylate cyclase-activating polypeptide(PACAP)遺伝子の精巣における特異的発現調節機構の解析

第29回日本分子生物学会年会､名古屋､ 2006.

216.山口　真理子､柴山　良彦､草留　千恵､西　八重乃､武田　恵視､久津輪　久世､有馬　純子､下堂薗　権洋､

若松　弘文､武田　寮生､山田　勝士

がん化学療法を行う全ての患者を対象とした無菌調剤業務の取り組み

第69回九州山口薬学大会､鹿児島､ 2006.

217.西　八重乃､茂見　西里､仮屋薗　博子､大磯　茂､松元　一明､菅原　英輝､下堂薗　権洋､武田　寮生､

山田　勝士

入院時全患者持参薬調査の試み

第69回九州山口薬学大会､鹿児島､ 2006.

218.重永　明恵､屋地　慶子､下堂薗　権洋､武田　寮生､山田　勝士

調剤エラー柑策によるリスクマネジメント

第69回九州山口薬学大会､鹿児島､ 2006.

219.池田　龍二､車　暁芽､牛山　美奈､山口　辰我､武田　寮生､柴山　良彦､中村　和男､古川　龍彦､

秋山　伸一､山田　勝士

セプアランテンによる抗癌剤のアポトーシス増強作用とそのメカニズム

第10回がん分子標的治療研究会総会､東京､ 2006.

220.池田　龍二､車　暁芳､牛山　美奈､山口　辰哉､柴山　良彦､武田　泰生､古川　龍彦､山口　雅達､

山田　勝士､秋山　伸一

低酸素で誘導されるアポトーシスの2-デオキシーD-リボーズによる抑制機構

第10回がん分子標的治療研究会総会､東京､ 2006.

2007年

221.福永　直子､深水　知英､松元　一明､下堂薗　権洋､武田　寮生､山田　勝士

薬物血中濃度モニタリングオーダシステムの構築と電子カルテ-の活用

第17回日本医療薬学会年会､群馬､ 2007.

222.大磯　茂､下堂薗　権洋､桧元　一明､山口　辰哉､武田　寮生､山田　勝士､西　順一郎､折田　美千代

注射薬抗菌薬の使用量の推移とその影響因子の解析

第17回日本医療薬学会年会､群馬､ 2007.

223.岩瀬　晴信､佐屋薗　博子､池田　龍二､有馬　純子､藤崎　裕子､重永　明恵､石塚　洋一､山田勝士､

中村　和男

W - 3系脂肪酸の免疫能に及ぼす影響

第17回日本医療薬学会年会､群馬､ 2007.

224.大磯　茂､山口　辰哉､小倉　さと子､牛之潰　風見､田中　沙也任､池田　美咲､下堂薗　権洋､村永　文学､

熊本　一朗､山田　勝士､河野　嘉文

電子カルテ導入に伴う治験関連システムの構築

第28回日本臨床薬理学会年会､宇都宮､ 2007.

225.柴山　良彦､草留　千恵､桧元　一明､採水　知英､福永　直子､下堂薗　権洋､武田　寮生､山田　勝士

メトトレキサート大量療法において半減期が延長する発現機序に関する臨床及び基礎研究によるアプローチ
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鹿児島県下におけるグループ実習に対する受け入れ施設側の評価

医療薬学フォーラム2006/第14回クリニカルファーマシーシンポジウム、大阪、 2006.
210.大磯茂、下堂薗権洋、小迫晶寛、松元一明、山口辰哉、武田泰生、宮之原弘晃、山田勝士
鹿児島大学病院における抗生物質使用量および検出菌の推移

医療薬学フォーラム2006/第14回クリニカルファーマシーシンポジウム、大阪、 2006.
211.大磯茂、二川俊隆、三浦岳彦、西国健太朗、石原義久、武田泰生、山田勝士
中枢神経系における contactinassociated protein (Caspr) 2の蛋白質問相互作用の解析
第79回日本薬理学会年会、横浜、 2006.
212.仮屋薗博子、中村和男、池田龍二、有馬純子、尾花圭太郎、山本裕之、坂田隆造、山田勝士
閲胸術前後の血小板 M 白血球複合体形成に及ぼすω-3系脂肪酸の影響
第79回日本薬理学会年会、横浜、 2006.
213.武田泰生、二川俊隆、大磯茂、賀来佐和子、西田健太朗、三浦岳彦、石原義久、楕松和子、
渡迭和忠、山田勝士

ミエリン形成に関わるコンタクチン関連蛋白質の分子間相互作用の解析

日本薬学会第126年会、仙台、 2006.
214.松元一明、荒木美名、楕松和子、宮越妙子、大磯茂、下堂薗権洋、武田泰生、山田勝士
テイコプラニン維持量設定ノモグラムの有用性について

第23回日本TDM学会、東京、 2006.
215.富永愛子、菅原英輝、井上和彦、岩田真一、清水隆雄、宮田篤郎
Pituitary adenylate cyclase-activating polypeptide(P ACAP)遺伝子の精巣における特異的発現調節機構の解析

第29回日本分子生物学会年会、名古屋、 2006.
216.山口真理子、柴山良彦、草留千恵、西八重乃、武田恵視、久津輪久世、有馬純子、下堂菌権洋、
若松弘文、武田泰生、山田勝士

がん化学療法を行う全ての患者を対象とした無菌調剤業務の取り組み

第69回九州山口薬学大会、鹿児島、 2006.
217.西八重乃、茂見茜里、仮屋薗博子、大磯茂、松元一明、菅原英輝、下堂薗権洋、武田泰生、
山田勝士

入院時全患者持参薬調査の試み

第69回九州山口薬学大会、鹿児島、 2006.
218.重永明恵、屋地慶子、下堂薗権洋、武田泰生、山田勝士
調剤エラー対策によるリスクマネジメント

第69回九州山口薬学大会、鹿児島、 2006.
219.池田龍二、車暁芳、牛山美奈、山口辰哉、武田泰生、柴山良彦、中村和男、古川龍彦、
秋山伸一、山田勝士

セファランチンによる抗癌剤のアポトーシス増強作用とそのメカニズム

第10回がん分子標的治療研究会総会、東京、 2006.
220.池田龍二、車暁芳、牛山美奈、山口辰哉、柴山良彦、武田泰生、古川龍彦、山口雅達、
山田勝士、秋山伸一

低酸素で誘導されるアポトーシスの2-デオキシーD-リボースによる抑制機構
第10回がん分子標的治療研究会総会、東京、 2006.

2007年
221.福永直子、深水知英、松元一明、下堂菌権洋、武田泰生、山田勝士
薬物血中濃度モニタリングオーダシステムの構築と電子カルテへの活用

第17回日本医療薬学会年会、群馬、 2007.
222.大磯茂、下堂薗権洋、松元一明、山口辰哉、武田泰生、山田勝士、西順一郎、折由美千代
注射薬抗菌薬の使用量の推移とその影響因子の解析

第17回日本医療薬学会年会、群馬、 2007.
223.岩瀬晴信、仮屋薗博子、池田龍二、有馬純子、藤崎裕子、重永明恵、石塚洋一、山田勝士、
中村和男

ω-3系脂肪酸の免疫能に及ぼす影響
第17回日本医療薬学会年会、群馬、 2007.
224.大磯茂、山口辰哉、小倉さと子、午之演風見、田中沙也佳、池田美咲、下堂薗権洋、村永文学、
熊本一朗、山田勝士、河野嘉文

電子カルテ導入に伴う治験関連システムの構築

第28回日本臨床薬理学会年会、宇都宮、 2007.
225.柴山良彦、草留千恵、松元一明、深水知英、福永直子、下堂薗権洋、武田泰生、山田勝士
メトトレキサート大量療法において半減期が延長する発現機序に関する臨床及び基礎研究によるアプローチ
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医療薬学フォーラム2007/第15回クリニカルファーマシーシンポジウム､山形､ 2007.

226.西　八重乃､柴山　良彦､草留　千恵､有馬　純子､牛之演　風見､上片平　恵､有馬　由佳､武田　寮生､

山田　勝士

エトポシド析出に関する分析及び析出させないための業務改善

医療薬学フォーラム2007/第15回クリニカルファーマシーシンポジウム､山形､ 2007.

227.池田　龍二､吉田　健一､牛山　美奈､山口　辰哉､武田　泰生､柴山　良彦､岩下　健一､田賓　裕介､

井ノ上　逸郎､山田　勝士

骨芽細胞分化におけるPLZFの機能的関与

第60回日本薬理学会西南部会､宮崎､ 2007.

238.岩下　健一､池田　龍二､住滞　知之､田賓　裕介､牛山　美奈､山口　辰哉､武田　寮生､秋山　伸一､

山田　勝士

高浸透圧ストレスによって誘導されるアポトーシスのMajorVaultProtein(MVP)による抑制機構

第60回日本薬理学会西南部会､宮崎､ 2007.

229.田畑　禅､山本　雅達､池田　龍二､車　暁芳､岩下　健一､武田　寮生､古川　龍彦､向田　直史､

秋山　伸一

チミジンホスホリラ-ゼによるInterleukin-8 (IL-8)の発現克進機構

第60回日本薬理学会西南部会､宮崎､ 2007.

230,斉藤　弘樹､池田　龍二､井上　和彦､宮田　篤郎

骨形成における調節因子としてのニューロメデインBの生理的役割の解明

第60回日本薬理学会西南部会､宮崎､ 2007.

231,大磯　茂､二川　俊隆､口岩　聡､西田　健太朗､池田　龍二､武田　寮生､山田　勝士

中枢神経系におけるcontactin associated protein (Caspr) 2とcarboxypeptidase Eの相互作用解析

第60回日本薬理学会西南部会､宮崎､ 2007.

232.吉川　好美､柴山　良彦､西田　健太朗､武田　泰生､山田　勝士

イリノテカン､エトポシドが薬物トランスポーターの発現に及ぼす影響

第24回日本薬学会九州支部大会､福岡､ 2007.

233.田賓　裕介､池田　龍二､岩下　健一､田畑　禅､牛山　美奈､山口　辰哉､武田　寮生､住揮　知之､

秋山　伸一､山田　勝士

高浸透圧ストレスによるMVP (Major Vault Protein)による発現克進機構

第24回日本薬学会九州支部大会､福岡､ 2007.

234.西田　健太朗､口岩　聡､大磯　茂､二川　俊隆､益田　将吾､武田　寮生､山田　勝士

paclitaxelによる末梢神経障害ラットの脊髄後根神経節におけるmatrix metalloproteinase 3 (MMP3)の発現

克進

第24回日本薬学会九州支部大会､福岡､ 2007,

235.牛山　美奈､池田　龍二､山口　辰哉､岩下　健一､田賓　裕介､牛之潰　風見､武田　寮生､山田　勝士

院内製剤アズノール含吸水の科学的妥当性の評価

第24回日本薬学会九州支部大会､福岡､ 2007.

236.河内　明夫､柴田　由香里､山田　勝士､マイヤンク　デュティア､本屋　敏郎

ラツ吊こおける薬物誘発胴体回転行動の発現機構

第24回日本薬学会九州支部大会､福岡､ 2007.

237.牛山　美奈､菅原　英輝､池田　龍二､井上　和彦､山田　勝士､宮田　篤郎

pACAP受容体の細胞内シグナル伝達能に及ぼす第1細胞外ドメインと第3細胞内ループバリアントの組み合わ

せの影響

第80回日本薬理学会年会､名古屋､ 2007.

238,富永　愛子､菅原　英輝､井上　和彦､岩田　真一､清水　隆雄､宮田　篤郎

Nicotine augments mRNA level of pituitary adenylate cyclase-activating polypeptide in PC12 cell.

第80回日本薬理学会年会､名古屋､ 2007.

239.池田　龍二

Molecular basis for the inhibition of anticancer agents-induced apoptosis by thymidine phosphorylaese

第80回日本薬理学会年会､名古屋､ 2007.

240.西田　健太朗､口岩　聡､大磯　茂､石原　義久､武田　寮生､山田　勝士

ラット後根神経節でのパクリタキセルによるtransient receptor potentialチャネル発現増加

第80回日本薬理学会年会､名古屋､ 2007.

241.池田　龍二､古川　龍彦､牛山　美奈､車　暁芳､小桧　正治､山口　辰哉､山本　雅達､遭　紅業､

柴山　良彦､武田　寮生､岩下　健一､山田　勝士

低酸素で誘導されるBNIP3のチミジンホスホリラ-ゼによる抑制機構

第66回日本癌学会､横浜､ 2007,

242.王　嘉､車　暁芳､大山　昭雄､山本　雅達､古川　龍彦､池田　龍二､田畑　禅､蓮井　和久､岡　俊範､
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医療薬学フォーラム2007/第15回クリニカルファーマシーシンポジウム、山形、 2007.

226.西八重乃、柴山良彦、草留千恵、有馬純子、牛之演風見、上片平恵、有馬由佳、武田泰生、

山田勝士

エトポシド析出に関する分析及び析出させないための業務改善

医療薬学フォーラム2007/第15回クリニカルファーマシーシンポジウム、山形、 2007.

227.池田龍二、吉田健一、牛山美奈、山口辰哉、武田泰生、柴山良彦、岩下健一、田賓裕介、

井ノ上逸郎、山田勝士

骨芽細胞分化における PLZFの機能的関与

第60回日本薬理学会西南部会、宮崎、 2007.

238.岩下健一、池田龍二、住津知之、田賓裕介、牛山美奈、山口辰哉、武田泰生、秋山伸一、

山田勝士

高浸透圧ストレスによって誘導されるアポトーシスのMajorVault Protein(MVP)による抑制機構

第60回日本薬理学会西南部会、宮崎、 2007.

229.田畑祥、山本雅達、池田龍二、車暁芳、岩下健一、武田泰生、古川龍彦、向田直史、

秋山伸一

チミジンホスホリラーゼによる 1nterleukin-8(IL-8)の発現充進機構

第60回日本薬理学会西南部会、宮崎、 2007.

230.斉藤弘樹、池田龍二、井上和彦、宮田篤郎

骨形成における調節因子としてのニューロメデイン Bの生理的役割の解明

第60回日本薬理学会西南部会、宮崎、 2007.

231.大磯茂、二川俊隆、口岩聡、西田健太朗、池田龍二、武田泰生、山田勝士

中枢神経系における contactinassociated protein (Caspr) 2とcarboxypeptidaseEの相互作用解析

第60回日本薬理学会西南部会、宮崎、 2007.

232.吉川好美、柴山良彦、西田健太朗、武田泰生、山田勝士

イリノテカン、エトポシドが薬物トランスポーターの発現に及ぼす影響

第24回日本薬学会九州支部大会、福岡、 2007.

233.田賓裕介、池田龍二、岩下健一、田畑祥、牛山美奈、山口辰哉、武田泰生、住津知之、

秋山伸一、山田勝士

高浸透圧ストレスによる MVP(Major Vault Protein)による発現充進機構

第24回日本薬学会九州支部大会、福岡、 2007.

234.西田健太朗、口岩聡、大磯茂、二川俊隆、益田将吾、武田泰生、山田勝士

Paclitaxelによる末梢神経障害ラットの脊髄後根神経節における matrixmetalloproteinase 3 (MMP3)の発現

充進

第24回日本薬学会九州支部大会、福岡、 2007.

235.牛山美奈、池田龍二、山口辰哉、岩下健一、田賞裕介、牛之演風見、武田泰生、山田勝士

院内製剤アズノール含取水の科学的妥当性の評価

第24回日本薬学会九州支部大会、福岡、 2007.

236.河内明夫、柴田由香里、山田勝士、マイヤンク デユテイア、本屋敏郎

ラットにおける薬物誘発胴体回転行動の発現機構

第24回日本薬学会九州支部大会、福岡、 2007.

237.牛山美奈、菅原英輝、池田龍二、井上和彦、山田勝士、宮田篤郎

PACAP受容体の細胞内シグナル伝達能に及ぼす第1細胞外ドメインと第3細胞内ループバリアントの組み合わ

せの影響

第80回日本薬理学会年会、名古屋、 2007.

238.富永愛子、菅原英輝、井上和彦、岩田真一、清水隆雄、宮田篤郎

Nicotine augments mRNA level of pituitary adenylate cyc1ase-activating polypeptide in PC12 cell. 

第80回日本薬理学会年会、名古屋、 2007.

239.池田龍二

Molecular basis for the inhibition 0ぱfa如nticanceragent也s-司初.

第8初0回日本薬理学会年会、名古屋、 2007.

240.西田健太朗、口岩聡、大磯茂、石原義久、武田泰生、山田勝士

ラット後根神経節でのパクリタキセルによる transientreceptor potentialチャネル発現増加

第80回日本薬理学会年会、名古屋、 2007.

241.池田龍二、古川龍彦、牛山美奈、車暁芳、小松正治、山口辰哉、山本雅達、趨紅業、

柴山良彦、武田泰生、岩下健一、山田勝士

低酸素で誘導される BN1P3のチミジンホスホリラーゼによる抑制機構

第66回日本癌学会、横浜、 2007.

242.王嘉、車暁芳、大山昭雄、山本雅達、古川龍彦、池田龍二、田畑祥、蓮井和久、岡俊範、
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秋山　伸一

ヒト繊椎芽細胞における低酸素によるPGIS発現の増加

第66回日本痛学会､横浜､ 2007.

243.車　暁芳､大山　明雄､山本　雅達､古川　龍彦､王　嘉､池田 龍二､田畑　禅､岡　俊範､秋山　伸一

低酸素によるヒト繊維芽細胞W1-38の遺伝子発現変化

第66回日本癌学会､横浜､ 2007.

244.古川　龍彦､池田　龍二､小松　正治､大波　五月､秋山　伸一

銅輸送体ATP7Aによる抗癌剤多剤耐性とベシクル輸送

第66回日本癌学会､横浜､ 2007.

245.趨　紅葉､大山　明雄､山本　雅達､池田　龍二､原口　みさ子､田畑　禅､古川　龍彦､車　暁芽､

福島　正和､岡　俊範､秋山　伸一

ヒト大腸癌における5-FUによる血管新生阻害因子TSP-1の誘導

第66回日本癌学会､横浜､ 2007.

246.田畑　禅､山本　雅達､池田　龍二､古川　龍彦､車　暁芽､趨　紅業､王　嘉､向田　直史､岩下　健一､

武田　寮生､山田　勝士､秋山　伸一

チミジンホスホリラ-ゼによるⅠし8の発現克進機構

第66回日本癌学会､横浜､ 2007

247.屋地　慶子､下堂薗　権洋､茂見　西里､重永　明恵､武田　寮生､山田　勝士

実務実習生はどこまで薬の商品名を知っているのか　一薬学生と薬剤師の認識について一

第10回日本医療情報学会､札幌､ 2007.

248.枚元　一明､構松　和子､西田　健太朗､福永　直子､深水　知英､大磯　茂､下堂薗　権洋､武田　寮生､

山田　勝士

フェノバルビタールの併用によりポリコナゾ-ルの血中濃度が低下した症例

第24回日本TDM学会､金沢､ 2007.

249.大磯　茂､二川　俊隆､ロ岩　聡､西田　健太朗､池田　龍二､石原　義久､武田　寮生､山田　勝士

中枢神経系におけるCaspr2とcarboxypeptidase Eの相互作用解析

日本薬学会第127年会､富山､ 2007.

250.松元　一明､小迫　昌寛､下堂薗　権洋､折井　孝男､山田　勝士､伊賀　立二

薬剤師数､病床数および業務実施状況から算出した病院薬剤師適正配置基準
日本薬学会第127年会､富山､ 2007.

251.池田　龍二

抗がん剤で誘導されるアポトーシスのチミジンホスホリテーゼによる抑制機構

第1回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム､東京､ 2007.

252.牛山　美奈､池田　龍二､菅原　英輝､井上　和彦､山田　勝士､宮田　篤郎

pACAP受容体の細胞内シグナル伝達能に及ぼす第1細胞外ドメインと第3細胞内ループの組み合わせの影響

第1回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム､東京､ 2007.

253.岩下　健一､池田　龍二､住滞　知之､田賓　裕介､牛山　美奈､山口　辰哉､武田　寮生､秋山　伸一､

山田　勝士

高浸透圧ストレスによって誘導されるアポトーシスのMajor VaultProtein(MVP)による抑制機構

第1回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム､東京､ 2007.

254.西田　健太朗､口岩　聡､大磯　茂､二川　俊隆､益田　将吾､武田　寮生､山田　勝士

paclitaxelによる末梢神経障害ラットの脊髄後根神経節におけるmatrix metalloproteinase 3 (MMP3)の発現

克進

第1回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム､東京､ 2007.

255.田畑　禅､山本　雅達､池田　龍二､古川　龍彦､車　暁芽､趨　紅業､王嘉､向田　直史､岩下　健一､

武田　泰生､秋山　伸一､山田　勝士

チミジンホスホリラ-ゼによるinterleukin-8 (IL-8)の発現克進機構

第1回次世代を担う若手薬科学シンポジウム､東京､ 2007.

256.菅原　英輝､富永　愛子､山田　勝士､宮田　篤郎

多機能神経ペプチドPACAPの遺伝子発現調節機序における神経選択的サイレンサーの関与

第80回日本生化学会､横浜､ 2007.

257.小田原　一宏､下田　健一､兜坂　浩教､潰田　修一､末永　雄大､森山　裕樹､恵谷　誠司､吉水　久純､

西嶋　徹､藤井　親好､山口　辰哉､寺脇　廉文

鹿児島県薬剤師会備蓄薬品管理システム｢MyDB｣創設

第70回九州山口薬学大会､熊本､ 2007.

2008年

258.牛山　美奈､池田　龍二､新田　哲也､宮脇　昭彦､赤塚　千文､山口　辰哉､武田　寮生､松井　竜太郎､
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秋山伸一

ヒト繊維芽細胞における低酸素による PGIS発現の増加
第66回日本癌学会、横浜、 2007.
243.車暁芳、大山明雄、山本雅達、古川龍彦、王嘉、池田龍二、田畑祥、岡俊範、秋山伸一
低酸素によるヒト繊維芽細胞WI-38の遺伝子発現変化
第66回日本癌学会、横浜、 2007.
244.古川龍彦、池田龍二、小松正治、大渡五月、秋山伸一
銅輸送体ATP7Aによる抗癌剤多剤耐性とベシクル輸送
第66回日本癌学会、横浜、 2007.
245.越紅業、大山明雄、山本雅達、池田龍二、原口みさ子、田畑祥、古川龍彦、車暁芳、
福島正和、岡俊範、秋山伸一

ヒト大腸癌における5-FUによる血管新生阻害因子TSP・1の誘導
第66回日本癌学会、横浜、 2007.
246.田畑祥、山本雅達、池田龍二、古川龍彦、車暁芳、越紅業、王嘉、向田直史、岩下健一、
武田泰生、山田勝士、秋山伸一

チミジンホスホリラーゼによる IL-8の発現克進機構
第66回日本癌学会、横浜、 2007
247.屋地慶子、下堂薗権洋、茂見茜里、重永明恵、武田泰生、山田勝士
実務実習生はどこまで薬の商品名を知っているのか一薬学生と薬剤師の認識についてー

第10回日本医療情報学会、札幌、 2007.
248.松元一明、楕松和子、西国健太朗、福永直子、深水知英、大磯茂、下堂薗権洋、武田泰生、
山田勝士

フェノバルビタールの併用によりボリコナゾールの血中濃度が低下した症例

第24回日本TDM学会、金沢、 2007.
249.大磯茂、二川俊隆、口岩聡、西田健太朗、池田龍二、石原義久、武田泰生、山田勝士
中枢神経系における Caspr2とcarboxypeptidaseEの相互作用解析
日本薬学会第127年会、富山、 2007.
250.松元一明、小迫昌寛、下堂薗権洋、折井孝男、山田勝士、伊賀立二
薬剤師数、病床数および業務実施状況から算出した病院薬剤師適正配置基準

日本薬学会第127年会、富山、 2007.
251.池田龍二
抗がん剤で誘導されるアポトーシスのチミジンホスホリラーゼによる抑制機構

第1回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム、東京、 2007.
252.午山美奈、池田龍二、菅原英輝、井上和彦、山田勝士、宮田篤郎
PACAP受容体の細胞内シグナル伝達能に及ぽす第1細胞外ドメインと第3細胞内ループの組み合わせの影響
第1回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム、東京、 2007.
253.岩下健一、池田龍二、住津知之、田賓裕介、牛山美奈、山口辰哉、武田泰生、秋山伸一、
山田勝士

高浸透圧ストレスによって誘導されるアポトーシスの MajorVault Protein(MVP)による抑制機構
第l回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム、東京、 2007.
254.西田健太朗、口岩聡、大磯茂、二川俊隆、益田将吾、武田泰生、山田勝士
Paclitaxelによる末梢神経障害ラットの脊髄後根神経節における matrixmetalloproteinase 3 (MMP3)の発現
充進

第l回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム、東京、 2007.
255.田畑祥、山本雅達、池田龍二、古川龍彦、車暁芳、趨紅業、王嘉、向田直史、岩下健一、
武田泰生、秋山伸一、山田勝士

チミジンホスホリラーゼによる interleukin-8(IL-8)の発現充進機構
第1回次世代を担う若手薬科学シンポジウム、東京、 2007.
256.菅原英輝、富永愛子、山田勝士、宮田篤郎
多機能神経ペプチドPACAPの遺伝子発現調節機序における神経選択的サイレンサーの関与
第80回日本生化学会、横浜、 2007.
257.小田原一宏、下回健一、兜坂浩教、演田修一、末永雄大、森山裕樹、恵谷誠司、吉水久純、
西l嶋徹、藤井規好、山口辰哉、寺脇康文

鹿児島県薬剤師会備蓄薬品管理システム iMyDBJ創設
第70回九州山口薬学大会、熊本、 2007.

2008年
258.牛山美奈、池田龍二、新田哲也、宮脇昭彦、赤塚千文、山口辰哉、武田泰生、松井竜太郎、

-172-



杉原　一正､中村　典史､山田　勝士

口腔痛治療患者の口内炎に対する院内製剤アズノール含取水の安定性

第26回日本口腔腫癌学会総会　学術大会､大分､ 2008.

259.大磯　茂､二川　俊隆､口岩　聡､西田　健太朗､池田　龍二､武田 泰生､山田　勝士

caspr2の細胞膜輸送におけるcarboxypeptidase Eの関与

第81回日本薬理学会年会､横浜､ 2008.

260.池田　龍二､古川　龍彦､岩下　健一､田賓　裕介､柴山　良彦､武田　寮生､牛山　美奈､山口　辰哉､

秋山　伸一､山田　勝士

低酸素で誘導されるBNIP3のチミジンホスホリラ-ゼによる抑制機構

第81回日本薬理学会年会､横浜､ 2008.

261.柴山　良彦､吉川　好美､西田　健太朗､武田　寮生､山田　勝士

抗悪性腫蕩薬が薬物トランスポーターの発現に及ぼす影響

日本薬学会第128年会､横浜､ 2008.

262.松下　茂人､池田　龍二､奥村　浩､秋山　伸一､金蔵　拓郎

p53R2標的siRNAは悪性黒色腫の腫療増殖を抑制して抗癌剤感受性を高める

第67回日本癌学会､名古屋､ 2008.

263.田畑　禅､山本　雅達､池田　龍二､古川　龍彦､串　暁芳､遭　紅業､王　嘉､向田　直史､武田　寮生､

山田　勝士､秋山　伸一

チミジンホスホリラ-ゼ発現腫癌細胞におけるNF- 〟 Bを介したIL-8の発現克進機構

第67回日本癌学会､名古屋､ 2008.

264.遭　紅葉､大山　明雄､山本　雅達､池田　龍二､原口　みさ子､田畑　禅､古川　龍彦､車　暁芳､岡　俊範､

福島　正和､小野　異弓､桑野　信彦､秋山　伸一

ヒト大腸癌における5-FUによる血管新生阻害因子TSP-1の誘導

第67回日本癌学会､名古屋､ 2008.

265.古川　龍彦､小松　正治､池田　龍二､秋山　伸一

輝癌細胞株MIAPaCa-2由来Gemcitabine耐性細胞の耐性機構の解析

第67回日本癌学会､名古屋､ 2008.

266.車　暁芳､鄭　春雷､古川　龍彦､山本　雅達､王　嘉､池田　龍二､有馬　直道､秋山　伸一

survivinペプチド(89-104アミノ酸)によるATL細胞のアポトーシス誘導

第67回日本癌学会､名古屋､ 2008.

267.王　嘉､串　暁芳､大山　明雄､山本　雅達､古川　龍彦､池田　龍二､鄭　春雷､蓮井　和久､岡　俊範､

秋山　伸一

低酸素によるヒ下線錐芽細胞でのPGISの高発現

第67回日本癌学会､名古屋､ 2008.

268.富永　愛子､菅原　英輝､井上　和彦､宮田　篤郎

pituitary adenylate cyclase-activating polypeptide(PACAP)遺伝子の精巣における特異的発現調節機構の解析

第81回日本内分泌学会学術総会､青森､ 2008.

269.河内　明夫､柴田　由香里､山田　勝士､本屋　敏郎

ラツ吊こおける第4脳室内muscimol持続投与による姿勢制御障害

第67回日本めまい平衡医学会総会､秋田､ 2008.

270.岩瀬　晴信､仮屋薗　博子､池田　龍二､有馬　純子､茂見　西里､菅原　英輝､高潰　和夫､山田　勝士､

坂田　隆造､中村　和男

周術期のCD4陽性細胞活性化およびサイトカイン産生能における手術前栄養負荷の効果
フォーラム2008　衛生薬学･環境トキシコロジー､熊本､ 2008.

271.菅原　英輝､藤崎　裕子､園田　純一郎､牛ノ潰　風見､牛山　美奈､下堂園　権洋､新川　輝俊､武田　泰生､

山田　勝士

鹿児島大学病院における医療用麻薬の使用状況調査

第2回日本嬢和医療薬学会年会､横浜､ 2008.

272.大磯　茂､池田　龍二､中村　和男､武田　泰生､秋山　伸一､山田　勝士､仮屋軌博子

シスプラチン耐性咽頭がん細胞KCP-4におけるABCトランスポーターの発現解析

第25回日本薬学会九州支部大会､延岡､ 2008.

273.柴山　良彦､岩下　佳敬､吉川　好美､染川　智子､武田　寮生､山田　勝士

フルオロウラシルがSN38の小腸における吸収に及ぼす影響

第25回日本薬学会九州支部大会､延岡､ 2008.

274.益田　将吾､西田　健太朗､二川　俊隆､藤井　寛樹､武田　寮生､山田　勝士

がん細胞における神経接着分子コンタクテンのシグナル伝達機構の解析

第25回日本薬学会九州支部大会､延岡､ 2008.

275.田賓　裕介､池田　龍二､岩下　健一､田畑　禅､西揮　由紀彦､南　謙太朗､山口　辰哉､牛山　美奈､
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杉原一正、中村典史、山田勝士

口腔癌治療患者の口内炎に対する院内製剤アズノール含撒水の安定性

第26回日本口腔腫蕩学会総会学術大会、大分、 2008.
259.大磯茂、二川俊隆、口岩聡、西田健太朗、池田龍二、武田泰生、山田勝士
Caspr2の細胞膜輸送における carboxypeptidaseEの関与
第81回日本薬理学会年会、横浜、 2008.
260.池田龍二、古川龍彦、岩下健一、田賓裕介、柴山良彦、武田泰生、牛山美奈、山口辰哉、
秋山伸一、山田勝士

低酸素で誘導される BNIP3のチミジンホスホリラーゼによる抑制機構
第81回日本薬理学会年会、横浜、 2008.
261.柴山良彦、吉川好美、西田健太朗、武田泰生、山田勝士
抗悪性腫蕩薬が薬物トランスポーターの発現に及ぼす影響

日本薬学会第128年会、横浜、 2008.
262.松下茂人、池田龍二、奥村浩、秋山伸一、金蔵拓郎
P53R2標的siRNAは悪性黒色腫の腫蕩増殖を抑制して抗癌剤感受性を高める
第67回日本癌学会、名古屋、 2008.
263.田畑祥、山本雅達、池田龍二、古川龍彦、車暁芳、趨紅業、王嘉、向田直史、武田泰生、
山田勝士、秋山伸一

チミジンホスホリラーゼ発現腫蕩細胞における NF司 KB を介した IL~8の発現充進機構
第67回日本癌学会、名古屋、 2008.
264.越紅業、大山明雄、山本雅達、池田龍二、原口みさ子、田畑祥、古川龍彦、車暁芳、岡俊範、
福島正和、小野真弓、桑野信彦、秋山伸一

ヒト大腸癌におけるらFU による血管新生阻害因子 TSP~lの誘導
第67回日本癌学会、名古屋、 2008.
265.古川龍彦、小松正治、池田龍二、秋山伸一
勝癌細胞株MIAPaCa・2由来Gemcitabine耐性細胞の耐性機構の解析
第67回日本癌学会、名古屋、 2008.
266.車暁芳、鄭春雷、古川龍彦、山本雅達、王嘉、池田龍二、有馬直道、秋山伸一

survivin ペプチド (89~104アミノ酸)による ATL細胞のアポトーシス誘導
第67回日本癌学会、名古屋、 2008.
267.王嘉、車暁芳、大山明雄、山本雅達、古川龍彦、池田龍二、鄭春雷、蓮井和久、岡俊範、
秋山伸一

低酸素によるヒト線維芽細胞でのPGISの高発現
第67回日本癌学会、名古屋、 2008.
268.富永愛子、菅原英輝、井上和彦、宮田篤郎
Pituitary adenylate cyc1ase~activating polypeptide(P ACAP)遺伝子の精巣における特異的発現調節機構の解析
第81回日本内分泌学会学術総会、青森、 2008.
269.河内明夫、柴田由香里、山田勝士、本屋敏郎
ラットにおける第4脳室内muscimol持続投与による姿勢制御障害
第67回日本めまい平衡医学会総会、秋田、 2008.
270.岩瀬晴信、仮屋薗博子、池田龍二、有馬純子、茂見茜里、菅原英輝、高演和夫、山田勝士、
坂田隆造、中村和男

周術期のCD4陽性細胞活性化およびサイトカイン産生能における手術前栄養負荷の効果
フォーラム2008 衛生薬学・環境トキシコロジー、熊本、 2008.
271.菅原英輝、藤崎裕子、園田純一郎、牛ノ、演風見、牛山美奈、下堂園権洋、新川輝俊、武田泰生、
山田勝士

鹿児島大学病院における医療用麻薬の使用状況調査

第2回日本緩和医療薬学会年会、横浜、 2008.
272.大磯茂、池田龍二、中村和男、武田泰生、秋山伸一、山田勝士、仮屋薗博子
シスプラチン耐性咽頭がん細胞KCP4における ABCトランスポーターの発現解析
第25回日本薬学会九州支部大会、延岡、 2008.
273.柴山良彦、岩下佳敬、吉川好美、染川智子、武田泰生、山田勝士
フルオロウラシルがSN38の小腸における吸収に及ぼす影響
第25回日本薬学会九州支部大会、延岡、 2008.
274.益田将吾、西田健太朗、二川俊隆、藤井寛樹、武田泰生、山田勝士
がん細胞における神経接着分子コンタクチンのシグナル伝達機構の解析

第25回日本薬学会九州支部大会、延岡、 2008.
275.田賓裕介、池田龍二、岩下健一、田畑祥、西津由紀彦、南謙太朗、山口辰哉、牛山美奈、
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山本　雅達､車　暁芽､住滞　知之､武田　寮生､秋山　伸一､山田　勝士

高浸透圧によって誘導されるアポトーシスのmajorvault protein (MVP)による抑制機構

第25回日本薬学会九州支部大会､延岡､ 2008.

276.岩下　健一､池田　龍二､武田　寮生､住揮　知之､田賛　裕介､西洋　由紀彦､山口　辰哉､秋山　伸一､

山田　勝士

Major vault protein (MVP)はヒト腎癌由来細胞株ACHN細胞においてhypoxia-inducible factor-1 α (HIF-

1α )レベルを負に制御する

第61回日本薬理学会西南部会､米子､ 2008.

277.二川　俊隆､ Quan-Hong. M., Zhi-Cheng,Ⅹ.,武田　寮生､山田　勝士

神経接着分子TAG-1がamyloid precursor protein (APP)と相互作用し､ APP intracellular domain (AICD)

遊離を増加させる

第61回日本薬理学会西南部会､米子､ 2008.

278.枚元　一明､福永　直子､西田　健太朗､深水　知英､大磯　茂､下堂薗　権洋､武田　寮生､山田　勝士

腎機能障害患者-のリネゾリド投与で好発した血小板減少

第56回日本化学療法学会総会､岡山､ 2008.

279.松元　一明､猪川　和朗､楕松　和子､福永　直子､西田　健太朗､福原　慶､深水　知英､大磯　茂､

下堂薗　権洋､武田　泰生､森川　則文､山田　勝士

cYp2C19の遺伝子多塾解析に基づくポリコナゾ-ルのpharmacodynamics一肝機能障害リスクを増加させる

血中トラフ温度域の解明一

第25回日本TDM学会､東京､ 2008.

280.福永　直子､採水　知英､松元　一明､大磯　茂､下堂薗　権洋､武田　寮生､山田　勝士

TDM介入によるティコプラニンの効果的投与法について

第25回日本TDM学会､東京､ 2008.

281.金子　生､福原　慶､猪川　和朗､池田　佳代､森川　則文､福永　直子､深水　知英､菅原　英輝､

松元　一明､下堂薗　権洋､武田　寮生､山田　勝士

シクロスポリンおよびタクロリムスのTherapeutic PK-PD Monitoringソフトウェアの構築による投与支援の

試み

第25回日本TDM学会､東京､ 2008.

282.枚元　一明､福永　直子､猪川　和朗､深水　知英､茂見　西里､下堂薗　梅津､森川　則文､武田　泰生､

山田　勝士

MRSA感染症患者に対するティコプラニンの初期投与設計

第23回日本薬物動態学会年会､熊本､ 2008.

283.茂見　西里､松元　一明､屋地　慶子､宮之原　弘晃､川村　英樹､折田　美千代､徳田　浩一､西　順一郎､

山田　勝士

鹿児島大学病院における検出分離菌の抗菌薬に柑する感受性の変動

第56回日本化学療法学会西日本支部総会､広島､ 2008.

284.採水　知英､瀬戸　真由美､下堂薗　権洋､武田　泰生､山田　勝士

鹿児島大学病院における漢方薬の使用動向および適正使用に関する調査

医療薬学フォーラム2008/第16回クリニカルファーマシーシンポジウム､東京､ 2008.

285.重永　明恵､屋地　慶子､上野　恵､下堂薗　権洋､武田　寮生､山田　勝士

経口抗がん剤のカレンダー式薬歴簿の有刺生

医療薬学フォーラム2008/第16回クリニカルファーマシーシンポジウム､東京､ 2008.

286.中村　有貴､岩瀬　晴信､仮屋薗　博子､池田　龍二､有馬　純子､山田　勝士､坂田　隆二､中村和男

解離性動脈痛および腹部動脈癌の周術期における血液凝固系､炎症反応および血小板機能の推移

第18回日本医療薬学会年会､札幌､ 2008.

287.二川　俊隆､ Quan-Hong.M.,Zhi-Cheng.X.,武田　寮生､山田　勝士

神経接着関連分子Contactin associated protein(Caspr)4の機能解析

第2回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム､京都､ 2008.

288.池田　龍二､吉田　建一､武田　寮生､井ノ上　逸朗､山田　勝士

骨芽細胞分化におけるPLZFの機能的関与

第2回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム､京都､ 2008.

2009年

289.田賓　裕介､池田　龍二､岩下　建一､武田　寮生､田畑　禅､西洋　由紀彦､牛山　美奈､山口　辰哉､

山本　雅達､車　暁芳､古川　龍彦､秋山　伸一､山田　勝士

高浸透圧によるMajor Vault Protein (MVP)の発現克進機構

第82回日本薬理学会年会､横浜､ 2009.

290.大田　哲也､松元　一明､福永　直子､潅水　知英､茂見　西里､屋地　慶子､下堂薗　梅津､武田　寮生､
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山本雅達、車暁芳、住津知之、武田泰生、秋山伸一、山田勝士

高浸透圧によって誘導されるアポトーシスの majorvault protein (MVP)による抑制機構

第25回日本薬学会九州支部大会、延岡、 2008.

276.岩下健一、池田龍二、武田泰生、住津知之、田賓裕介、西津由紀彦、山口辰哉、秋山伸一、

山田勝士

Major vault protein (MVP)はヒト腎癌由来細胞株ACHN細胞において hypoxia-induciblefactor-1 α(HIF-

1α)レベルを負に制御する

第61回日本薬理学会西南部会、米子、 2008.

277.二川俊隆、 Quan-Hong，M叫 Zhi-Cheng，X吋武田泰生、山田勝士

神経接着分子 TAG-1がamyloid precursor protein (APP)と相互作用し、 APPintracellular domain (AICD) 

遊離を増加させる

第61回日本薬理学会西南部会、米子、 2008.

278.松元一明、福永直子、西田健太朗、深水知英、大磯茂、下堂薗権洋、武田泰生、山田勝士

腎機能障害患者へのリネゾリド投与で好発した血小板減少

第56回日本化学療法学会総会、岡山、 2008.

279.松元一明、猪川和朗、楕松和子、福永直子、西田健太朗、福原慶、深水知英、大磯茂、

下堂薗権洋、武田泰生、森川則文、山田勝士

CYP2C19の遺伝子多型解析に基づくボリコナゾールの pharmacodynamicsー肝機能障害リスクを増加させる

血中トラフ濃度域の解明-

第25回日本TDM学会、東京、 2008.

280.福永直子、深水知英、松元一明、大磯茂、下堂薗権洋、武田泰生、山田勝士

TDM介入によるテイコプラニンの効果的投与法について

第25回日本TDM学会、東京、 2008.

281.金子生、福原慶、猪川和朗、池田佳代、森川則文、福永直子、深水知英、菅原英輝、

松元一明、下堂薗権洋、武田泰生、山田勝士

シクロスポリンおよびタクロリムスの TherapeuticPK♂D Monitoringソフトウェアの構築による投与支援の

試み

第25回日本TDM学会、東京、 2008.

282.松元一明、福永直子、猪川和朗、深水知英、茂見茜里、下堂薗権洋、森川則文、武田泰生、

山田勝士

MRSA感染症患者に対するテイコプラニンの初期投与設計

第23回日本薬物動態学会年会、熊本、 2008.

283.茂見茜里、松元一明、屋地慶子、宮之原弘晃、川村英樹、折田美千代、徳田浩一、西順一郎、

山田勝士

鹿児島大学病院における検出分離菌の抗菌薬に対する感受性の変動

第56回日本化学療法学会西日本支部総会、広島、 2008.

284.深水知英、瀬戸真由美、下堂薗権洋、武田泰生、山田勝士

鹿児島大学病院における漢方薬の使用動向および適正使用に関する調査

医療薬学フォーラム2008/第16回クリニカルファーマシーシンポジウム、東京、 2008.

285.重永明恵、屋地慶子、上野恵、下堂薗権洋、武田泰生、山田勝士

経口抗がん剤のカレンダー式薬歴簿の有用性

医療薬学フォーラム2008/第16回クリニカルファーマシーシンポジウム、東京、 2008.

286.中村有貴、岩瀬晴信、仮屋薗博子、池田龍二、有馬純子、山田勝士、坂田隆二、中村和男

解離性動脈癌および腹部動脈癌の周術期における血液凝固系、炎症反応および血小板機能の推移

第四回日本医療薬学会年会、札幌、 2008.

287.二川俊隆、 Quan-Hong，M.， Zhi・Cheng，X.，武田泰生、山田勝士

神経接着関連分子Contactinassociated protein(Caspr)4の機能解析

第2回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム、京都、 2008.

288.池田龍二、吉田建一、武田泰生、井ノ上逸朗、山田勝士

骨芽細胞分化における PLZFの機能的関与

第2回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム、京都、 2008.

2009年
289.田賓裕介、池田龍二、岩下建一、武田泰生、田畑祥、西海由紀彦、牛山美奈、山口辰哉、

山本雅達、車暁芳、古川龍彦、秋山伸一、山田勝士

高浸透圧による MajorVault Protein (MVP)の発現充進機構

第82回日本薬理学会年会、横浜、 2009.

290.大田哲也、松元一明、福永直子、深水知英、茂見茜里、屋地慶子、下堂薗権洋、武田泰生、
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岡野　喜郎､山田　勝士
バンコマイシン初回投与設計における種々の腎機能推算式の評価

日本薬学会第129年会､京都､ 2009.

291.牛山　美奈､池田　龍二､宮脇　昭彦､田賓　裕介､西揮　由紀彦､山口　辰哉､中村　典史､武田　泰生､

山田　勝士

口腔痛治療における抗がん剤感受性試験の取り組み

日本薬学会第129年会､京都､ 2009.

292.大磯　茂､池田　龍二､中村　和男､武田　寮生､秋山　伸一､山田　勝士､仮屋薗　博子

咽頭がん細胞KCP-4のシスプラチン耐性機序の解明

日本薬学会第129年会､京都､ 2009.

293.益田　将吾､西田　健太朗､二川　俊隆､田畑　禅､藤井　寛樹､武田　泰生､山田　勝士

肺腺がん細胞における神経接着分子コンタクテンのシグナル伝達機構解析

日本薬学会第129年会､京都､ 2009.

294,有馬　由佳､有馬　純子､下堂薗　権洋､武田　泰生､山田　勝士

注射薬調剤手順の再検討による調剤過誤減少への取り組み

日本薬学会第129年会､京都､ 2009.

295.枚元　一明､茂見　西里､屋地　慶子､猪川　和朗､森川　則文､宮之原　弘晃､川村　英樹､折田　美千代､

徳田　浩一､西　順一郎､山田　勝士

MRSA検出率に対する抗菌薬､速乾性手指消毒薬および手袋の使用量の影響

第57回日本化学療法学会総会､東京､ 2009.

296.竹下　鮎美､於元　一明､猪川　和朗､茂見　西里､屋地　慶子､下堂薗　権洋､森川　則文､武田　寮生､

山田　勝士

腎機能障害患者におけるリネゾリドの薬物動態

第26回日本TDM学会､新潟､ 2009.

297.福原　慶､猪川　和朗､森川　則文､福永　直子､採水　知英､松元　一明､下堂薗　権洋､武田　寮生､

山田　勝士

日本人成人がん患者におけるメトトレキサートの母集団薬物動態解析に基づいたTDM支援ソフトウェアの

開発

第26回日本TDM学会､新潟､ 2009.

298.茂見　西里､桧元　一明､屋地　慶子､下堂薗　権洋､武田　泰生､山田　勝士

ATC/DDDシステムを用いた抗菌薬使用量調査の意義

日本医薬品情報学会第14回学術大会､福岡､ 2009.

299.菅原　英輝､藤崎　裕子､冨宿　麻美､山口　寛子､下堂園　権洋､武田　泰生､山田　勝士

マトリックス製剤への切り替え前後におけるフェンタニル貼付剤の使用状況変化

第3回日本嬢和医療薬学会年会､横浜､ 2009.

300.深水　知英､大脇　哲洋､出口　尚寿､加治　建､甲斐　敬子､佐藤　加奈子､鈴木　真由美､福田　ゆかり､

福永　直子､高松　英夫､山田　勝士

固形化補助食品リフラノンを用いた半固形化法により､胃食道逆流による誤嘆を改善できた2症例

第24回日本静脈経腸栄養学会､鹿児島､ 2009.

301.古川　龍彦､池田　龍二､小松　正治､秋山　伸一

銅輸送体ATP7A ･核酸輸送体CNTの関する抗癌剤耐性

第82回日本薬理学会年会､横浜､ 2009.

302.田賓　裕介､池田　龍二､岩下　健一､武田　寮生､田畑　禅､西滞　由紀彦､牛山　美奈､山口　辰哉､

山本　雅達､串　暁芳､古川　龍彦､秋山　伸一､山田　勝士

高浸透圧ストレスによるmajor vault protein (MVP)の発現先進機構

第82回日本薬理学会年会､横浜､ 2009.

303.小宮　孝俊､口岩　聡､口岩　俊子､アブドアイ二･アブドラヒマン､村上　理､森　司朗､口岩　琢哉､

武田　寮生､山田　勝士

新規行動指標を用いた向精神薬の評価法

第82回日本薬理学会年会､横浜､ 2009.

304.田畑　禅､山本　雅達､池田　龍二､古川　龍彦､車　暁芳､新里　能成､南　謙太朗､向田　直史､

武田　寮生､山田　勝士､秋山　伸一

チミジンホスホリラ-ゼによるNF一KBの活性化機構

第68回日本癌学会､横浜､ 2009.

305.古川　龍彦､池田　龍二､小桧　正治､秋山　伸一

Gemcitabine耐性細胞でのCNTl､ RRMlの発現変化

第68回日本癌学会､横浜､ 2009.

306.大磯　茂､池田　龍二､中村　和男､武田　泰生､秋山　伸一､山田　勝士､仮屋薗　博子
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岡野善郎、山田勝士

パンコマイシン初回投与設計における種々の腎機能推算式の評価

日本薬学会第129年会、京都、 2009.
291.牛山美奈、池田龍二、宮脇昭彦、田賓裕介、西海由紀彦、山口辰哉、中村典史、武田泰生、
山田勝士

口腔癌治療における抗がん剤感受性試験の取り組み

日本薬学会第129年会、京都、 2009.
292.大磯茂、池田龍二、中村和男、武田泰生、秋山伸一、山田勝士、仮屋薗博子
咽頭がん細胞KCP-4のシスプラチン耐性機序の解明
日本薬学会第129年会、京都、 2009.
293.益田将吾、西田健太朗、二川俊隆、田畑祥、藤井寛樹、武田泰生、山田勝士
肺腺がん細胞における神経接着分子コンタクチンのシグナル伝達機構解析

日本薬学会第129年会、京都、 2009.
294.有馬由佳、有馬純子、下堂薗権洋、武田泰生、山田勝士
注射薬調剤手順の再検討による調剤過誤減少への取り組み

日本薬学会第129年会、京都、 2009.
295.松元一明、茂見茜里、屋地慶子、猪川和朗、森川則文、宮之原弘晃、川村英樹、折田美千代、
徳田浩一、西順一郎、山田勝士

MRSA検出率に対する抗菌薬、速乾性手指消毒薬および手袋の使用量の影響
第57回日本化学療法学会総会、東京、 2009.
296.竹下鮎美、松元一明、猪川和朗、茂見茜里、屋地慶子、下堂薗権洋、森川則文、武田泰生、
山田勝士

腎機能障害患者におけるリネゾリドの薬物動態

第26回日本TDM学会、新潟、 2009.
297.福原慶、猪川和朗、森川則文、福永直子、深水知英、松元一明、下堂薗権洋、武田泰生、
山田勝士

日本人成人がん患者におけるメトトレキサートの母集団薬物動態解析に基づいた TDM支援ソフトウェアの
開発
第26回日本TDM学会、新潟、 2009.
298.茂見茜里、松元一明、屋地慶子、下堂薗権洋、武田泰生、山田勝士
ATC/DDDシステムを用いた抗菌薬使用量調査の意義
日本医薬品情報学会第14回学術大会、福岡、 2009.
299.菅原英輝、藤崎裕子、冨宿麻美、山口寛子、下堂園権洋、武田泰生、山田勝士
マトリックス製剤への切り替え前後におけるフエンタニル貼付剤の使用状況変化

第3回日本緩和医療薬学会年会、横浜、 2009.
300.深水知英、大脇哲洋、出口尚寿、加治建、甲斐敬子、佐藤加奈子、鈴木真由美、福田ゆかり、
福永直子、高松英夫、山田勝士

固形化補助食品リフラノンを用いた半固形化法により、胃食道逆流による誤l燕を改善できた2症例
第24回日本静脈経腸栄養学会、鹿児島、 2009.
301.古川龍彦、池田龍二、小松正治、秋山伸一
銅輸送体ATP7A'核酸輸送体CNTの関する抗癌剤耐性
第82回日本薬理学会年会、横浜、 2009.
302.田賓裕介、池田龍二、岩下健一、武田泰生、田畑祥、西津由紀彦、牛山美奈、山口辰哉、
山本雅達、車暁芳、古川龍彦、秋山伸一、山田勝士

高浸透圧ストレスによる majorvault protein (MVP)の発現尤進機構
第82回日本薬理学会年会、横浜、 2009.
303.小宮孝俊、口岩聡、口岩俊子、アブドアイニ・アブドラヒマン、村上理、森司朗、口岩琢哉、
武田泰生、山田勝士

新規行動指標を用いた向精神薬の評価法

第82回日本薬理学会年会、横浜、 2009.
304.田畑祥、山本雅達、池田龍二、古川龍彦、車暁芳、新里能成、南謙太朗、向田直史、
武田泰生、山田勝士、秋山伸一

チミジンホスホリラーゼによる NF肉 KBの活性化機構
第68回日本癌学会、横浜、 2009.
305.古川龍彦、池田龍二、小松正治、秋山伸一
Gemcitabine耐性細胞でのCNT1、RRM1の発現変化
第68回日本癌学会、横浜、 2009.
306.大磯茂、池田龍二、中村和男、武田泰生、秋山伸一、山田勝士、仮屋薗博子
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咽頭がん細胞KCP-4のシスプラチン耐性-の細胞内シグナル伝達系の関与

第19回日本医療薬学会年会､長崎､ 2009.

307.柴山　良彦､長野　正信､藤井　暁､田口　深雪､武田　寮生､山田　勝士

壷つくり黒酢が薬物代謝酵素およびトランスポーターの発現に及ぼす影響

第19回日本医療薬学会年会､長崎､ 2009.

308.中野　公､柴山　良彦､前田　弘志､田口　深雪､池田　龍二､寿　伸一郎､武田　泰生､山田　勝士

ソラフェニブおよびスニチニブのMRP2 (ABCC2)に対する基質認識性

第19回日本医療薬学会年会､長崎､ 2009.

309.前田　弘志､柴山　良彦､中野　公､田口　深雪､池田　龍二､寿　伸一郎､武田　泰生､山田　勝士

抗がん薬耐性細胞におけるマイクロRNA30b､ 93､ 98､ 126､ 210発現に及ぼす低酸素条件の影響.

第19回日本医療薬学会年会､長崎､ 2009.

310.冨重　患利紗､河内　明夫､柴田　由香里､園田　純一郎､鳴海　恵子､山田　勝士､本屋　敏郎

実務実習事前学習における薬局製剤実習の実施とその評価

第19回日本医療薬学会年会､長崎､ 2009.

311.武田　寮生､益田　将吾､二川　俊隆､西田　健太朗､田畑　禅､藤井　寛樹､山田　勝士

神経接着分子コンタクテンを介した痛浸潤･転移の解析

医療薬学フォーラム2009/第17回クリニカルファーマシーシンポジウム､京都､ 2009.

312.益田　将吾､二川　俊隆､西田　健太朗､田畑　禅､藤井　寛樹､武田　泰生､山田　勝士

神経接着分子コンタクテンを介した痛浸潤および転移の機構

第3回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム､福岡､ 2009.

313.田賓　裕介､池田　龍二､岩下　健一､田畑　禅､西滞　由紀彦､山口　辰哉､牛山　美奈､山本　雅達､

車　暁芳､古川　龍彦､武田　寮生､秋山　伸一､山田　勝士

高浸透圧によって誘導されるmajor vault protein (MVP)の発現克進機序の解明

第62回日本薬理学会西南部会､松山､ 2009.

314.益田　将吾､二川　俊隆､西田　健太朗､田畑　禅､藤井　寛樹､武田　寮生､山田　勝士

神経接着分子コンタクテンを介した痛浸潤･転移のメカニズム

第62回日本薬理学会西南部会､松山､ 2009.

315.岩下　健一､池田　龍二､武田　寮生､住揮　知之､古川　龍彦､山口　辰哉､秋山　伸一､山田　勝士

RNA一タンパク質複合体vaultはヒト腎痛由来細胞株ACHN細胞においてhypoxia-inducible factor-1 α (HIF-

1α )と結合し,そのエビキチン依存的な分解を促進する

第62回日本薬理学会西南部会､松山､ 2009.

316.二川　俊隆､益田　将吾､藤井　寛樹､鬼丸　貴裕､末麿　淑子､山口　沙織､ Zhong-can,C.,武田　泰生､

山田　勝士

神経接着関連分子Contactin associated protein (Caspr) 4の機能解析

第62回日本薬理学会西南部会､松山､ 2009.

317.田畑　禅､山本　雅達､池田　龍二､古川　龍彦､車　暁芳､武田　寮生､向田　直史､秋山　伸一､山田勝士

チミジンホスホリラ-ゼ発現腫癌細胞におけるNF一K Bの活性化機構

第62回日本薬理学会西南部会､桧山､ 2009.

318.西洋　由紀彦､池田　龍二､田賓　裕介､俣木　幡徳､武田　寮生､古川　龍彦､牛山　美奈､山口　辰哉､

車　暁芽､山本　雅達､松下　茂人､秋山　伸一､山田　勝士

チミジンホスホリラ-ゼ発現腫癌での5-fluorouracil (5-FU)によるearly growth response factor-1 (EGR-1)発

現誘導

第26回日本薬学会九州支部大会､福岡､ 2009.

319.藤井　寛樹､二川　俊隆､益田　将吾､石原　義久､鬼丸　貴裕､末贋　淑子､山口　沙織､武田　寮生､

山田　勝士

Contactin Associated Proteinl(Casprl)の機能解析

第26回日本薬学会九州支部大会､福岡､ 2009.

320.田口　深雪､柴山　良彦､池田　龍二､武田　寮生､山田　勝士

抗がん薬耐性細胞におけるマイクロRNA-126の発現とその役割

第26回日本薬学会九州支部大会､福岡､ 2009.

321.竹下　鮎美､桧元　一明､猪川　和朗､森川　則文､武田　泰生､山田　勝士

腎機能正常患者と腎機能障害患者におけるリネゾリドの薬物動態比較

第26回日本薬学会九州支部大会､福岡､ 2009.

322.南　証太朗､古川　龍彦､新里　能成､車　暁芽､山本　雅達､池田　龍二､武田　寮生､秋山　伸一､

山田　勝士

Gemcitabine耐性細胞でのNucleoside transporterとribonucleotide reductaseの変化

第26回日本薬学会九州支部大会､福岡､ 2009.

323.小宮　孝俊､アブドアイニ･アブドラヒマン､口岩　俊子､村上　理､武田　寮生､山田　勝士
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咽頭がん細胞KCP-4のシスプラチン耐性への細胞内シグナル伝達系の関与
第四回日本医療薬学会年会、長崎、 2009.
307.柴山良彦、長野正信、藤井暁、田口深雪、武田泰生、山田勝士
壷っくり黒酢が薬物代謝酵素およびトランスポーターの発現に及ぼす影響

第四回日本医療薬学会年会、長崎、 2009.
308.中野公、柴山良彦、前田弘志、田口深雪、池田龍二、寿伸一郎、武田泰生、山田勝士
ソラフェニブおよびスニチニブの MRP2(ABCC2)に対する基質認識性
第四回日本医療薬学会年会、長崎、 2009.
309.前田弘志、柴山良彦、中野公、田口深雪、池田龍二、寿伸一郎、武田泰生、山田勝士
抗がん薬耐性細胞におけるマイクロ RNA30b、93、98、126、210発現に及ぼす低酸素条件の影響.
第19回日本医療薬学会年会、長崎、 2009.
310.冨重恵利紗、河内明夫、柴田由香里、園田純一郎、鳴海恵子、山田勝士、本屋敏郎
実務実習事前学習における薬局製剤実習の実施とその評価

第19回日本医療薬学会年会、長崎、 2009.
311.武田泰生、益田将吾、二川俊隆、西田健太朗、田畑祥、藤井寛樹、山田勝士
神経接着分子コンタクチンを介した癌浸潤・転移の解析

医療薬学フォーラム2009/第17回クリニカルファーマシーシンポジウム、京都、 2009.
312.益田将吾、二川俊隆、西田健太朗、田畑祥、藤井寛樹、武田泰生、山田勝士
神経接着分子コンタクチンを介した癌浸潤および転移の機構

第3回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム、福岡、 2009.
313.回賓裕介、池田龍二、岩下健一、田畑祥、西津由紀彦、山口辰哉、牛山美奈、山本雅達、
車暁芳、古川龍彦、武田泰生、秋山伸一、山田勝士

高浸透圧によって誘導される majorvault protein (MVP)の発現克進機序の解明
第62回日本薬理学会西南部会、松山、 2009.
314.益田将吾、二川俊隆、西田健太朗、田畑祥、藤井寛樹、武田泰生、山田勝士
神経接着分子コンタクチンを介した癌浸潤・転移のメカニズム

第62回日本薬理学会西南部会、松山、 2009.
315.岩下健一、池田龍二、武田泰生、住津知之、古川龍彦、山口辰哉、秋山伸一、山田勝士
RNA-タンパク質複合体vaultはヒト腎癌由来細胞株ACHN細胞においてhypoxia-induciblefactor-1 α(HIF-
I α)と結合しそのユビキチン依存的な分解を促進する

第62回日本薬理学会西南部会、松山、 2009.
316.二川俊隆、益田将吾、藤井寛樹、鬼丸貴裕、末l責淑子、山口沙織、 Zhong-can，c.，武田泰生、
山田勝士

神経接着関連分子Contactinassociated protein (Caspr) 4の機能解析
第62回日本薬理学会西南部会、松山、 2009.
317.田畑祥、山本雅達、池田龍二、古川龍彦、車暁芳、武田泰生、向田直史、秋山伸一、山田勝士
チミジンホスホリラーゼ発現腫蕩細胞における NF-K Bの活性化機構
第62回日本薬理学会西南部会、松山、 2009.
318.西津由紀彦、池田龍二、田賓裕介、俣木博徳、武田泰生、古川龍彦、牛山美奈、山口辰哉、
車暁芳、山本雅達、松下茂人、秋山伸一、山田勝士

チミジンホスホリラーゼ発現腫蕩で、の5-fluorouracil(5・FU)による earlygrowth response factor-1 (EGR・1)発
現誘導

第26回日本薬学会九州支部大会、福岡、 2009.
319.藤井寛樹、二川俊隆、益田将吾、石原義久、鬼丸貴裕、末贋淑子、山口沙織、武田泰生、
山田勝士

Contactin Associated Protein1(Caspr 1)の機能解析
第26回日本薬学会九州支部大会、福岡、 2009.
320.田口深雪、柴山良彦、池田龍二、武田泰生、山田勝士
抗がん薬耐性細胞におけるマイクロ RNA-126の発現とその役割
第26回日本薬学会九州支部大会、福岡、 2009.
321.竹下鮎美、松元一明、猪川和朗、森川則文、武田泰生、山田勝士
腎機能正常患者と腎機能障害患者におけるリネゾリドの薬物動態比較

第26回日本薬学会九州支部大会、福岡、 2009.
322.南謙太朗、古川龍彦、新里能成、車暁芳、山本雅達、池田龍二、武田泰生、秋山伸一、
山田勝士

Gemcitabine耐性細胞でのNucleoside transporterとribonucleotidereductaseの変化
第26回日本薬学会九州支部大会、福岡、 2009.
323.小宮孝俊、アブドアイニ・アブドラヒマン、口岩俊子、村上理、武田泰生、山田勝士
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ストレス行動評価､ HPLC法による脳内モノアミン定量およびC-Fos免疫染色による統合失調症モデルマウス

の解析

第26回日本薬学会九州支部大会､福岡､ 2009.

324,神野　真幸､岐部　俊郎､中村　葉子､生駒　今日子､武田　寮生､山田　勝士､岸田　想子､飯島　幹雄､

平野　宏文､岸田　昭世

Expression of Wnt Signaling Molecules in Human Glioma

第32回日本分子生物学会､横浜､ 2009.

2010年

325.大磯　茂､池田　龍二､中村　和男､武田　泰生､秋山　伸一､山田　勝士､仮屋薗　博子

クルクミンはシスプラチン耐性咽頭がん細胞KCP-4のシスプラチン感受性を増強する

日本薬学会第130年会､岡山､ 2010.

326.川村　英樹､徳田　浩一､松元　一明､宮之原　弘晃､西　順一郎

整形外科領域における手術部位検出菌と抗菌薬使用状況の関連

第84回日本感染症学会､京都､ 2010.

327.茂見　西里､桧元　一明､屋地　慶子､下堂薗　権洋､武田　寮生､山田　勝士

ァムホテリシンBリポソーム製剤の忍容性に関する検討

第58回日本化学療法学会総会､長崎､ 2010.

328.松元　一明､竹下　鮎美､猪川　和朗､茂見　西里､屋地　慶子､下堂薗　権洋､森川　則文､武田　寮生､

山田　勝士

リネゾリドによって血小牧減少が惹起される要因分析

第27回日本TDM学会､北海道､ 2010.

329.金津　直子､菊永　奈穂美､探水　知英､藤崎　裕子､於元　一明､下堂薗　権洋､猪川　和朗､森川　則文､

武田　泰生､山田　勝士

重症感染症患者におけるティコプラニンの初回高用量負荷投与についての検討

第27回日本TDM学会､北海道､ 2010,

330.横山　雄太､松元　一明､山本　裕之､井畔　能文､井本　浩､猪川　和朗､森川　則文､石田　志朗､

岡野　喜郎､下堂薗　権洋､武田　寮生､山田　勝士

心臓血管手術時におけるampicillin/sulbactamの手術部位感染予防投与法の至適化

第27回日本TDM学会､北海道､ 2010.

331.,1､澄　俊博､猪川　和朗､森川　則文､金揮　直子､深水　知英､桧元　一明､下堂薗　権洋､武田　寮生､

山田　勝士

小児がん患者におけるメトトレキサートの母集団薬物動態～血清中および尿中濃度データの同時解析～

第27回日本TDM学会､北海道､ 2010,

332,益田　将吾､二川　俊隆､西田　健太朗､田畑　禅､藤井　寛樹､武田　泰生､山田　勝士

痛浸潤･転移におけるコンタクテンの役割

第83回日本薬理学会年会､大阪､ 2010.

333.神野真幸､岐部俊郎､中村　葉子､生駒　今日子､武田　寮生､山田　勝士､岸田　想子､飯島　幹雄､

平野　宏文､岸田　昭世

ヒトグリオ-マにおけるWntシグナルの作用解析(細胞運動を中心とする)

平成22年度日本生化学会九州支部例会､鹿児島､ 2010･

334.徳留　麻美､菅原英輝､柴田　由香里､牛之潰風見､藤崎裕子､下堂薗権洋､武田　泰生､山田　勝士
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Yamad礼K" Nedachi, M., Aikou, T.

Cisplatin incorporated polylactide microspheres blending with water-soluble polymers･

proceed Intern Symp Control Rel Bioact Mater, 23: 385-386, 1996.

23. Shimada, M., Natsugoe, S., Tokuda, 冗., Kumanohoso, 冗., Nakamura, Ⅹ,, Yamada, K., Aikou, T.

Enhanced efBcacy of bleomycin adsorbed on silica particles against lymph node metastasis･

proceed Intern Symp Control Rel Bioact Mater, 23: 387-388, 1996.

24.下堂薗　権洋

在宅患者のためのシステム検討

日本ME学会専門別研究会｢在宅医療とME技術｣研究報告集､ 4､ 16-19､ 1996.

25.下堂薗　権洋､下園　拓郎､本屋　敏郎､山田　勝士､村永　文学､字都　由美子､熊本　一朗

DI業務の変遷とインターネットへの展開

平成7年度国立大学付属病院医療情報処理部門連絡会議､医療情報システムシンポジウム演題抄録集､
139-142､ 1996.

26.下堂薗　権洋､村永　文学､熊本　一朗､下園　拓都､字都　由美子､本屋　敏郎､山田　勝士

wwwを利用した医薬品情報の検索と捷供

医療情報学連合大会論文集､ 16､ 869-872､ 1996.
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27.中村　和男､仮屋薗　博子､田中　紘輝､浜田　信男､門野　潤､豊平　均､山田　勝士､平　明

腹部外科手術後のサイトカインおよびrapid turnover protein (RTP)の推移について

第22回九州外科代謝･栄養研究会､鹿児島､ 1997.

28.河内　明夫､宮下　正日出､郷司　敦司､本屋　敏郎､山田　勝士

Arg8-vasopressin及びendothelin-1の脳室内投与による胴体回転行動

鹿児島ブレインサイエンスカンフアランス､鹿児島､ 1997.

29.下堂薗　権洋(分担執筆)

在宅患者の投薬のためのシステムの検討

在宅医療推進のための技術的支援の展開に関する研究(研究成果報告書)､東京,財団法人セコム科学技術振

興財団､ 41-47､ 1997.
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鹿児島大学病院における抗生物質の使用実態
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32,清水　秀行､土屋　文人､古川　裕之､下堂薗　権洋､堀口　雅巳､永井　襲

用法入力の標準化のための多施設比較調査
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注射オーダリングシステムの運用評価　一新たなシステム構築に向けての捷案-
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1998年

35.中村　和男､仮屋薗　博子､山田　勝士

外科病棟における薬剤管理業務～人工弁置換術後患者の場合～

Hospha､ 8､ 14-15､ 1998.

36.下堂薗　権洋

ワークショップ報告一薬物療法の評価一

薬剤疫学､ 3､ 150-151､ 1998.

37.下堂薗　権洋､若松　弘文､本屋　敏郎､山田　勝士

血液製剤管理システムの開発に向けて

平成9年度国立大学付属病院医療情報処理部門連絡会議､医療情報システムシンポジウム演題抄録集､
12ト124､ 1998.

38.下堂薗　権洋､熊本　一朗､本屋　敏郎､山田　勝士､岡田　好一､春木　康夫､佐々木　順子､石川　澄､

大櫛　陽一

患者便益からみた薬剤情報提供の評価

医療情報学連合大会論文集､ 18､ 240-241､ 1998.

39.仮屋薗　博子､中村　和男､山下　珠代､新川　輝俊､豊平　均､森山　由紀則､久保　博昭､平　明､

山田　勝士

In vitr｡におけるシロスタゾ-ルの血小板凝集抑制効果とP-selectin濃度との関連性について

臨床薬理､ 29､ 367-368､ 1998.

40.中村　和男､仮屋薗　博子､豊平　均､森山　由紀則､平　明､山田　勝士

サイトカイン､ CRPおよびRTPによる術後早期の栄養管理について

臨床薬理､ 29､ 163-164､ 1998.

41.河内　明夫､宮下　正日出､本屋　敏郎､山田　勝士

ァンジオテンシンタイプ1 (ATl)受容体括抗薬ロサルタンの脳室内投与による胴体回転行動

第23回鹿児島てんかん研究会､鹿児島､ 1998.

1999年

42.山口　辰哉

多剤耐性肺結核症における副作用対策の1例

FAX.DIニュース､ No.744､ 1999.

43.下園　拓郎､川原　陽子､大磯　茂､仮屋薗　博子､新川　輝俊､本屋　敏郎､山田　勝士

鹿児島大学病院における院内製剤の実態について
九州薬学会報､ 53､ 89-92､ 1999.

44.下園　拓郎､本屋　敏郎､山田　勝士

非ステロイド性消炎鎮痛剤の適正使周と医薬品情報

鹿児島県病院薬剤師会臨床薬学研究会､鹿児島､ 1999.

45.山口　辰哉

服薬指導で経験したアスピリン嘱息･テオフイリンの相互作用

第1回鹿児島幡息患者指導セミナー､鹿児島､ 1999.

46.下堂薗　権洋､熊本　一朗､本屋　敏郎､山田　勝士

副作用経験の有無によるコンプライアンスの違い

薬剤疫学､ 4､ S56-S57､ 1999.

47.中村　和男､仮屋薗　博子､新川　輝俊､山口　辰哉､山下　珠代､森山　由紀則､豊平　均､四元　剛一､

平　明､山田　勝士

H2-受容体括抗剤の血小板凝集およびP-セレクチン放出に及ぼす影響

臨床薬理､ 30､ 167-168､ 1999.

48.仮屋薗　博子､中村　和男､森山　由紀則､豊平　均､四元　剛-､平　明､山田　勝士

塩酸サルポグレラートの血小板凝集抑制作用とセロトニンおよびP-セレクチン放出との関連性

臨床薬理､ 30､ 16H62､ 1999.

49.郷司　敦司､小迫　知弘､河内　明夫､本屋　敏郎､山田　勝士

ラットにおける体温調節に対するドパミンDl/D3受容体の関与について

第13回鹿児島ブレインサイエンスカンフアランス､鹿児島､ 1999.

50.大磯　茂､本屋　敏郎､下堂薗　権洋､山崎　陽子､梓　恭子､山田　勝士

バンコマイシン処方モニタリング及び適正使用推進活動による同薬剤使用状況の変化

第24回西日本薬剤学研究会､九重､ 1999.

2000年

51.下堂薗　権洋､柴山　良彦､本屋　敏郎､山田　勝士､熊本　一郎
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患者便益からみた薬剤情報提供の評価
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41.河内明夫、宮下正日出、本屋敏郎、山田勝士
アンジオテンシンタイプ1(ATl)受容体措抗薬ロサルタンの脳室内投与による胴体回転行動
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九州薬学会報、 53、89-92、1999.
44.下園拓郎、本屋敏郎、山田勝士
非ステロイド性消炎鎮痛剤の適正使用と医薬品情報

鹿児島県病院薬剤師会臨床薬学研究会、鹿児島、 1999.
45. 山口辰哉
服薬指導で経験したアスピリン端息・テオフイリンの相互作用

第l回鹿児島崎息患者指導セミナー、鹿児島、 1999.
46‘下堂薗権洋、熊本一朗、本屋敏郎、山田勝士
副作用経験の有無によるコンブライアンスの違い

薬剤疫学、 4、S56・S57、1999.
47. 中村和男、仮屋薗博子、新川輝俊、山口辰哉、山下珠代、森山由紀則、豊平均、四元剛一、
平明、山田勝士

H2-受容体措抗剤の血小板凝集およびP-セレクチン放出に及ぼす影響
臨床薬理、 30、167-168、1999.
48.仮屋薗博子、中村和男、森山由紀則、豊平均、四元剛一、平明、山田勝士
塩酸サルポグレラートの血小板凝集抑制作用とセロトニンおよびP-セレクチン放出との関連性
臨床薬理、 30、161-162、1999.
49.郷司敦司、小迫知弘、河内明夫、本屋敏郎、山田勝士
ラットにおける体温調節に対するドパミン DlID3受容体の関与について
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第24回西日本薬剤学研究会、九重、 1999.

2000年
51.下堂薗権洋、柴山良彦、本屋敏郎、山田勝士、熊本一郎
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くすりに関するコミュニケーションツール｢薬剤情報揖供文書｣の効果的な利用に関する研究　薬剤情報碇供

文書がもたらす患者への便益

鹿児島大学教育研究学内特別経費全学プロジェクト　新しい関係性を求めて-コミュニケーションの諸相
一､ 2000.

52.中村　和男､仮屋薗　博子､新川　輝俊､山口　辰哉､森山　由紀則､山田　勝士

シロスタゾ-ルの抗血小板作用と頼粒内容物放出抑制作用について

臨床薬理､ 31､ 53-54､ 2000.

53.仮屋薗　博子､中村　和男､新川　輝俊､森山　由紀則､山田　勝士

p_セレクチンおよび血小板内サイクリックAMPに及ぼすシロスタゾ-ルの影響

臨床薬理､ 31､ 45-46､ 2000.

2001年

54,山田　勝士　監修､下堂薗　権洋　編集

ITで変わる薬剤師実務IT導入の目的と活用､ 4-5､第一製薬､ 2001.

55.下堂薗　権洋(分担執筆)

薬剤師の実務に生かせる情報検索｢医薬品の評価｣ 30-36､三共株式会社､ 2001.

56.下堂薗　梅津

IT関連の話題から　医療薬剤業務-のIT導入と活用､ BS放送｢病院薬剤師の時間｣､ 2001.

57.山口　辰哉

治験の現状と間慈点:治験推進のための解決策を求めて;現場から

治験推進協議会　九州･沖縄地区ワーキンググループ会議､福岡､ 2001.

58.柴山　良彦､池田　龍二､栗田　美穂､久津輪　久世､本屋　敏郎､山田　勝士

st John-s wort (Hypericum perforatum)慢性投与による多剤耐性関連蛋白質､ CYPIA2およびグルタチオンS

転移酵素Pの発現誘導に関する検討

第26回西日本薬剤学研究会､九重､ 2001.

59.園田　純一郎､園田　俊郎

HTLV一I Provirus Load in Peripheral Blood of HTLVJ Carriers is Decreased by Green Tea Drinking･

文部科学省特定領域研究｢がん｣ 6領域若手研究者ワークショップ､長野､ 2001.

60.山田　勝士

院外処方せん発行と保険薬局との連携

平成13年度国公私立大学病院実務研修会､東京､ 2001.

61.下畝　千恵

鹿児島大学病院薬剤部における調剤過誤対策
リスクマネジメント研修会､鹿児島､ 2001.

62,有馬　純子

お菜の効果と飲む時間～経口糖尿病治療薬編～

第13回天保山松風会夏季合宿講習会､鹿児島､ 2001.

63.仮屋薗　博子､中村　和男､新川　輝俊､山口　辰哉､大磯　茂､坂田　隆造､山田　勝士

コルフォルシンダロバート血小板機能に及ぼす影響

臨床薬理､ 32､ 31S-32S､ 2001.

64.中村　和男､仮屋薗　博子､新川　輝俊､山口　辰哉､増田　宏､坂田　隆三､山田　勝士

アスピリンの血小板凝集に及ぼす影響

臨床薬理､ 32､ 243S-244S､ 2001.

65.古川　裕之､北川　明､工藤　正純､中尾　泰史､手島　みどり､山口　辰哉､西原　茂樹､比嘉　保､

手塚　春樹､宮本　謙一､中野　異汎

被験者の治験に対する意識に関する多施設共同調査の試み

臨床薬理､ 32､ 183S-184S､ 2001.

66.山口　辰哉､本屋　敏郎､中村　和男､山田　勝士､時任　紀明､鴨川　泰之､竹中　俊宏､山口　昭彦､

鄭　忠和,前田　博子

ベラプロスト投与により肺高血圧野著明な改善が得られ社会復帰に成功した原発性肺高血圧症の1症例

臨床薬理､ 32､ 225S-226S､ 2001.

67.小過　知弘､河内　明夫､程　世斌､本屋　敏郎､口岩　聡､中河　志朗､山田　勝士

C_Fos蛋白を指標としたEndothelin-1誘発胴体回転行動発現機構の解析

第10回神経行動薬理若手研究者の集い､船橋､ 2001.

68.小過　知弘､河内　明夫､程　世斌､本屋　敏郎､口岩　聡､中河　志朗､山田　勝士

C_Fosタンパクを指標とした内因性ペプチド誘発胴体回転行動発現機構の解析

第10回ニューロトランスミッター懇話会､鹿児島､ 2001.

69.山口　辰哉､本屋　敏郎､大磯　茂､中村　和男､山田勝士
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くすりに関するコミュニケーションツール「薬剤情報提供文書」の効果的な利用に関する研究 薬剤情報提供

文書がもたらす患者への便益

鹿児島大学教育研究学内特別経費全学プロジェクト 新しい関係性を求めてーコミュニケーションの諸相

一、 2000.
52. 中村和男、仮屋薗博子、新川輝俊、山口辰哉、森山由紀則、山田勝士
シロスタゾールの抗血小板作用と頼粒内容物放出抑制作用について

臨床薬理、 31、53-54、2000.
53.仮屋薗博子、中村和男、新川輝俊、森山由紀則、山田勝士
P司セレクチンおよび血小板内サイクリック AMPに及ぼすシロスタゾールの影響
臨床薬理、 31、45-46、2000.

2001年
54. 山田勝士監修、下堂薗権洋編集
ITで変わる薬剤師実務 IT導入の目的と活用、 4石、第一製薬、 2001.
55.下堂薗権洋(分担執筆)
薬剤師の実務に生かせる情報検索 「医薬品の評価J30-36、三共株式会社、 2001.
56.下堂薗権洋
IT関連の話題から 医療薬剤業務へのIT導入と活用、 BS放送「病院薬剤師の時間」、 2001.
57. 山口辰哉
治験の現状と問題点:治験推進のための解決策を求めて;現場から

治験推進協議会 九州・沖縄地区ワーキンググループ会議、福岡、 2001.
58.柴山良彦、池田龍二、栗田美穂、久津輪久世、本屋敏郎、山田勝士
St J ohn's W ort (Hypericum perforatum)慢性投与による多剤耐性関連蛋白質、 CYP1A2およびグルタチオン S
転移酵素Pの発現誘導に関する検討

第26回西日本薬剤学研究会、九重、 2001.
59.園田純一郎、園田俊郎
HTLV-I Provirus Load in Peripheral Blood of HTLV-I Carriers is Decreased by Green Tea Drinking. 
文部科学省特定領域研究「がんJ6領域若手研究者ワークショップ、長野、 2001.
60. 山田勝士
院外処方せん発行と保険薬局との連携

平成13年度国公私立大学病院実務研修会、東京、 2001.
61.下畝千恵
鹿児島大学病院薬剤部における調剤過誤対策

リスクマネジメント研修会、鹿児島、 2001.
62.有馬純子
お薬の効果と飲む時間~経口糖尿病治療薬編~

第13回天保山松風会夏季合宿講習会、鹿児島、 2001.
63.仮屋薗博子、中村和男、新川輝俊、山口辰哉、大磯茂、坂田隆造、山田勝士
コルフォルシンダロパート血小板機能に及ぼす影響

臨床薬理、 32、31S-32S、2001.
64. 中村和男、仮屋薗博子、新川輝俊、山口辰哉、増田宏、坂田隆三、山田勝士
アスピリンの血小板凝集に及ぼす影響

臨床薬理、 32、243S同244S、2001.
65.古川裕之、北川明、工藤正純、中尾泰史、手島みどり、山口辰哉、西原茂樹、比嘉保、
手塚春樹、宮本謙一、中野真汎

被験者の治験に対する意識に関する多施設共同調査の試み

臨床薬理、 32、183S-184S、2001.
66. 山口辰哉、本屋敏郎、中村和男、山田勝士、時任紀明、鴨川泰之、竹中俊宏、山口昭彦、
鄭忠和，前田博子

ベラプロスト投与により肺高血圧野著明な改善が得られ社会復帰に成功した原発性肺高血圧症の1症例
臨床薬理、 32、225S司226S、2001.
67.小迫知弘、河内明夫、程世斌、本屋敏郎、口岩聡、中河志朗、山田勝士
c-Fos蛋白を指標としたEndothelin-1誘発胴体回転行動発現機構の解析
第10回神経行動薬理若手研究者の集い、船橋、 2001.
68.小迫知弘、河内明夫、程世斌、本屋敏郎、口岩聡、中河志朗、山田勝士
c-Fosタンパクを指標とした内因性ペプチド誘発胴体回転行動発現機構の解析
第10回ニューロトランスミッター懇話会、鹿児島、 2001.
69. 山口辰哉、本屋敏郎、大磯茂、中村和男、山田勝士

-183 -



医師の診断･治療に柑する薬剤管理指導業務一薬剤の副作用に対する取り組み一

第2回九州山口薬学会ファーマシューテイカルケアシンポジウム&研修会､福岡､ 2001.

2002年

70.山田　勝士

医療過誤防止と薬剤部の役割

平成14年度国公私立大学病院実務研修会､東京､ 2002.

71.山田　勝士

リスクマネジメント(2)～疑義照会と葉菜連携～

BS放送｢病院薬剤師の時間｣､ 2002.

72.下堂薗　権洋

病院実習の役割とあり方　病院実習を受入れる大学病院薬剤部ならびに県病院薬剤師会の立場から
BS放送｢病院薬剤師の時間｣､ 2002.

73.下堂薗　権洋

医療施設における薬剤疫学　病院薬剤師と薬剤疫学との関わり

日病薬学術小委員会･日本RAD-AR協議会　第3回薬剤疫学セミナー､小郡､ 2002.

74.下堂薗　権弾

薬薬連携におけるリスクマネジメント

鹿児島県薬剤師会生涯教育研修会､鹿児島､ 2002.

75.下堂薗　権洋

医療施設における薬剤疫学　病院薬剤師と薬剤疫学との関わり

徳島文理大学大学院セミナー､ 2002.

76.仮屋薗　博子､中村　和男､鮎川　修､鬼丸　俊司､山田　勝士

人工弁置換術後遠隔期における抗血栓療法の評価

第21回臨床薬理阿蘇九重カンフアランス､大分､ 2002.

77.仮屋薗　博子､中村　和男､鮎川　修､山田　勝士､菰方　輝夫､浜田　信男､坂田　隆造

周術期におけるTNFRIおよびRIIと各種サイトカインの推移

第23回鹿児島栄養代謝研究会､鹿児島､ 2002.

78.山口　辰哉

服薬指導ケーススタディー　アスピリン嘱息(内科)

Clinical Pharmacist (BANYU)､ 39､ 6-7､ 2002.

79.山口　辰哉

鹿児島大学医学部附属病院の治験事務局の組織と役割

平成14年度第2回新GCPのもとでの治験推進研修会､福岡､ 2002.

80.下堂薗　権洋(分担執筆)

薬剤師の実務に生かせる情報検索　改訂版｢医薬品の評価｣ 30-35､三共株式会社､ 2002.

81.下堂薗　権洋(分担執筆)

MRのための実践薬剤疫学12-15､日本RAD-AR協議会､ 2002.

82.下園　拓郎､山田　勝士

薬剤師の使命と業務

平成14年度薬剤師指導者伝達講習会､鹿児島､ 2002.

83.園田　純一郎､小道　知弘､屋敷　伸治､李　洪川､郡山　千早､吉永　光弘､秋葉　澄伯､永田　行博､

山田　勝士､園田　俊郎

緑茶成分によるHTLV-1プロウイルスDNA量の減少効果

日本がん分子疫学研究会､鹿児島､ 2002.

84.園田　純一郎､小迫　知弘､屋敷　伸治､李　洪川､藤吉　利信､郡山　千早､吉永　光弘､山元　志奈子､

秋葉　澄伯､永田　行博､山田　勝士､園田　俊郎

緑茶飲用によるATLの発症予防-ATLハイリスクのHTLV-1プロウイルス抑制効果一

日本がん予防研究会､日本がん疫学研究会､熊本､ 2002.

85.河内　明夫､小迫　知弘､程　世斌､本屋　敏郎､口岩　聡､中河　志朗､山田　勝士

ラットにおける薬物誘発胴体回転行動に関する研究

第11回神経行動薬理若手研究者の集い､福岡､ 2002.

86.小迫　知弘､河内　明夫､程　世斌､本屋　敏郎､口岩　聡､中河　志朗､山田　勝士

C-Fosタンパクを指標としたラットにおける薬物誘発胴体回転行動発現機構の解明

第6回活性アミンに関するワークショップ､神戸､ 2002.

87.仮屋薗　博子､中村　和男､新川　輝俊､鬼丸　俊司､川原　陽子､井畔　能文､坂田　隆造､山田　勝士

非ステロイド抗炎症薬の血小板機能抑制作用とシクロオキシゲナ-ゼ選択性との関連性

臨床薬理､ 33､ 303S-304S､ 2002.
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医師の診断・治療に対する薬剤管理指導業務一薬剤の副作用に対する取り組み-

第2回九州山口薬学会ファーマシューテイカルケアシンポジウム&研修会、福岡、 2001.

2002年
70. 山田勝士
医療過誤防止と薬剤部の役割

平成14年度国公私立大学病院実務研修会、東京、 2002.
71.山田勝士

リスクマネジメント (2)~疑義照会と薬薬連携~

BS放送「病院薬剤師の時間J、2002.
72.下堂薗権洋
病院実習の役割とあり方 病院実習を受入れる大学病院薬剤部ならびに県病院薬剤師会の立場から

BS放送「病院薬剤師の時間」、 2002.
73.下堂薗権洋
医療施設における薬剤疫学 病院薬剤師と薬剤疫学との関わり

日病薬学術小委員会・日本RAD-AR協議会 第3回薬剤疫学セミナー、小郡、 2002.
74. 下堂薗権洋
薬薬連携におけるリスクマネジメント

鹿児島県薬剤師会生涯教育研修会、鹿児島、 2002.
75.下堂薗権洋
医療施設における薬剤疫学病院薬剤師と薬剤疫学との関わり

徳島文理大学大学院セミナー、 2002.
76.仮屋薗博子、中村和男、鮎川修、鬼丸俊司、山田勝士
人工弁置換術後遠隔期における抗血栓療法の評価

第21回臨床薬理阿蘇九重カンファランス、大分、 2002.
77.仮屋薗博子、中村和男、鮎川修、山田勝士、菰方輝夫、浜田信男、坂田隆造
周術期における TNFRIおよびRIIと各種サイトカインの推移
第23回鹿児島栄養代謝研究会、鹿児島、 2002.
78. 山口辰哉
服薬指導ケーススタディー アスピリン哨息(内科)

Clinical Pharmacist (BANYU)、39、6-7、2002.
79. 山口辰哉
鹿児島大学医学部附属病院の治験事務局の組織と役割

平成14年度第2回新GCPのもとでの治験推進研修会、福岡、 2002.
80. 下堂薗権洋(分担執筆)
薬剤師の実務に生かせる情報検索 改訂版 「医薬品の評価J30~35、三共株式会社、 2002.

81.下堂薗権洋(分担執筆)
MRのための実践薬剤疫学 12-15、日本RAD-AR協議会、 2002.
82. 下園拓郎、山田勝士
薬剤師の使命と業務

平成14年度薬剤師指導者伝達講習会、鹿児島、 2002.
83. 園田純一郎、小迫知弘、屋敷伸治、李洪川、郡山千早、吉永光弘、秋葉澄伯、永田行博、
山田勝士、園田俊郎

緑茶成分による HTLV・1プロウイルス DNA量の減少効果
日本がん分子疫学研究会、鹿児島、 2002.

84. 園田純一郎、小迫知弘、屋敷伸治、李洪川、藤吉利信、郡山千早、吉永光弘、山元志奈子、
秋葉澄伯、永田行博、山田勝士、園田俊郎

緑茶飲用による ATLの発症予防 -ATLハイリスクの HTLV-1プロウイルス抑制効果ー
日本がん予防研究会、日本がん疫学研究会、熊本、 2002.

85.河内明夫、小迫知弘、程世斌、本屋敏郎、口岩聡、中河志朗、山田勝士
ラットにおける薬物誘発胴体回転行動に関する研究

第11回神経行動薬理若手研究者の集い、福岡、 2002.
86.小迫知弘、河内明夫、程世斌、本屋敏郎、口岩聡、中河志朗、山田勝士
c-Fosタンパクを指標としたラットにおける薬物誘発胴体回転行動発現機構の解明
第6回活性アミンに関するワークショップ、神戸、 2002.
87. 仮屋薗博子、中村和男、新川輝俊、鬼丸俊司、川原陽子、井畔能文、坂田隆造、山田勝士
非ステロイド抗炎症薬の血小板機能抑制作用とシクロオキシゲナーゼ選択性との関連性

臨床薬理、 33、303S-304S、2002.
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2003年

88.鬼丸　俊司､中村　和男､仮屋薗　博子､有馬　純子､増田　宏､井畔　能文､坂田　隆造､改元　いずみ､

丸山　征郡､山田　勝士

全血血小板凝集能およびフローサイトメトリーを用いた閉塞性動脈硬化症の血小板機能改善の評価

第8回九州セロトニン研究会､福岡､ 2003.

89.山口　辰哉

鹿児島大学医学部附属病院における治験の現状

鹿児島大学医学部附属病院治験推進セミナー､鹿児島､ 2003.

90.山口　辰哉

鹿児島大学医学部附属病院におけるモニタリングと監査の実際

平成15年度第1回新GCPのもとでの治験推進研修会､福岡､ 2003.

91.山口　辰哉

鹿児島大学医学部附属病院における治験の現状

第3回財団法人慈愛会薬剤師研修会(今村病院分院)､鹿児島､ 2003,

92.下園　拓郎､山田　勝士

適正使用推進のための使用実態調査

生涯教育研修会､鹿児島､ 2003.

93.武田　寮生､渡蓮　和恵､山田　勝士

神経接着分子NB-2と聴覚機能

第28回鹿児島てんかん研究会､鹿児島､ 2003.

94.柴山　良彦､ Vance,し.､李　順姫､武田　泰生､山田　勝士

接着分子Llの軸索伸長における役割- Ll細胞内ドメインの軸索伸長における重要性一

第1回鹿児島ニューロフォーラム､鹿児島､ 2003.

95.池田　龍二､古川　龍彦､住滞　知之､原口　みさ子､大磯　茂､山田　勝士､井ノ上　逸朗､秋山　伸一

チミジンホスホリラ-ゼ(TP)は抗癌剤によって誘導されるアポトーシスに対して抵抗性を賦与する

日英理詰､ 122､補冊1､ 84-86､ 2003.

96.下園　拓郎､山田　勝士

薬剤適正使用推進のための使用実態調査
九州山口薬学大会記念誌､ 96-97､ 2003.

97.牛之演　風見､柴山　良彦､本屋　敏郎､山田　勝士

ラットにおけるMRP2発現量に及ぼすMethotrexateの影響

臨床薬理､ 34､ 105S､ 2003.

2004年

98.柴田　由香里､山口　辰哉､大磯　茂､小倉　さと子､山田　勝士､高松　英夫

鹿児島大学病院におけるCRC業務

平成15年度薬剤師治験コーディネーター養成フォローアップ研修会､東京､ 2004,

99.柴山　良彦､池田　龍二､宝来　佐和子､武田　泰生､山田　勝士

西洋オトギリソウと薬物相互作用

平成16年度科学技術振興調整費報告会｢漢方有効性の検証方法の確立と応用展開｣､鹿児島､ 2004.

100,山口　辰哉

鹿児島大学病院における重篤な有害事象への対応

鹿児島大学病院治験推進セミナー､鹿児島､ 2004.

101.山口　辰哉

歯科の薬剤について

歯科研修医臨床研修セミナー､鹿児島､ 2004.

102,牛山　美奈､菅原　英輝､井上　和彦､山田　勝士､宮田

マウス心臓に発現するPACAP特異的受容体PAClバリアン

第1回GPCR研究会､東京､ 2004.

103.牛山　美奈､菅原　英輝､井上　和彦､山田　勝士､宮田

マウス心臓に発現するPACAP特異的受容体PAClバリアン

第32回薬物活性シンポジウム～習慣生活病への創薬アブロー

104.柴田　由香里､山口　辰哉､大磯　茂､小倉　さと子､山田

篤郎
トの機能解析

篤郎

トの機能解析

チ～､大阪､ 2004.

勝士､高桧　英夫

鹿児島大学病院におけるCRC業務

平成15年度薬剤師治験コーディネーター養成フォローアップ研修会､東京､ 2004.

105.池田　龍二､吉田　健一､古川　賢一､山口　辰哉､牛山　美奈､武田　寮生､中村　和男､山田　勝士､

井ノ上　逸朗

OPLL敬帯細胞の骨芽細胞への分化制御機構の解明
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2003年
88.鬼丸俊司、中村和男、仮屋薗博子、有馬純子、増田宏、井畔能文、坂田隆造、政元いずみ、
丸山征郎、山田勝士

全血血小板凝集能およびフローサイトメトリーを用いた閉塞性動脈硬化症の血小板機能改善の評価

第8回九州セロトニン研究会、福岡、 2003.
89. 山口辰哉
鹿児島大学医学部附属病院における治験の現状

鹿児島大学医学部附属病院治験推進セミナー、鹿児島、 2003.
90. 山口辰哉
鹿児島大学医学部附属病院におけるモニタリングと監査の実際

平成15年度第1回新GCPのもとでの治験推進研修会、福岡、 2003.
91.山口辰哉
鹿児島大学医学部附属病院における治験の現状

第3回財団法人慈愛会薬剤師研修会(今村病院分院)、鹿児島、 2003.
92.下園拓郎、山田勝士
適正使用推進のための使用実態調査

生涯教育研修会、鹿児島、 2003.
93.武田泰生、渡溢和忠、山田勝士
神経接着分子NB-2と聴覚機能
第28回鹿児島てんかん研究会、鹿児島、 2003.
94.柴山良彦、 Vance，L.、李順姫、武田泰生、山田勝士
接着分子L1の軸索伸長における役割-L1細胞内ドメインの軸索伸長における重要性一
第1回鹿児島ニューロフォーラム、鹿児島、 2003.
95.池田龍二、古川龍彦、住津知之、原口みさ子、大磯茂、山田勝士、井ノ上逸朗、秋山伸一
チミジンホスホリラーゼ (TP)は抗癌剤によって誘導されるアポトーシスに対して抵抗性を賦与する

日薬理誌、 122、補冊1、 84-86、 2003.
96.下園拓郎、山田勝士
薬剤適正使用推進のための使用実態調査

九州山口薬学大会記念誌、 96・97、2003.
97.牛之演風見、柴山良彦、本屋敏郎、山田勝士
ラットにおける MRP2発現量に及ぼすMethotrexateの影響
臨床薬理、 34、 105S、 2003.

2004年
98.柴田由香里、山口辰哉、大磯茂、小倉さと子、山田勝士、高松英夫
鹿児島大学病院における CRC業務
平成15年度薬剤師治験コーデイネーター養成フォローアップ研修会、東京、 2004.
99.柴山良彦、池田龍二、宝来佐和子、武田泰生、山田勝士
西洋オトギリソウと薬物相互作用

平成16年度科学技術振興調整費報告会「漢方有効性の検証方法の確立と応用展開」、鹿児島、 2004.

100.山口辰哉
鹿児島大学病院における重篤な有害事象への対応

鹿児島大学病院治験推進セミナ一、鹿児島、 2004.
101.山口辰哉
歯科の薬剤について

歯科研修医臨床研修セミナー、鹿児島、 2004.
102.牛山美奈、菅原英輝、井上和彦、山田勝士、宮田篤郎
マウス心臓に発現する PACAP特異的受容体PAC1バリアントの機能解析
第1回GPCR研究会、東京、 2004.
103.牛山美奈、菅原英輝、井上和彦、山田勝士、宮田篤郎
マウス心臓に発現する PACAP特異的受容体PAC1バリアントの機能解析
第32回薬物活性シンポジウム~習慣生活病への創薬アプローチ~、大阪、 2004.
104.柴田由香里、山口辰哉、大磯茂、小倉さと子、山田勝士、高松英夫
鹿児島大学病院における CRC業務
平成15年度薬剤師治験コーデイネーター養成フォローアップ研修会、東京、 2004.
105.池田龍二、吉田健一、古川賢一、山口辰哉、牛山美奈、武田泰生、中村和男、山田勝士、
井ノ上逸朗

OPLL靭帯細胞の骨芽細胞への分化制御機構の解明
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第29回鹿児島てんかん研究会､鹿児島､ 2004.

106.武田　寮生､山田　勝士

ミエリン形成および高次脳機能における神経接着分子NB-3の役割

第2回鹿児島ニューロフォーラム､鹿児島､ 2004.

107.武田　泰生､川野　仁､山田　勝士

縫線核(raphe nuclei)の形成に関わるsubstance P受容体一神経-グリア細胞相互作用を介して一

第18回鹿児島ブレインサイエンスカンファレンス､鹿児島､ 2004.

108.山口　辰哉､柴田　由香里､大磯　茂､小倉　さと子､山田　勝士､高松　英夫

鹿児島大学病院における重篤な有害事象への対応

臨床薬理､ 35､ 76S､ 2004.

109.有馬　純子､中村　和臥仮屋薗　博子､武田　泰生､四元　剛一､井畔　能文､坂田　隆造､山田　勝士

ヘパリン起因性血小板減少症と血小板凝集能について

臨床薬理､ 35､ 153S､ 2004.

2005年

110.牛山　美奈､菅原　英輝､井上　和彦､山田　勝士､宮田　篤郎

マウス心臓に発現するPACAP特異的受容体PAClバリアントの機能解析

第2回GPCR研究会､東京､ 2005.

111.桜井　都衣､霜田　靖､武田　泰生､渡追　和忠

脳の発達過程における神経認識分子NB-3の役割

分子生物学会春季シンポジウム､新潟､ 2005.

112.山口　辰哉

歯科の薬剤と治験について

歯科研修医臨床研修セミナー､鹿児島､ 2005.

113.宝来　佐和子､渡追　泉､武田　寮生､山田　勝士､阿部　慣太郎､安藤　哲夫､秋葉　澄伯､久野　勝治

奄美大島で捕獲されたジャワマングースにおけるHg蓄積と細胞内分布の解析

第14回環境化学討論会､大阪､ 2005.

114.下園　拓郎､山田　勝士

大学院教育及び高次医療に関わる病院における薬剤師育成のための臨床教育の習得に関する研究

平成16年度医薬臥医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究推進事業報告書(P835- P850)､ 2005･

2006年

115.枚元　一明､加世田　良一､福岡　龍一､千田　直三､下堂薗　権洋､中村　千鶴子､若松　弘文､山田　勝士

医師に柑する薬剤師の疑義照会の実態と問題点
九州薬学会会報､ 60､ 7175､ 2006.

116.武田　泰生､大磯　茂､二川　俊隆､西田　健太朗､石原　義久､山田　勝士

皮質形成異常を伴う症候性てんかんとコンタグテン関連蛋白質Caspr2

第31回鹿児島てんかん研究会､鹿児島､ 2006.

117.西田　健太朗､長洋　一樹､武田　寮生､藤本　貞毅､山田　勝士

培養神経細胞におけるホスホリパーゼCアイソザイムのストレス応答性に関する検討･

第4回鹿児島ニューロフォーラム､鹿児島､ 2006.

118.池田　龍二､車　暁芽､牛山　美奈､山口　辰哉､武田　泰生､柴山　良彦､中村　和男､古川　龍彦､

秋山　伸一､山田　勝士

セフアランテンによる抗癌剤のアポトーシス増強作用とそのメカニズム

第32回アルカロイド研究会､東京､ 2006.

119.武田　泰生

人生のナビゲーター

週刊薬事新報｢人と人｣通巻第2424号､ 38､ 2006.

120.武田　寮生

ミエリン形成ならびに跳躍伝導に関わる神経接着分子群

第70回産総研RICEセミナー､産業技術総合研究所､大阪､ 2006.

2007年

121.柴山　良彦､吉川　好美､西田　健太朗､武田　泰生､山田　勝士

塩酸イリノテカンおよびエトポシドが薬物トランスポーターの発現に及ぼす影響

第1回トランスポーター研究会九州部会､熊本､ 2007.

122.深水知英､松元　一明､あべ松和子､福永　直子､下堂薗権軌山口　辰故､武田　泰生､山田　勝土

遺伝子多型が関連したポリコナゾ-ルによる肝障害
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第29回鹿児島てんかん研究会、鹿児島、 2004.
106.武田泰生、山田勝士
ミエリン形成および高次脳機能における神経接着分子NB-3の役割
第2回鹿児島ニューロフォーラム、鹿児島、 2004.
107.武田泰生、川野仁、山田勝士
縫線核 (raphenuclei)の形成に関わる substanceP受容体-神経・グリア細胞相互作用を介してー
第18回鹿児島ブレインサイエンスカンファレンス、鹿児島、 2004.
108.山口辰哉、柴田由香里、大磯茂、小倉さと子、山田勝士、高松英夫
鹿児島大学病院における重篤な有害事象への対応

臨床薬理、 35、76S、2004.
109.有馬純子、中村和男、仮屋薗博子、武田泰生、四元剛一、井畔能文、坂田隆造、山田勝士
へパリン起因性血小板減少症と血小板凝集能について

臨床薬理、 35、153S、2004.

2005年
110.牛山美奈、菅原英輝、井上和彦、山田勝士、宮田篤郎
マウス心臓に発現する PACAP特異的受容体PAC1バリアントの機能解析
第2回GPCR研究会、東京、 2005.
111.桜井都衣、霜田靖、武田泰生、渡遺和忠

脳の発達過程における神経認識分子NB・3の役割
分子生物学会春季シンポジウム、新潟、 2005.
112.山口辰哉
歯科の薬剤と治験について

歯科研修医臨床研修セミナー、鹿児島、 2005.
113.宝来佐和子、渡遺泉、武田泰生、山田勝士、阿部慎太郎、安藤哲夫、秋葉澄伯、久野勝治
奄美大島で捕獲されたジャワマングースにおける Hg蓄積と細胞内分布の解析

第14回環境化学討論会、大阪、 2005.
114.下園拓郎、山田勝士
大学院教育及び、高次医療に関わる病院における薬剤師育成のための臨床教育の習得に関する研究
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